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1 
麻疹アウトブレーク: その後
富山大学保健管理センター杉谷キャンパス
松井 祥子、 高倉 一恵、 島木 貴久子、 野口 寿美、 佐野 隆子、 酒井 渉、 北島 勲
Outbreak of measles: after that 
Shoko Matsui， Kazue Takakura， Kikuko Shomaki， Hitomi Noguchi， Takako Sano， 
Wataru Sakai， Isao Kitajima 
は じめに
麻疹は、 非常に強い伝染力を持つ疾患であり、
擢患した場合は、 脳炎を生じて致死に至る可能性
もある。 しかし一方では、 ワクチンにより予防可
能な疾患であることから、 世界保健機構 (WHO)
では、 2005年に日本を含めたWHO西大西洋地域
に於いて20 12年までに麻疹排除を目指す事が決
議された。その後2006年より、我が国では、麻疹・
風疹ワクチン (MRワクチン) の使用が開始され、
2回接種が実施されている (1期: 1歳、及び2期 :
小学校就学前の 1年間) 。
しルし2回接種が軌道にのらないうちに、 2007
年の春から2008年にかけて、 高校生や大学生を
中心とした麻疹のアウトブレークが生じ、 大きな
社会的問題となった。 そのため2008年より行政
が中心となり麻疹排除計画がスタートし、 5年間
の暫定措置として、中学l年 (3 期) と高校3年 (4
期) にもMRワクチンの接種を追加して現在に
至っている。
富山大学では、 2003年より医薬系キャンパス
の入学者に対して、麻疹を含む4種感染症 (麻疹・
風疹・ ムンプス・水痘) の抗体価をチェックし、
病院実習前の感染予防対策を講じている。 麻疹ア
ウトブレークに際しでも、 全学生の抗体価やワク
チン接種歴を把握していたために、 医薬系学生の
病院実習を例年通り行えたことは、 当大学の感染
予防対策の大きな成果と考えている。 我々はア
ウトブレークが生じた2008年に、 本誌において
2003年から2007年までの医薬系学生における麻
疹抗体価の推移を報 告したが1 )、 今囲は、 2008年
から20 12年度入学者までの麻疹抗体価の動向を
調査したので、 若干の考察をふまえてその結果を
報 告する。
対象と 方法
富山大学医薬系キャンパスの医学部医学科、 看
護学科、 薬学部薬学科、 創薬学科に入学した学
生 計 1，444名 (男性694名、 女性750名 ) を 対
象に、 2008年から20 12年の5年間、 麻疹感染症
に関する擢患歴・接種歴のアンケート調査を行
い、その血清抗体価を測定した。 麻疹の測定法は、
2008年は赤血球凝集阻止反応法 (HI法) を用い、
2009年からの検体にはゼ ラチン粒子凝集法 (PA
法) を用いた。 陰性者の判定基準はHI法・PA法
ともに8倍未満とした。
アンケート調査の方法は、 入学時に提出する書
類一式として保護者に送付し、 母子手帳等による
確認の後、 ワクチン接種歴や擢患歴を記入するよ
うに依頼し、入学後にアンケート用紙を回収した。
結果
抗体検査受験者総数は 1，444名、 アンケート回
収は 1，393名 (96.5%) であった。
1 . 麻疹に対す る 抗体陰性率の 推移
麻疹抗体価は、 2008年時までは感 度が低いと
されるHI法で、行っており、 46 .0%の感受性者 (抗
2 
表1 5年間の 麻疹抗体価の 推移
体陰性者) を認めていた。 2009年以降はPA法に
て抗体価を測定しているが、 麻疹感受性者は0.3・
1.6%と大幅な減少をみている (表 1 ) 。
2. アン ケー卜に 基づく麻疹の 躍患歴およびワク
チン接種歴の 推移
過去5年間において、 麻疹の既往歴を有する学
生は8 .4%であったが、 2009年より減少傾向を認
めており、 20 12年は6 .6% と最も少なかった (図
1 ) 。 一方、 ワクチンの接種者は年々増加してお
り、 2008年では83.5 %、 20 12年で は95 .3%の学
生が、 過去にl ないし2 度のワクチン接種を受け
ていた。 そのうち、 4 期にM (麻疹) ワクチンも
図 1 麻疹擢患率の 推移
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しくはMR (麻疹・風疹混合) ワクチンを接種し
ていた学生は5年間で平均54.8%であり、 最近3
年間は70%以上の接種率を示していた (図2) 。
3. 麻疹ワクチン接種者の 抗体価分布
ワクチン接種者全体の抗体価の分布を表2に、
また4 期でのワクチン接種者の抗体価を表 3に示
した。 2009年以降は、 ワクチン接種者の増加に
伴い、 陽性者がx 16 以上の陽性を示しているもの
が多かった。 特に4 期接種者においては、 抗体陰
性者は3名と少なかった。 全体の抗体価のピーク
はx 1024 であり、 4 期接種者でも同様の傾向を認
めた。 一方、 医療従事者に必要とされる抗体価
(x 128 以上) に満たない者は、2009年-20 12年では、
全体で45名 (3.8%) 、4期接種者でも 19名 (2.6%)
いた。
考察
麻疹は病原性や伝染力がきわめて強い疾患であ
る。 空気感染 (飛沫核感染) 、 飛沫感染、 接触感
染にて、 感染が拡がることが知られている。 我が
国では、 2007年� 2008年に、 高校生や大学生を
中心に麻疹のアウトブレークが生じたことは記憶
に新しい。 その原因として、 以下に述べるいくつ
かの理由が推測される。
①幼少時からワクチン未接種・未感染のまま青年
期に移行。
②幼少時にワクチンを接種したが、 抗体ができな
かった primary vaccine failure。
③幼少時にワクチンを接種していったん免疫が
作られたが、 その後抗体価が減弱した sec ondary
vaccine failure 
国立感染症情報センターの2008年の麻疹累積
報 告数 ( n=11，007 ) によれば、 ワクチン未接種が
麻疹アウトブレーク:その後 3 
表2 麻疹抗体価の分布
麻疹抗体価 2008 (HI 法) 2009 20 10 20 11  20 12 言十
くx8 122 46.0% 122 8.4% 
x8 73 27.5% 73 5. 1% 
くx 16 � � 2 0.7% 5 1.6% 1 0.3% 2 0.7% 10 0.7% 
x 16 49 18.5% 1 0.4% 。 0.0% 。 0.0% 0.3% 5 1  3.5% 
x32 11  4.2% 1 0.4% 2 0.6% 1 0.3% 5 1.7% 20 1.4% 
x64 7 2.6% 2 0.7% 6 1.9% 6 2.0% 10 3.5% 31  2. 1% 
x 128 3 1. 1% 18 6.4% 18 5.8% 23 7.6% 18 6.3% 80 5.5%1 
x256 � � 43 15.2% 48 15.5% 44 14.6% 58 20.2% 193 13.4% 
x5 12 // // / / 
/
///
/ / 
/ 
39 13.8% 78 25.2% 69 22.9% 84 29.3% 270 18.7% 
x 1024 93 33.0% 82 26.5% 89 29.6% 68 23.7% 332 23.0% 
x2048 
三〈こ三
/
/
/
/
/ 
/ 
35 12.4% 49 15.9% 46 15.3% 36 12.5% 166 1 1.5% 
x4096 39 13.8% 12 3.9% 15 5.0% 5 1.7% 7 1  4.9% 
x8 192 /// 9 3.2% 7 2.3% 5 1.7% 2 1  1.5% x 16384 。 0.0% 2 0.6% 2 0.7% 4 0.3% 
計 265 100.0% 282 100.0% 309 100.0% 30 1 100.0% 287 100.0% 1444 100.0% 
表 3 4 期ワクチン接種者に おける 麻疹抗体価の分布
麻疹抗体価 2008 (HI 法) 2009 2010 20 11  20 12 計
<x8 21 1 1. 1% 
x8 71 38.9% 
くx 16 � / 。 0.0% 1 
x 16 51 27.8% 。 0.0% 。
x32 21 1 1. 1% 。 0.0% I 
x64 5.6% 1 0.6% 。
x 128 1 5.6% 8 5. 1% 1 1  
x256 � � 22 14. 1% 19 
x5 12 
;ζ二
/
/
一
/
/
こ
ア
三
/ 
/ 
// / 
20 12.8% 53 
x 1024 6 1  39. 1% 53 
x2048 三�三/ 
19 12.2% 35 
x4096 23 14.7% 3 
x8 192 2 1.3% 4 
x 16384 � � 。 0.0% 。
計 18 100.0% 156 100.0% 180 
44.6%， ワクチン接種歴不明27.6%、 ワクチン接
種歴あり (l回接種のみ) 26 .6% と 報告されてい
た2)3) 4 )。 つまり ①のワクチン未接種・麻疹未
擢患者が多いという結果であった。 しかし我々が
当時施行したアンケート調査では、 2007-8年の入
学生のワクチン接種歴は70%以上あった1)。 また
当大学では、 2008年までの麻疹抗体価は感 度の
低いHI法を採用していたが、 それでも麻疹感受
性者 (抗体 陰性者) は2003年には 13.3%しかお
2 0.3% 
7 0.9% 
0.6% 1 0.5% 1 0.5% 3 0.4% 
0.0% 。 0.0% 。 0.0% 5 0.7% 
0.6% 1 0.5% 1 0.5% 5 0.7% 
0.0% 3 1.4% 9 4.7% 14 1.8% 
6. 1% 18 8.3% 11  5.8% 49 6.4% 
10.6% 30 13.8% 37 19.4% 108 14.2% 
29.4% 43 19.7% 60 3 1.4% 176 23. 1% 
29.4% 69 31.7% 4 1  2 1.5% 224 29.4% 
19.4% 38 17.4% 28 14.7% 120 15.7% 
1.7% 11  5.0% 3 1.6% 40 5.2% 
2.2% 2 0.9% 。 0.0% 8 1.0% 
0.0% 2 0.9% 。 0.0% 2 0.3% 
100.0% 218 100.0% 19 1 100.0% 763 100.0% 
らず、 その後は年々増加し、 2008年には46.0%
となった。 すなわち、 上記 の①よりはむしろ、
ワクチン接種後に一度獲得した免疫が減衰した
sec ondary vaccine failureの青年が急速に増加し
ていた可能性が示唆されていた。
いずれにせよ、 麻疹排除計画が2008年より行
政指導の下にすすめられ、 以降麻疹擢患者が激減
しているO 今回の調査でも、 感受性者 (抗体陰性
者) が2009年から20 12年においては、 0--- 1 人
4 
と激減していた。 2008年の検査はHll法であった
ためPA法との比較は出来ないが、 2008年に同一
検体で施行したHI法と酵素免疫測定法 (EIA法)
との比較検証では、 HI法の約28%はEIA法で陰
性であった。 PA法はEIA法と同様感度が高いこ
とから、 2008年のHI法の抗体 陰性者 122 人 中少
なくとも30 人以上は真の麻疹感受性者であった
と考えられる。 この感受性者が激減したことは、
行政における感染対策がきわめて重要であること
を確証するものである。
麻疹では94-97%の接種率を保持し続けること
が、 社会の流行を防止する必要条件とされてい
るが、 国立感染症研究所感染症情報セ ンターの
集計による20 10年の接種状況は、 合計で第l期
95.6%、 第2期 92.2%、 第3期 87.2%、 第4期
78.8% と、 青年になるにつれて低くなっている2 )。
我々の調査では、 麻疹撲滅5 か年計画の開始年で
ある2008年から4 期 MRワクチン接種者が増加し
ていたが、 20 11年の79.6% をピークに、 20 12年
度は7 1.8% と減少している。 アウトブレークから
年数がたつにつれ青年層の接種者が減少している
ことや、 第3期、 第4期のMRワクチン接種勧奨
が次年度より廃止される可能性が高いことから、
今後は第3 期、 第4 期の接種対象から漏れていた
20歳代 後半から30代 のl回接種者の麻疹の流行
が懸念される。
vaccine failureは一次性の場合は5%未満であ
ると言われる。 今回の調査でも、 4 期でワクチン
接種が明白であるにもかかわらずPA法で抗体が
陰性であった pr imary vaccine failureが存在し
た。 また医療従事者は少なくともx 128 以上の抗
体価が望ましいとされているが5 )、 2009年から
20 12年の全体におけるx 128 未満の割合が3.8% で
あり、4 期接種者においても2.6%いた。 すなわち、
麻疹ワクチン2回接種を行っても感染防御に充分
な抗体を得ることが出来ない学生が一定の割合で
存在することが示唆されている。
ワクチン接種を行った場合は通常、 その対象疾
患の免疫がついたものと見なし、 特に抗体検査を
行うことはない。 またガイド ラインでも、 2回接
種が確認された者は、 感受性者として扱う必要が
ないとされている。しかし医薬系の実習生の場合、
医療の現場において自分自身が感染を受ける可能
性がある。 また潜伏 期間の長い感染症などの場合
は、 気づかずに他の免疫不全状態の患者に感染を
生じさせる危険もはらんでいる。 従って医療従事
者は、 できるだけ自分の抗体価については熟知し
ておく必要があり、 保健管理センターとしても、
そのチャンスを提供し続ける責務があると考えて
いる。
おわ り に
行政指導による麻疹排除計画は、 確実に効果を
上げているO しかし、 5年間の暫定措置による3
期および4 期の接種が終了する今後においては、
ワクチンによる抗体維持がどれくらいの間続くの
か、 など未知な点も多い。 実際に2回接種制度を
導入していたヨーロッパでも、 麻疹流行がみられ
ている。 ワクチン2回接種の制度が定着し、 その
結果が検証されるまでは、 行政の厳重な観察が望
まれる。 また医薬系の実習に際しでも、 油断する
ことなく十分な感染対策を講じる必要がある。
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筋ジス トロフィー の あ る 大学生への修学支援
一合理的配慮提供プロセ ス の観点か ら-
吉永崇史十 桶谷文哲十 西村優紀美十土 水野薫十 日下部貴史T 斎藤清二十土
十富山大学学生支援センター 土富山大学保健管理センター
Coursework Support for a University Student with Progressive Muscular Dystrophy: 
From the View Point of Providing Reasonable Accommodation 
Takashi Yoshinaga十， Fuminori Oketanit， Yukimi Nishimura十字， Kaoru Mizunot， 
Takashi Kusakabe十and Seiji Saito十土
十Student Support Center 土 Center for Health Care and Human Sciences of Toyama 
キーワード: 障害学生修学支援、 筋ジストロフィー、 合理的配慮
本稿では、 富山大学における筋ジストロフィーのある学生への修学支援活動を描写し、 その分
析を通じて明らかになった障害学生への修学支援を通じた合理的配慮提供プロセスと今後の課題
について考察する。
1 . は じめに
本邦において、 大学、 短期大学、 高等専門学校
(以下、大学等) における障害学生への修学支援は、
これまで包括的な法整備がなされないまま、 文部
科学省からの一定の財政支援を受けつつも、 基本
的には各大学における自主的な取組みを基に行わ
れてきた。 その一方で、 全国での障害学生支援の
底上げを図る取組みについては、 日本学生支援機
構が主に担ってきた。
日本学生支援機構は、 平成 18 (2006 ) 年 10月
に障害学生修学支援ネットワーク事業1 ) を立ち
上げ、 下記の3 つの事業を展 開し、 各大学等にお
ける障害学生支援の取組みを支援してきた。 (1)
相談事業: 各地域ブロックに位置する拠点校等が
大学等の教職員に対して障害学生の修学支援に関
する相談に応じる、 (2) 研修事業: 支援を必要と
する学生に対する研修事業などのプログ ラム (カ
リキュラム) 開発を行なう、 (3) 研究推進事業:
単独の大学だけでは対応が困難な課題などについ
て、 各機関が有機的に連携をしながら具体的な支
援策の研究を促進できる環境づくりを行なうとと
もに、 研究の成果を多くの大学等に提供する。
同時に、 日本学生支援機構は、 大学等におけ
る障害のある学生の修学支援に関する実態調査2) 
や、 教職員のための障害学生修学支援ガイドの発
行3)を通じて、 大学等の障害学生への修学支援
についての実態把握や、 啓発活動を行ってきた。
平成24 (20 12) 年6月からは、 文部科学省高等
教育局において「障がいのある学生の修学支援に
関する検討会J (以下、 検討会) が設置され、 大
学等における障害学生支援の在り方の議論が行わ
れ、 平成24 (20 12) 年12月には、 第一次とりま
とめが報 告された04) 検討会では、 (1) 大学等が
障害学生に対して合理的配慮を提供すること、 (2)
大学等が障害を理由に入学を拒否しないことを原
則として受入れ体制を明確にするために広く情報
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公開 (入試における配慮の内容、 大学構内のバ リ
アフ リー状況、 入学後の支援内容・支援体制、 受
入れ実績) を行うこと、 の2 点を軸に議論が行わ
れた。
これらの行政上の動きにある背景として、 平成
18 (2006 ) 年12月に国連総会で採択された障害
者権利条約 (平成20 (2008) 年5月に発効、 日本
政府は平成19 (2007) 年9月に署名) の批准に向
けた、 日本政府による法的整備への積極的な取組
みがある。 平成23 (20 11) 年8月に障害者基本法
が改正されたことを受け、 平成24 (2012) 年9月
に公表された障害者政策委員会差別禁止部会の意
見5 ) には、 (1) 不 均等待遇: 障害又は障害に関
連する事由を理由とする区別、 排除又は制限その
他の異なる取り扱い、 (2) 合理的配慮の不提供:
障害者の求めに応じて、 障害者が障害のない者と
同様に人権を行使し、 又は機会や待遇を享受する
ために必要かっ適切な現状の変更や調整 (=合理
的配慮) を行わないこと、 の2 つが障害に基づく
差別に当たることが明記された。 日本政府は、 今
後、 差別禁止部会の意見を基に 「障害を理由とす
る差別の禁止に関する法制J 案を作成し、 平成
25 (2013) 年度に国会への提出を目指すとしてい
る。
上記の動きからは、 大学等における障害学生へ
の修学支援の取組みを確かなものとし、 法的整備
も含めて社会的な合意形成を進めていく行政サイ
ドの意図が透けて見える。 その一方で、 依然とし
て、 大学等が主体的に障害学生への修学支援に不
可欠な設備のバ リアフ リー化推進や合理的配慮の
提供を行う際にかかるコスト負担について、 どの
程度大学等が担うべきかとの議論の開始には至っ
ていない。
本稿では、 上記の背景の下、 平成24 (20 12)  
年度に富山大学で行われた筋ジストロフィーのあ
る学生Aさんへの修学支援活動を描写するととも
に、 当活動で得られた経験に基づく大学等の障害
学生に対する合理的配慮提供プロセスと今後の課
題について考察する。
2 . 学生Aさんへの修学支援の背景
以下では、 学生Aさんへの修学支援の背景とし
て、 Aさんの抱える困難さの概要、 Aさんへの修
学支援の開始時における富山大学における障害学
生支援体制、 およびアクセシビ リテイ ・コミュニ
ケーション支援室の体制と業務内容について記述
する。
2-1 . 学生Aさんの抱え る 困難さの概要
Aさんは、 平成24年 (2012) 4月に富山大学の
理系学部に入学した女子学生である。Aさんには、
筋ジストロフィー (非福山型 ) という全身の筋力
低下が進行していく疾患がある。 そのため、 電動
車椅子を使った移動が不可欠であり、 車椅子に
座ったままでの講義の受講が必要である。 呼吸器
の筋力の衰えにより、常時酸素吸入が必要であり、
体内に溜まった二酸化炭素を排出するための人工
呼吸器の利用が定期的に必要な状態にある。また、
上肢の力がほとんどないために、 分厚い教科書を
かぱんから取り出すこと等の細かな運動に困難が
生じる。 Aさんの疾患は進行性であるとされてい
るが、 どのように進行していくのかは予測が立た
ず、 今のところ根本的な治療の方法はない。
2-2 . 富山大学 に おけ る障害学生支援の体制
富山大学では、 学生支援センターアクセシビ リ
テイ ・ コミュニケーション支援室 (以下、支援室)
が、 障害学生への修学支援のコア組織となり、 関
係部署との連携を図って全学的な取組みが行われ
ている。
富山大学では、 支援室の発足前までは学部毎に
障害学生支援が行われてきた。 例えば、 人間発達
科学部 (旧教育学部) では、 視覚障害のある学生
および聴覚障害のある学生が入学したことを契機
として、 教職員による配慮の提供や、 学部学生に
よるピアサボーターの組織づくりが行われてき
た。
そのような 中で、 平成19 (2007 ) 年に学生支
援GP (，オ フ」 と 「オン」 の調和による学生支
援-高機能発達障害傾向を持つ学生への支援シス
筋ジストロフ ィーの あ る 大学生への修学支援一合理的配慮提供プロセ ス の観点か らー 7 
テムを中核としてー ) が採択され、 その実行部署
として、 平成 19 (2007) 年 1 1月に富山大学学生
支援センター内に支援室 (当時はトータルコミュ
ニケーション支援室) が設置された。
支援室は、 保健管理センターや学部・ 教養教育
との連携体制を確立し、 発達障害学生支援を先行
させる形で、 全学的な障害学生支援をスタートさ
せた。 この動きと並行して、 平成20 (2008) 年
10月には、 博士課程を持つ生命融合科学教育部
が人開発達科学部における支援活動を引継ぐ形で
身体障害学生支援室を設置した。 その結果、 生命
融合科学教育部および人開発達科学部に在籍する
身体障害学生の支援が展 開されるようになった。
平成2 1 (2009) 年9月には、 発達障害学生支援
と身体障害学生支援が統合する形で、 学生支援セ
ンター内にアクセシピ リテイ・ コミュニケーショ
ン支援室が設置された。
2・ 3 .アクセシ ビリテ ィ ・ コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 支援
室の体制 と 業務内容
Aさんへの修学支援の開始時点において、 支援
室の業務に直接 関わるスタッフ (兼任含む) は、
8名 (専任教員2名、 専任コーデイネーター 2名、
兼任教員2名、 事務・ 技術補佐員2名) であり、
これらのスタッフが、 富山大学に存在する3 つの
キャンパスにおける支援室業務をカバーしてい
た。 その他に、 支援室員としてさらに兼任教員3
名が支援室運営に協力していた。
支援室には、 トータルコミュニケーション支援
部門と身体障害学生支援部門が設置されていた。
トータルコミュニケーション支援部門では、 すべ
ての学生を対象として社会的コミュニケーション
の問題や困難さの包括的な支援を行っており、 主
に発達障害学生の支援と学内SNSを活用したオ
ン ライン学生支援の業務を担当していた。 一方、
身体障害学生支援部門では、 視覚障害および聴覚
障害のある学生を対象とした支援、 身体障害のあ
る学生を支援する学生 (以下、 学生ピアサボー
ター) の養成、 アクセシビ リティ リーダー育成プ
ログ ラム運営といった業務を担当していた。
支援室では、 Aさんの入学直後においてAさん
も含めて35名の障害学生を支援していたが、 そ
のうち3 1名が発達障害学生であった。 支援室に
おける平成23 (20 11) 年度の相談・ 支援件数は
1，900 件強 (障害のない学生への支援も含む) に
上り、 その相談内容は、 履修・ 大学生活・ 就職活
動等のスケジ ュール管理、 人間関係・ コミュニ
ケーション上の問題や不安への対応、 自己・ 特性
理解への支援等であった。 加えて、 本人の相談内
容によっては、 教職員との連携による合理的配慮
の提供を行っていた。
上記のように、 Aさんの入学時までの支援室の
業務は、 主に発達障害学生への修学支援が 中心
であった。 また、 身体障害学生の支援について
も、 視覚障害および聴覚障害のある学生への支援
活動に限定されており、 Aさんのような肢体が不
自由のため車椅子を使用する学生への支援経験は
なかった。 Aさんにはどのような支援が必要なの
か、 その支援にかかるエネルギーがどれくらいな
のか、 Aさん以外の障害学生の支援と両立できる
のか、 等の見通しが立たない状況において、 まず
は、支援室内の リソースを結集する必要があった。
その結果、現場レベルにおいては、支援室内のトー
タルコミュニケーション支援部門と身体障害学生
支援部門の一体化を図り、 各スタッフがこれまで
担ってきた役割にこだわらずに、 支援活動を柔軟
に行う方針が確認された。
3 .  A さんへの修学支援活動
以下では、 支援室スタッフが行ったAさんへの
修学支援活動について、 3 つの期に分けて記述す
る。第I期は、入学直前から直後にかけての約 1ヶ
月に及ぶ期間で、 当期においてAさんへの修学支
援活動の骨格が形作られた。 第E期では、 5ヵ月
間に及ぶ修学支援活動の安定を図った期間であ
り、 かつ、 中長期的な見通しの下での支援活動の
持続可能性について、 学内の設備改修も含めて議
論がなされた時期であった。 第E期では、 トイレ
介助といった新しい支援の形態を試行するととも
に、 AさんやAさんの保護者との対話を深化する
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試みを行っている。
3-1 . 1期:入学直前か ら 直後に かけての修学支援
(2012年4月)
Aさんの富山大学への入学は、 他の学生と同様
に20 12年3月下旬に決定した。 また、 Aさんは、
合格当時は県外に居住していたため、健康管理上、
入学前に来学して修学支援の打ち合わせを行うこ
とは不可能であった。 そのため、 支援室は、 入学
直前の保護者やAさんの所属学部との打ち合わせ
で得られた最低限の情報を頼りに、 Aさんへの修
学支援の形づくりに早急に着手する必要に迫られ
た。
支援室では、 これまで発達障害学生を対象とし
て、 入学直前後から概ね 1ヶ月間を目処とした大
学の修学環境に適応するための移行支援を集中的
に行ってきた。6)この経験から、 支援室スタッフ
は、修学支援の要は修学スケジ、ユール管理にあり、
修学スケジュール管理は受講する講義の時間割に
大きく影響されることを理解していた。 そのこと
から、 支援室スタッフは、 Aさんが所属する学部
や教養教育部門の教務担当教職員と連携して、 時
間割をAさんと一緒に作成することを最初の支援
目標として設定した。
「時間割作成」 の目標を定めると、 調整しなけ
ればならない事柄が次々に明らかになった。 ま
ず、 Aさんがどの程度自力での移動が可能かどう
かや、 車椅子のまま入室し、 受講することのでき
る教室について調査する必要があった。 次に、 講
義と講義の聞の休憩時間 (15 分) の聞に教室間
の移動が可能かどうかや、 講義のない時間帯に人
工呼吸器を使用する適切なタイミン グについても
検討する必要があった。 そこで、 支援室スタッフ
は、 教務担当教職員と連携して、 Aさんが受講す
る可能性のある講義に割り当てられた教室のアク
セスや教室内レイアウトを一つひとつ確認する作
業を行った。
Aさんの受講する講義は、 学部のオ リエンテー
ションでの説明、 Aさんの助言教員による履修指
導、 および支援室スタッフが確認した内容とのす
り合わせを経て、 Aさんの意思に基づいて決定さ
れた。支援室スタッフおよび教務担当の教職員は、
作成された時間割に基づいて、 教室内へのアクセ
スや教室間の移動時間を考慮し、 必要な教室変更
の調整を行った。
時間割が作成されると、 Aさんが受講する全て
の講義の担当教員へ合理的配慮要請を行うことが
次の支援目標となった。 合理的配慮要請のために
は、 Aさんからの聞き取りを行い、 必要かつ教員
にとって過重な負担を伴わない配慮を定めて文書
化する必要があった。 Aさんにとって大学での講
義の受講は初めての経験であり、 そこで直面する
困難や支援ニーズを事前に明確にイメージできる
わけではなかった。 そのために、 支援室スタッフ
が「時間割作成」のために調整を行った過程で得
られた情報や、 これまでの発達障害学生支援で得
られた履修ノウハウをAさんに提供しつつ、 Aさ
んからの聞き取り内容と合わせて、 講義担当教員
に理解してほしいことや、 配慮の内容、 不測の事
態における対応方法について一つひとつ明示化し
ていった。 このようにして作成された文書に基づ
き、 講義開始直前までに、 支援室スタッフによっ
て全ての講義担当教員に対面での説明が行われ、
必要に応じて質疑応答が行われた。 また、 入学時
オ リエンテーションの機会を利用して、 Aさんの
所属する学部の同学年の学生に対して、 支援室ス
タッフから、 Aさんの疾患の内容、 それにより周
囲のサポートが必要であること、 できる範囲でサ
ポートに協力してほしい旨の呼びかけを、 Aさん
の同意を得て行った。
入学時オ リエンテーション期間が終わり、 実際
に講義が開始されてからは、 支援室スタッフが、
Aさんが受講する講義の開始前および終了後に同
行し、移動支援のニーズについて実際に確かめた。
授業開始後に教室変更の調整が必要となった講義
もあったため、 結果としてAさんが受講した講義
の約8 割が教室変更となった。
Aさんは自力での移動は困難であるため、 Aさ
んの両親が通学支援、 大学構内での移動介助、 お
よびトイレや食事などの生活介助を行っている。
筋ジストロ フ イ ー の あ る 大学生への修学支援一合理的配慮提供プロセ ス の観点か ら- 9 
大学では、 両親による大学構内での介助や、 講義
のない時間帯での人工呼吸器使用の便宜を図るた
め、 学内に3ヶ 所の休憩室を提供した。
また、 支援室スタッフは、 発達障害学生支援の
ノウハウを活かして、 Aさんとの面談を週に 1回
程度の割合で定期的に行うこととした。 このこ
とで、 Aさんの支援ニーズや体調等の変化を支援
室スタッフが敏感に察知することができた。 Aさ
んは、 移動にかける時間の余裕のなさから他学生
と同様の頻度で掲示板を確認することは難しかっ
たため、 そのために抜けがちであった履修情報の
洩れがないかどうかについても、 定期面談の場で
確認を行った。 支援室スタッフがAさんから聞き
取った、 ないしAさんの様子から感じ取ったAさ
んの体調の変化については、 細かなことでも逐一
保健管理センターに共有され、 結果としてAさん
の健康管理に資することとなった。
3・2. n期:前期および夏季休業中の修学支援
(2012年5月か ら 9月)
5月に入ってAさんへの修学支援の形が明らか
になってきたこともあり、 支援室では、 支援室ス
タッフが担っていた支援の一部について、 学生ピ
アサポーターを活用することを検討し始めた。 A
さんは、 教室の出入りや、 教室内での車椅子のス
ペースを確保するために他者の支援が必要であっ
たが、 教養科目など、 Aさんの事情をよく知らな
い他学部学生が受講したり、 受講生が大人数に
なったりする講義については、 周囲の学生からの
サポートを受けにくい状況にあった。 このような
講義において、 同じ講義を受講している学生とは
別に、 ピアサボーターとして登録している学生が
支援することは効果的であるように思われた。 支
援室スタッフはAさんの同意を得て、 支援室に登
録している学生ピアサポーターに移動支援の呼び
かけを行った。 学生ピアサボーターに対する支援
として、 支援マニュアル作成と配布、 支援日時の
連絡調整、 支援指導を支援室スタッフが行った。
4月上旬に時間に余裕がない 中で時間割作成を
行った経験を踏まえて、 Aさんの後期の時間割作
成の作業は、 教務担当教職員の協力の下、 前期終
了直前に行われることとなった。 その結果、 各講
義の教室割り当て前の段階で、 Aさんが利用可能
な教室の選定作業を行うことが可能となり、 前期
に発生した開講直後の教室変更に伴うAさんを含
む多くの受講生の負担を軽減することができた。
夏季休業に入ってからは、 Aさんの大学構内の
移動をよりスムーズにするための施設改修の検討
が、 全学的に開始された。 教職員、 支援室スタッ
フ、 学生ピアサポーター、 保護者等による「人」
の支援とのバ ランスを考慮しながら、 主に冬季の
積雪時の移動を想定した設備改修を検討すること
となった。 その結果、 当面の間受講の中心となる
教養科目の講義が実施される建物のうち、 Aさん
が頻繁に利用する出入り口の自動ドア化および段
差解消と、 当該建物に降雨・積雪時においてもス
ムーズに出入りできるようスロープ上部の屋根の
取り付け、 の2 つの施設改修が承認された。
さらに、 Aさんの大学生活における負担の軽減
のため、 大学によるトイレ介助の支援が検討され
た。 前期中においても、 緊急時には保健管理セン
ター職員によるトイレ介助が行われていたが、 定
期的なトイレ介助は実施していなかった。 大学生
活を送る上での大学構内での介助の提供は、 地方
自治体によって格差があり、 結果としてAさんは
当該の介助を地方自治体から受けられないでい
る。 狭義の修学以外の生活面での介助を大学が提
供するかどうかは、 合理的配慮の観点に照らして
大学の自主的な判断が求められるが、 大学にとっ
て定期的な介助を提供するための人件費の負担は
軽いものではない。 このような中、 トイレに行く
ことは長時間の受講を可能にするために欠かせな
い行為であるとの認識の下、 後期の期間中におい
て、 長時間の受講が必要な曜日 (週3 日) につい
て、 昼休みの時間に学外ヘルパーによるトイレ介
助を大学の予算で提供することが認められた。 但
し、大学がトイレ介助を提供することの妥当性や、
Aさんの修学支援への効果を検証するための「試
験的な措置」 とすることが、 後期中において定期
的なトイレ介助を実施する条件とされた。
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Aさんの健康管理面では、 前期に行われた体育
の特別講義を通じてAさんの リハビ リテーション
を担当した大学教員および保健管理センターとの
連携により、 修学しながらAさんが専門病院にお
いて リハビ リテーションが継続して受けられる体
制が後期から整った。
当期中に、 Aさんへの修学支援によって業務量
が大幅に増えた支援室の人員体制の見直しが行わ
れ、 その結果、 支援室に関わるスタッフが8名か
ら9名へと増員となった (専任教員l名、専任コー
デイネーター 3名、 兼任教員2名、 事務・技術補
佐員3名) 。
さらに、 障害学生支援の全学的な合意形成を図
るため、 「富山大学における障害学生支援に関す
る基本方針」 が9月に役員会によって承認され、
「支援内容については、 障害の内容や程度に応じ、
個別に必要かつ合理的な配慮を検討し、 障害学生
と十分な協議を経た上で決定する。」 ことが明記
された。7 )その上で、「富山大学における障害学
生支援の手引書 [身体障害学生版lJを作成し、
11月に学生支援 センター運営委員会において審
議の上承認された。
3・ 3.m期:後期中の修学支援 (2012年10月以降)
夏季休業期間 中の準備を経て、 平成24 (20 12) 
年10月より後期が開始されたが、 目立った混乱
もなくAさんへの修学支援が行われている。 当期
においては、 大学が行う支援として、 学生ピアサ
ボーターによる移動支援と、 学外ヘルパーによる
トイレ介助の2 つが有効に機能している。さらに、
積雪時には、 大学教職員の協力により、 Aさんの
移動ルートの速やかな除雪作業が行われている。
前期までは、 Aさんとの定期面談に保護者も同
席していたが、 後期からは、 Aさんの面談と保護
者の面談が別々に行われている。 発達障害学生支
援のノウハウを生かし、 Aさんには、 Aさん自身
による意思決定とその表明を促進するための面談
が行われている。 その一方、 Aさんの保護者とは、
Aさんの支援チームの一員としての立場での関わ
りを持ち、 意見交換と役割調整についての打ち合
わせを行っている。
4 . 学生Aさんへの修学支援活動の考察
これまで肢体不自由のある学生への修学支援経
験がなかったにもかかわらず、 これまで比較的ス
ムーズにAさんへの修学支援活動が行われてきた
理由として、 以下の3 つのポイントを挙げること
ができる。 (1) 入学直前後の集中的な支援、 (2)
何について誰が支援すべきかについての速やかな
合意形成、 (3) 修学状況の変化のモニタ リングに
基づく支援内容・役割の柔軟な変更。
(1) I入学直前後の集中的な支援」 については、
支援室がこれまでに重視してきた「移行支援」 の
考え方をほぼそのままの形で適用した結果として
実現したものであった。 発達障害学生は環境の変
化への適応に困難さがあるために、 支援室スタッ
フは、 学生にとっての細かな修学環境の変化につ
いての繊細な気づきが必要であること、 その変化
の先にある見通しを分かりやすく学生に伝える
こと、 の2 点を心得ていた。 そのことにより、 支
援室スタッフが、「筋ジストロフイ ーのある学生
の修学」 という、 Aさんのみならず大学教職員に
とっても予測のつかない近未来の見通しについて
想像力を発揮し、 関係者が納得できる説明をする
ことができたのではないだろうか。
また、 Aさんの支援に関して短期間 ( 1期) に
支援室の持つエネルギーを集中的に注 ぎこんだこ
とで、 結果的にその後の支援にかけるエネルギー
を節約することができたことは、 支援室の駆動
目標の 1 つである「燃え尽き防止J8 ) の道守が功
を奏したものと考えられる。 Aさんの支援だけで
はなく、 支援室スタッフ全員の活動エネルギーを
考えながら、 適切なタイミングで集中的な支援を
行ったことは、 結果としてその後のAさんへの修
学支援の効率化に寄与し、 他の学生への支援との
両立を図りながら無理なく支援活動を行うことに
つながったと思われる。
(2) I何について誰が支援すべきかについての
速やかな合意形成J を実現するには、 支援室内の
みならず、 関係部署やAさん、 Aさんの保護者と
筋ジストロフ ィ ー の あ る 大学生への修学支援一合理的配慮提供プロセ ス の観点か ら- 1 1  
の信頼関係に基づく人的資源ネットワークづくり
が欠かせなかった。 支援室は、 これまで、行ってき
た発達障害学生支援を通じて、 各学部および教養
教育部門の教務担当教職員との連携を積極的に
図っていたため、 既にAさんの修学支援における
学内協働の土台が構築されていた。 そのため、 支
援室スタッフは、 AさんやAさんの保護者との信
頼関係構築に専念することが可能であった。
(3) I修学状況の変化のモニタ リン グに基づく
支援内容・ 役割の柔軟な変更」 が実現したのは、
発達障害学生支援で、行ってきたナ ラテイ ブ・ アセ
スメント9 ) を 中心に据えて、 その結果を随時支
援活動に フィードバ ックし、 支援目標の改善を
図るというプロセス10)が既に支援室に組み込ま
れていたからではないかと思われる。 また、 必要
に応じて支援の担い手を変化させる取組み (例え
ば、 Aさんの移動支援を支援室スタッフから学生
ピアサボーターに移転させる試み) についても、
支援室が発達障害学生支援を通じてその意義を見
出した支援チームメンバーの構成・ 再構成のマ
ネジメント 8 )の有効性を示唆するものであろう。
この取組みは、 Aさんだけではなく、 支援が必要
となる他障害学生への支援の両立可能性を高める
ことに資することになったと考えられる。
5 . ま と め と今後の課題
上記に示した3 つのポイント、 ( 1) 入学直前後
の集中的な支援、 (2) 何について誰が支援すべき
かについての速やかな合意形成、 (3) 修学状況の
変化に基づくモニタ リングと支援内容・ 役割の柔
軟な変更、 については、 支援室がAさんへの修学
支援に先立ち、 発達障害学生支援を通じて獲得し
た行動指針であったが、 本稿では、 Aさんに代表
される身体に障害のある学生の修学支援について
も当行動指針が適用可能かつ有効に働くことを示
唆している。 このことは、 障害学生支援における
「必要かつ適切な現状の変更や調整」の行為とし
ての合理的配慮提供プロセスの在り方の一例を指
し示すものであろう。 それと同時に、 これらの行
動指針を備えうる支援組織づくりについても合わ
せて議論がなされる必要がある。
一方、 障害学生に対する合理的配慮提供プロセ
スについて、 合理的配慮の要件の 1つである「配
慮を提供する大学等にとって過重な負担」でない
ということを、 大学等自身がどのような基準で判
断するか、 という課題がある。 仮に負担内容が金
銭的なものであったときに、 何に照らして 「過重
な負担Jとするかについての議論は現時点におい
てはほとんどない。 本稿で取り上げたAさんのト
イレ介助については、 障害学生支援を担当する支
援室の年間運営予算に照らして過重な負担でない
ことを 「合理的な配慮J の判断のーっとしたが、
実際には、 大学等の運営予算に照らして、 障害学
生支援にかかる予算全体がどの程度なら 「過重な
負担Jとは言えないか、 との観点での検討が必要
であろう。 加えて、 大学等の障害学生支援の予算
が有限である以上、 修学支援ニーズのある学生同
士の公平性についての懸念が学 内で、生じたとき
に、 支援室としてどのような姿勢でそれに向き合
うか、 についても検討する必要があるであろう。
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htゅ: //www3.u-町田 na. ac. jp/suppo此/∞mmunicati on /
policy /ind ex . html 
8) 吉永崇史・斎藤清二 (20 10 ) :システム構築
と 運営のためのナレッジ・マネジメント .
In (斎藤清二・西村優紀美・吉永崇史) 発達障
害大学生支援への挑戦-ナ ラティブ・アプロー
チとナレッジ・マネジメント， 金剛出版.
9) 西村優紀美 (20 10 ) :ナ ラテイ ブ・アセスメ
ント . In ( 斎藤清二・西村優紀美・ 吉永崇史)
発達障害大学生支援への挑戦ーナ ラテイ ブ・ア
プローチとナレッジ・マネジメント，金剛出版.
10) 吉永崇史・西村優紀美 (20 10 ) :チーム支援
を通じた合理的配慮の探究 . In (斎藤清二・西
村優紀美・吉永崇史) 発達障害大学生支援への
挑戦ーナ ラティブ・アプローチとナレッジ・マ
ネジメント， 金剛出版.
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富山大学 に お け る自殺防止対策シス テムの構築と活動実績
富山大学自殺防止対策室
八島不二彦， 今井優子， 斎藤清二， 宮脇利男， 西川友之， 立浪勝，松井祥子， 瀬尾友徳， 竹津みどり，
酒井渉， 彦坂伸一， 野原美幸， 二上千恵子， 原淳さゆみ
Construction and Activities of Suicide Prevention System in Toyama U niversity 
Fujihiko Yashima， Yuko lmai， Seiji Saito， Toshio Miyawaki， Tomoyuki Nishikawa， 
Masaru Tatinami， Shoko Matsui， Tomonori Seo， Midori Takezawa， Wataru Sakai， 
Shinichi Hikosaka， Miyuki Nohara， Chieko Futagami， Sayumi Harasawa 
キーワード : 自殺防止対策， 学生なんでも相談窓口， 1 次 2 次 3 次予防
1 . 背景と目的
富山大学では平成20年度に4 人， 平成2 1年度
に3 人の自殺が発生し， その対策として平成2 1
年12月に富山大学自殺防止対策室が設置された。
富山大学自殺防止対策室は自殺者ゼロを目標に掲
げ， 約3年間さまざまな活動を行って来た。 その
結果， 自殺防止対策室が本格的に活動を始めた平
成22年度から平成24年 12月現在までの自殺者は
2人に止まっている。 自殺者の減少という結果は
出ているが， 富山大学の自殺防止対策システムは
本当に機能しているのか疑問が残る。
そこで本研究では これまでの富山大学自殺防
止対策室の活動実績を分析し 富山大学における
自殺防止対策システムが有効に機能しているかに
ついて検討する。
自殺予防ではl次2次3次予防という考え方が
一般的に用いられるので 本研究ではl次2次3
次予防の観点から実績を検討することにした。 自
殺の 1次2次3次予防について河西 (2009) は次
のように定義している。
自殺の 1次予防は， 心の健康を維持， 増進させ
るための地域の精神保健活動の推進， 自殺予防の
ための啓発活動を地域や職場・ 学校などのさまざ
まな領域で展 開することである。 2次予防は， 自
殺に傾いている人に早期に気づき， 自殺が起きな
いように積極的に関与 (介入) し， 支援や治療を
行うことである。 2次予防には， 今， 自の前で起
きる可能性のある自殺を何とか食い止めることも
含まれる。 3次予防は， 病気の リハビ リテーショ
ンとは異なり， 不幸にも自殺が生じてしまった後
の対応となる。 この事後の対応には， 遺された人
たち (自死遺族や周 囲の人々) への支援やケア，
事後の自殺の連鎖や群発を防ぐための手立て， そ
して自殺の経緯を詳細に調べて自殺行動の理解と
予防に活用すること (心理的剖検) が含まれる。
(2009， 河西)
2 . 体制の 構築
自殺防止対策室発足時 (平成2 1年 12月) に以
下の活動方針が決定された。
「危険な学生への接触を密に救いを求める叫び
をキャッチJ -教職員の意識改革一
く> I学生なんでも相談員J の配置
五福， 杉谷， 高岡の3 キャンパス
く〉自殺者の背景収集， 解析
学部， 出身地， ク ラブ入部の有無， 性別等
く〉入学時オ リエンテーションで自殺予防につい
て講義
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く〉自殺防止対策FD研修会の開催
-学内講師による各学部FD研修会を行う0
・ 外部講師を招き， 全学的な研修会を行う。
平成22年4月から3 キャンパスの学生なんでも
相談窓口に精神保健福祉士， 心理士， 特別支援学
校教諭， 看護師などの専門職能を有するコーデイ
ネーターを配置 (五福キャンパス : 40 hr /週1名，
30 hr /週l名， 杉谷キャンパス : 18 hr /週l名，
高岡キャンパス : 30 hr /週 1名) し， 業務 内容
を以下の5 つとした。
く〉今まで事務職員が兼務していた 「学生なんで
も相談窓口」 業務をそのまま行い， 手続きの
質問から悩み相談まで幅広く受ける。
く〉面談だけでなく， メールや電話の質問・ 相談
も受ける。
く〉相談に来ている学生の守秘義務を守りなが
ら， 同意を得て教職員や保護者， 他専門機関
との連携をし 包括的サポートを図る。
く〉学生本人からの相談を受けると共に， 保護者
や教職員からの学生に関する相談も受け， 総
合的なサポート役をする。
く〉状況によって， 出前相談や自宅訪問， 学内外
専門機関への同行をする。
学生なんでも相談窓口の連携イメージを図 1 に
示す。
図 1 連携イメージ
また学生なんでも相談窓口の自殺防止対策を以
下の業務とした。
①l次予防 (プ リペンション)
く> I学生なんでも相談窓口」 に来る学生の自殺
リスクを探りながら， 表面上ではない本質的
な課題・ 悩みを聴いて対応する。
く〉相談に来た学生の リスクが高くなる前に， 相
談を聴きながら， 相談内容に応じてうつ病の
危険や予防の知識を提供する。
②2次予防 (インターベンション)
く〉教職員等からのハイ リスク学生の連絡を受け
て，面談や他専門機関へのつな ぎ・ 同行をし，
サポート体制の連携推進をする。
く〉連絡が取れない場合や大学に来ていない場合
は，教職員や保護者と連携を取り，状況によっ
ては自宅へ訪問をし， 安全の確認や面談を行
つ。
③3次予防 (ポストベンション)
く〉自殺既遂者の発見者や周囲の関係者， 家族な
どへの面談 ( グ リーフ・ ケア) を行い， 自殺
の連鎖や健康の悪化防止をする。
く〉自殺既遂直後， 関係する教職員や他専門機関
と打ち合わせし 周囲の学生に対して伝える
内容と範囲を検討・ 実施し 周囲に与える影
響を最小限にする。
3 . 活動実績
① 1次予防 (プ リベンション)
学生や教職員向け研修会による啓発活動と学生
なんでも相談窓口による活動を以下の通り行った。
く〉毎年度新入生オ リエンテーション時に自殺予
防講義を行った。
く〉学内講師による各学部教授会等でのFD研修
会を初年度開催し 次年度からは新任教員向
けFD研修会を開催した。
く〉毎年度学外講師による全学的なFD研修会を
開催した。
く〉学生なんでも相談窓口相談業務
学生なんでも相談窓口の活動が全て自殺防
止対策のl次予防をしている訳ではないが，
相談の増加そのものが個別のl次予防の機会
を広げると考えられる。 学生なんでも相談窓
口の相談件数は， 平成22年度延べ件数1，878
件， 実人数2 15 人， 平成23年度延べ件数3 ，859
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件， 実人数503 人， 平成24年度 (4 � 1 1月)
延べ件数3，339 件， 実人数495 人であった。
月別， 内容別， 支援方法別， 危険度別の件数
を以下に示す。
-月別件数 (図2)
学生なんでも相談窓口で相談を受けた件数
または支援をした件数を， 述べ件数， 実人数
の2種類の数値で表示する。
-内容別延べ件数 (図3 � 5 )  
相談・支援 内容を 10 項目に分けて年度別
に表示する。
図 4 内容別延べ件数
(平成23年度)
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図 3 内容別延べ件数
(平成22年度)
図 5 内容別延べ件数
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-支援方法別延べ件数 (図6 � 8) 
支援方法を， 電話， メール， 来談の相談と
訪問・同行， 連絡・調整等の5 つに分けて年
度別に表示する。
図6 支援方法別延べ件数
(平成22年度)
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図7 支援方法別延べ件数
(平成23年度)
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図8 支援方法別延べ件数
(平成24年4""'" 11月)
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-危険度別件数 (図9 � 11) 
学生なんでも相談窓口では自殺に対する リ
スクを3 つに分けており， 危険度Aは自殺関
連行動があるケース， 危険度Cは手続き関係
の質問・問い合わせ， 危険度BはA， C以外
としている。 自殺関連行動とは自殺企図 (既
遂， 未遂) ， 自殺念慮， 自傷行為を意味する。
図9 危険度別件数
(平成22年度)
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図10 危険度別件数
(平成23年度)
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図11 危険度別件数
(平成24年度4""'" 11月)
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図 1 2 ハイ リ スク(危険度A) 学 生への支援月別件数
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②2次予防 (インターベンション)
学生なんでも相談窓口によるハイ リスク学生へ
の支援を行った。 自殺関連行動がある危険度Aの
学生をハイ リスク学生と考えると， 学生なんでも
相談窓口によるハイ リスク学生への支援件数は，
平成22年度延べ件数290 件， 実人数20 人， 平成
23年度延べ件数662 件， 実人数32 人， 平成24年
度 (4 � 11月) 延べ件数4 61件，実人数30 人であっ
た。 月別件数は図12 に示す。 なお， これらのハ
イ リスク学生の 中からは， 平成24年12月までの
聞に， 自殺既遂に至った例はない。
③3次予防 (ポストベンション)
学生なんでも相談窓口と自殺防止対策室員で平
成21年度末の 1件と平成23年度の2 件に対するポ
ストペンションを行った。 行ったポストペンショ
ン件数は， 平成22年度延べ件数18件， 内グ リー
フ・ケア2 件， 平成23年度延べ件数22 件， 内 グ
リーフ・ケア3 件， 平成24年度 (4 � 11月) 延
べ件数 O件であった。
④既遂者情報の分析
既遂者の情報分析を今後の予防に活用すること
はポストペンションに含まれる (2009， 河西) が，
過去4年間についてまとめて行った情報分析の為，
3次予防とは別項目とした。 平成20年度から23年
度4年間の既遂者9名の情報分析を行った結果， 9 
人中 6人は成績不振かつ欠席過多で， その内4 人
はここ1年間以上単位取得ゼロであった。 そのこ
とから不登校・引きこもり・欠席過多学生への支
援が自殺防止対策に重要であると推察された。
そこで， 自殺防止対策システムが有効に機能し
ているかについての 評価項目として， 自殺の 1次
2次3次予防に加えて不登校・引きこもり・欠席
過多学生への支援内容を追加することにした。
学生なんでも相談窓口の不登校・引きこもり・
欠席過多学生への支援件数は平成22年度延べ件
数7 19 件， 実人数47 人，平成23年度延べ件数1，7 10
件， 実人数83 人， 平成24年度 (4 � 11月) 延べ
件数1，3 16件， 実人数83 人であった。 月別件数は
図13 に示す。
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4. 考察 と結論
1次予防は， 学生向けの新入生オ リエンテー
ションにおける自殺予防講義， 教職員受けの各学
部でのFD研修会と次年度からの新任教員研修
会， 大学全体向けの外部講師を招いての富山大学
特別講演会を行っており 大学全体に渡って啓発
活動の実績があった。 また学生なんでも相談窓口
において， 平成22年度延べ 1.878 件， 実人数2 15
人， 平成23年度延べ3，859 件， 実人数503 人， 平
成24年度 1 1月まで延べ3.339 件， 実人数495 人の
相談実績があり， その相談の中で個別のプ リベン
ションが行われたと考えられる。
2次予防は， 学生なんでも相談窓口において，
平成22年度延べ290 件， 実人数20 人， 平成23年
度延べ662 件， 実人数32人， 平成24年度 1 1月ま
で延べ46 1 件， 実人数30 人のハイ リスク学生への
支援実績があり， 2次予防の対象となったハイ リ
スク学生から自殺既遂に至った例はなかった。
3次予防は， 学生なんでも相談窓口と自殺防止
対策室員において， 平成22年4月から24年 1 1月
までポストベンション延べ40 件， その内 グ リー
フ・ケア延べ5 件の実績があった。
また平成20年度から23年度までの4年間の既
遂者9名の調査・分析により導かれた不登校・引
きこもり・欠席過多学生への支援の重要性に対し
て， 学生なんでも相談窓口では平成22年度延べ
7 19 件， 実人数47 人， 平成23年延べ 1，7 10 件， 実
人数83人， 平成24年 11月まで延べ 1，3 16 件， 実
人数83人の不登校・引きこもり・欠席過多学生
への支援実績があった。
これらのことから， 富山大学の自殺防止対策
システムは 1次から3次までの全ての予防と不登
校・引きこもり・欠席過多学生への支援に実績が
あり， 富山大学の自殺防止対策システムは有効に
機能していると考えられる。
富山大学の自殺防止対策システムの有効性が確
認出来たとはいえ， 自殺防止対策室が本格的に稼
働した平成22年度から平成24年12月現在まで2
人の自殺既遂者を経験した。 これらの自殺既遂者
はいずれも2次予防の介入対象となっておらず，
よりいっそうの対策が求められる。 平成20年度
から23年度までの4年間の既遂者情報の分析の結
果， 9 人 中6 人は成績不振かつ欠席過多で， その
内4人はここ 1年間以上単位取得ゼロであったこ
とが判 明している。 このことから， 今後は富山大
学の自殺防止対策システムをより有効に機能させ
る為， ハイ リスク学生への周囲の気づきの強化が
重要と思われる。
く文献>
河西 千秋 (2009) . 自殺予防学. 新潮社， pp. 134・
135 . 
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「発達障がい大学生への小集団に よ る心理教育的アプロ}チ」
~ナラティブの共有とメ タ ・ナラテイブの 生成~
水野 薫1) 西村 優紀美2)
1 ) 富山大学学生支援センター 2) 富山大学保健管理センター
Psychoeducational approach for small groups of university students with developmental disorders 
: Sharing narratives and creating meta narratives 
1 . は じめに
Kaoru Mizuno 1) 
アクセシピ リテイ・コミュニケーション支援室、
トータルコミュニケーション部門 (以下: 支援室)
では、 社会的コミュニケーションに困難さをもっ
発達障がい学生を対象に、 コミュニケーション支
援を行うとともに、 コミュニケーションに関する
心理教育的サポートを行っている。 その多くは個
別面談による修学支援であるが、 修学上の問題が
減少するにつれ、 自分自身の特性やコミュニケー
ションそのものを話題にすることが多くなり、 コ
ミュニケーションそのものを対象にした面談が進
められていく。「今まで、良かったことが少なかっ
た。 同じことが永遠に続くような気がする」 と絶
望的な気持ちに支配される学生や、「こんな小さ
なことに引っかかって、落ち着かなくなるんです。
また同じことをやってしまったと後悔しますJ と
暗い表情を見せる学生もいる。 これまで対人関係
面での困りごとが多かった学生にとって、「自分
自身のコミュニケーションへの直面化」 は、 大き
な精神的負担を感じるに違いない。しかしながら、
安心できる人間関係の中で、 あえて自分の課題に
向き合いたいと思う学生の決意を、 支援者として
尊重し、 伴走していきたいと思う。 つまり、 直面
化による精神的な混乱や不安を受けとめつつ、 整
理し、 距離感を持って眺める、「物語の再構築J
のプロセスを一緒に行うのである。個別の面談は、
学生と支援者との対話を通して、 学生自身が自己
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の行動を振り返り、 困難や問題が解消する方法を
知り、 成功体験を積み重ねることによって、 結果
的に肯定的な自己像を持つことを可能にする。 失
敗や挫折感を持ちながらも、 うまくできた達成感
が彼ら自身をエンパワーしていくのである。
このような個別支援を続ける中で、 支援室に通
う学生の多くは、「同世代の仲間と会話できるよ
うになりたい」、「人数が多くなると、 どのように
会話に参加すればよいかわからなくなるけど、 少
ない人数なら大丈夫かもしれない」 という前向き
な気持ちを表現するようになる。 一対ーの関係性
を超えて、 複数の対等な関係性に一歩踏み出すの
である。このような学生の願いを実現するために、
支援室では平成22 年6 月より、 小集団によるコ
ミュニケーション活動の場「 ランチ憩 ラボ」 を
開催し、 継続的に運営してきた1)。 年度ごとに新
入生が加わったり、 授業等の関係で参加できなく
なったりと、 多少のメンバーの入れ替わりはある
が、「安心できる環境の 中でコミュニケーション
を楽しむ場」 としての「 ランチ憩 ラボ」 の基本ス
タイルにかわりはない。 22 年度の活動当初から
参加していた学生 2 名は、 卒業後も可能な時間に
は参加することによって、 学生にとっては支援者
だけでなく「先輩」 に接 する機会をもつことにな
り、 構成メンバーに厚みができたように感じる。
ここでは、 継続的におこなっている小集団活動に
おいて、 参加者が基盤としている各々の物語を参
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加者全員で挑め、 関連性を見つけ、 分類しながら、
統合的なメタ・ナ ラティブに語り直していく「メ
タ・ナ ラティブの生成」 プロセスについて報 告す
る。
2 .  rランチ憩ラボJ活動の目的 と意義
発達障がい学生の小集団活動の目的と意義につ
いては、 以下のようにまとめられる1 )。
(1 ) 支援室を利用している学生を対象とするよ
り自然な形でのコミュニケーションを体験す
るための、 小集団活動の場である。
(2) rコミュニケーションが苦手だが、 克服し
ていきたいJr同年齢の仲間とのコミュニケー
ションの場がほしい」と願う学生が、 安心し
て参加できるコミュニケーションの場として
機能する。
(3) 表明した自分の考えや意見を尊重して聞い
てもらうことにより、 自分自身への自信をも
ザつ。
(4) 他者の考えに耳を傾ける体験を通して、 さ
まざまな考えや解釈があることを知り、 考え
方の多様性を受け入れる態度を養う。
同じような悩みや同じような願いを持つ学生同
士が一堂に会し、 緩やかな雰囲気の中で集うこと
によって、 彼らの「人と関わることへの不安」 が
解消し、「自分なりの関わり方に自信を持つ」 こ
とができる機会になって欲しいと考えた。 なお、
少人数ではあっても、 人とのかかわりに不安や緊
張が強い学生には無理に紹介せず、 あくまでも学
生本人の意思を尊重している。 また、 活動に参加
した後には、 個別面談で振り返りを行い、 学生の
不安や疑問を解消していくように配慮している。
3 . ランチ憩ラボ 活動の概要
( 1)実施日
定例会として、 毎週 水曜日 12:00 � 13:30 
の90 分間行う。 (大学が長期休業期間はのぞ
く) 活動内容は、 会食、 ラボトーク、 メタ・
ナ ラティブの作成である。
このほかに、半年に一度のペースで、コミュ
ニケーションワークショップを開催した。 こ
の活動では、 絵カードや楽器など非言語の媒
体を媒介にして、 多様なコミュニケーション
を体験し、 人との関わりのおもしろさを知る
こと治宝目的である。
(2) 参加者
平成24年度の参加者:学生5名、 卒業生
2名、 支援者4名
(3) 場所
アクセシビ リテイ ・コミュニケーション支
援室活動室
(4) ラボトーク 活動の流れ
活動の主な流れを以下の通りである。
①各自準備した昼食を食べながら雑談する。
②ラボトークを開始する (あらかじめテーマ
(話題) をカードに書いて準備しておく) 。
③一人がカードをめくり、 各自そのテーマに
ついて思いついたことを付筆に書く。
④テーマについて順番に話をして、イ寸護を
シートに員占る。
⑤一人の話が終わったら、 他の参加者は質問
や感想、 意見を言う。
⑥同じテーマについて、全員が順に話をする。
他の参加者は感想をシェアしあう。
⑦テーマを変えて、 ③~⑤を数回繰り返す。
⑧最後にシートを見ながら、全員で振り返り、
メタ・ナ ラテイ ブをシェアする。
⑨ (個別) メタ・ナ ラテイ ブの作成
(5) 配慮したこと
支援者は、自分も参加者の一人としてコミュ
ニケーションを楽しみながらも、 小集団活動
が参加学生ひとりひとりにとってより有意義
なものになるように、 以下の点に配慮した。
①学生が主体的に参加するために、 学生の希
望や要望を随時、 ラボトークの内容や方法
に取り入れる。
②会話に苦手意識が強い学生が安心感をもっ
て会話できるように、 個人面談の中で語ら
れるそれぞれの学生の興味をテーマに盛り
込む。
「発達障がい大学生への小集団による心理教育的アプローチ」
~ナ ラティブの共有と メ タ ・ ナ ラテイブの生成~
21 
③参加者全員が「話す機会」が与えられるよ
うにする。
④学生同士の意見交換が成立するように、 支
援者が学生の発話を拾い、 他の学生にも声
をかけていく。
⑤支援者も一人の参加者として語るととも
に、 他者の発言に対して積極的に質問や意
見を言ったり相槌をうったりして、 学生に
とって「話す・聞くモデル」となるように
心がける。
⑥テーマを工夫し、 学生が自分自身の特性や
傾向に関心を向けるよう配慮する。
(6) 各回のテーマ
ラボを始めた当初は、 参加学生が興味をも
ちそうな話題や話しやすい話題を選んだが、
徐々に学生の意見を積極的に取り入れていく
ようにした。 また、 自ら話題を考える体験も
してほしいと考え、 カードをヲ!いた人がその
場で話題を決めることができる「本日の当た
り目」カードも用意した。 内容は自由で、 具
体的には、「夢の話」 や「 子どもの頃どんな
遊びをしたか」、「自分自身の好きなところ」、
「嫌な人と顔を合わせたらどうするかJなど
ユニークな話題が提案された。 さらに、「私」
を語ることは、 自分の特性に気づき、 理解を
深めるよい機会であると考え、 自分を振り
返ったり見つめたりするようなテーマも取り
入れていくようにした。
図 1
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4 . ランチ憩ラボの実際
(1) ラボトーク
(逐語録は参加者の了解を得てICレコーダーで
録音している。 ここで紹介する会話はその一部
分である。)
①テーマ :大学での予習復習はどうしています
か?
~前略~
B :ぼくは、 重要な語句や公式を書いて暗記
します。
支2 :それは復習ですか?
B :復習も予習もそうです。
支 1 : Bさんは書いて覚えるタイプなんです
ね。 あ~、 私もなんだかわかるような気が
します。
C :そういう方法は自分は苦手です。
支 1 : Cさんは苦手なんですね?読んで覚え
るタイプの人もいますね。
支2 :目で見て、読んで覚える人もいますね。
B :うらやましいです。 見ただけでは、 なか
なか覚えられない。
支2 :なるほど、 つまり、 覚え方にはいろん
なタイプがあるんですね。
C :ぼくは構造を理解したら、 結構早く覚え
られるんですが。
一同 :あ~なるほどね~。
C :ちょっと書きたしてもいいですか? (自
分の付婆に書きくわえる)
D :僕の学部の場合は補習があるんです。 そ
こで勉強します。 先輩でわかりやすく教え
てくれる人がいる。 あとは、 問題集をひた
すら解く。 ただ数をこなすんじゃなくて、
考えながらやったりする。
一同 :なるほどね�!
D :復習は課題がでるたびにやっていて、 途
中これなんだ、ったっけと思って、 そこから
前に前にさかのぼるわけですよ。 ノートと
かも見ながら。 それで、 予習に関してはこ
ういうやり方に合わないので、 苦手です。
一同 :ふ~ん。 そうだよね・ . . 0 
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C :さっきも言ったように、 構造を理解する
ことに力を入れています。
支2 :自分の覚え方の癖をちゃんとわかって
いて素晴らしいですね。
一同 :うんうん。
支 1 :やっぱりそれぞれのやり方があるので
すね。 書いて覚えるのと、 構造を分析して
理解するのと、 問題をどんどん解いていく
というのと。
支2 :この内容は、
思います。
支 1 :そうですね!
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Bは理系学部2年、 Cは理系学部3年、 Dは
理系学部2年の学生である。 BとDは未診断で、
Cは広汎性発達障害の診断がある学生である。
3名とも自閉症スペクト ラム障害の特性が顕著
に見られ、 特に Bと Dは自分のペースで話した
いタイプである。 中でも Dは、 自分が話したい
話題だと話が止まらなくなり、 逆に興味がない
話題だと会話に加わわろうとしないので、 入学
直後に加入したいくつかのサークルで辞めさせ
られた経験がある。 ランチ憩 ラボでは、 昼食を
食べながら雑談する時には、 自分が興味のある
ことを好んで話す傾向はあるが、 回数を重ねる
うちに、 話すのをやめて作業に集中したり、 他
の参加者の話を静かに開いたりするようになっ
た。 たとえば、 ラボトークの場面では、 話しす
ぎるという様子は全くなく、 他の参加者の意見
に領いたり、「ぼくもそう」と相槌をうったり
していた。 ラボトークには、 テーマがあるこ
と、 そして、 まずは自分の考えを付実に書き次
に参加者が順に話すというルールが明確である
こと、 必ず自分も話せると分かつていることか
ら、Dが安心して参加しているのだと思われた。
また、 Dが支援者や他の学生の様子を見て、 他
者の態度をモデルとして自分の中に取り込んで
いることの現れだと思われる。
②テーマ :自分を自分でほめたい時
A :  (カードを引く) 自分で自分を褒めたい
ときは、 どんな時ですか?
B : はあ一。
E :イ可カ宝あるかな?
支 1 :シンキングタイム。 自分で自分を褒め
たい時。
A :難しい質問ですね。
支 1 :つい最近のことを書こう。
支2 :つい、 最近ありますか?
支 1 :あったんですよ。
A :どうしょうかな?え~、 そんな事あった
かな?
B :うーんO 褒めたい時か・ .
~中略~
B :何してるの、 それ? (Eに向かつて)
E:あ、 折り紙
B :あ~、 折り紙。
E : (何を折っているか) 今にわかるよ。
支 1 :今に分かるって。
B :お~、 そうか~、 楽しみにしとるよ。 (一
同笑い)
~中略~
支 1 :はい。 じゃあ、 自分で自分を褒めたい
時はどんな時ですか?まず、 じゃあ、 カー
ドをヲ|いた
Aさんから。
A :はい。 えっと、 自分で自分を褒めたい時
は、 つい自分にとって難しいと思ったり、
嫌だとd思ったことをやり遂げた時。
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支 1 : い い ですね。
B : お お 。
支 1 : 一緒か も !
B : あ 一 、 納得で き ま すね。
A : 私、 結構、 嫌 な こ と は や ら な い っ て性格
な ん で -
B : な る ほ ど。
A : 結構 そ れ で ご ま か し て き て る 。 ( 笑 い )
結構、 人生そ れで ご ま か し て き た と こ ろ が
あ っ て 、 で も 、 そ れで も 、 ど う し て も 難 し
い こ と や、 嫌な こ と を や ら な い と い け な い
か ら 、 も う 、 そ れ は 避 け て 通 れ な い こ と も
あ り ま すか ら 、 そ れ を 乗 り 越 え た ら 、 も う 、
褒 め て あ げた い と 思 い ま す ね。
B : 素晴 ら し い ですね。
(一 同 日 々 に、 同 意 し た り 賞賛 し た り す る )
支 1 : 次、 私です。 こ れ は 、 A さ ん の と 同 じ
です。 私 は 、 儀式が嫌い、 苦手です。 雰閤
気が嫌 な の です。 今週の 月 曜 日 に 、 あ る 学
校の入学式 に 出席 し て 、 60 分耐 え ま し た 。
B : そ う い え ば… あ の。 僕 は 、 教員 免許 を 取 っ
て ま す け ど、 僕、 な んか、 入学式 と か、 そ
う い う 大事な 式で居眠 り す る ん です よ 。
支 1 : あ ー 。 私 も す ぐ寝 る ん です よ ね。
B : あ 一 、 は い は い 。
支 1 : な ん で あ ん な 寒 い と こ ろ で 眠 れ る か
な ? と 思 う け ど。 き っ と 、 意識 を シ ャ ッ ト
ダ ウ ン す る ん だ と 思 う 、 自 分で。
B : あ 一 、 な る ほ ど。
支 1 : で、 起立 っ て い う 時 に 、 あ ら っ 、 な ん
か ど こ で、立 っ て い い や ら み た い な風 に な っ
ち ゃ う (笑い)
A : 私、 「全員 」 と か 「卒業生」 と か 「在校生」
と か 間 違 え て立っ た こ と は何度あ る 。
支 1 : 私 も 3 年前、 そ れや り ま し て 。 ( 笑 い )
A : 小学校の 時、 よ く や ら か し た か ら 。
E : あ 一 、 式 は 嫌い で し た ね、 私 も 小学生の
頃 と か私 は よ く 脱走 し て 捕 ま っ て た 。 ( 笑
し 瓦 )
支 1 : 脱走 し た い よ 。
F 
A : あ 一 、 わ か る 、 わ か る 。 わ か り ま す、 そ れ。
支 1 : 式、 嫌い な 人 ? (全員 手 を 挙げる )
支2 : 好 き な 人 い る ん ですかね ?
E : な ん か、 花束 も ら う の が好 き な 人 と かい
ま す よ ね。
B : ま あ 、 僕 は あ の、 小 中 高 と 儀式 に 出 て い
ま し た け ど、 た だ た だ、 ウ ト ウ ト し で し た
ら 終わ っ て い ま し た。
~後略~
図 3 ラボトーク②
私はroo式」が苦手です。
雰囲気が嫌なのです。 今週
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こ れ ま で失敗体験や予想外に 叱 ら れた体験が
多 か っ た学生た ち は 、 お そ ら く 人か ら 褒め ら れ
た体験 も 少 な い の だ と 想像す る 。 ま た、 自 分へ
の 評価が厳 し い 学生 も 多 く 、 「 こ れ ぐ ら い の こ
と で 自 分 を ほ め て も い い の か ? J と い う 迷い も
あ る よ う だ。 こ の テ ー マ は過去の ネ ガテ イ ブ な
体験に埋 も れて い る か も し れ な い 「頑張 っ て い
る 自 分」 を 思 い 出 し 、 肯定的 な 自 分 と し て の イ
メ ー ジ に敷 き 直す心の作業が必要で あ る 。 揺れ
る 気持ち を 見事 に 言 い 表 し 、 み ん な の前で言語
化 し た の がA だ っ た 。 「嫌 な こ と は や ら な い タ
イ プ」 と 自 己 開 示 し た う え で、 「 そ れで も や ら
な く て は い け な い 時があ り 、 そ れ を や れ た 時 は
自 分 を ほ め る 」 と い う 表現 は 、 隠 し て お き た い
よ う な 弱 い 部分 を 正直 に 伝 え な が ら 、 ち ょ っ と
頑張 っ た 自 分 を 程 よ い満足感 を 持 っ て 表現 し て
い る 。 在学 中 の A は 、 非常 に優秀 な 成 績 を と り 、
淡 々 と す る べ き こ と を こ な し て い る よ う に 見受
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け ら れた。 し か し 、 こ の よ う な 内面の揺れがあ
り 、 そ れ を こ の よ う な 言葉で言い表す こ と がで
き る こ と に 、 支援者 と し て驚 き を 感 じ た 瞬 間 で
あ っ た 。 身 の 丈 に あ っ た 表現、 つ ま り 、 大 げ さ
で は な く 、 正 直 な 自 己 開示 に 対 し て、 「素晴 ら
し い J 、 「や ら な く て は い け な い っ て頑張る と こ
ろ がす ごい」 な ど と 参加者か ら 賞賛 さ れ認め ら
れ た こ と は、 A 子 自 身、 安心す る と と も に 、 肯
定的 な 自 己感覚 を 持 っ た で あ ろ う と 想像す る 。
ま た 、 「儀式」 の 話題 で は、 B が 「 自 分が教
員 免許 を 取得中 な の に も かか わ ら ず 自 分は寝て
し ま う 、 そ ん な こ と で い い の か悩 ん で い る 。 」
と い う 気持 ち を 垣 間 見 る こ と がで き た 。 B は マ
イ ペ ー ス で瓢々 と し た 印 象があ り 、 一見不安や
悩みがな い よ う に 見 え て し ま う の だが、 や は り
f皮 な り に悩 ん で い る こ と 治宝 よ く わ か っ た 。 B の
発言が き っ か けで、 他の参加学生 も 自 分の過去
を 話す こ と に な っ た 。 過去の 自 分は恥ずか し い
と 感 じ て い る 学生が多 く 、 個 人面談で過去 を 振
り 返 っ て 自 分 を 見つ め 直す作業 は 、 学生 に と っ
て か な り 負 荷がか か る の で 難 し い 場合 も あ る
が、 こ の 時の ト ー ク は、 ラ ン チ憩 ラ ボが学生 に
と っ て誰か ら も 脅 か さ れ る こ と がな く 安心で き
る 場で あ る と い う こ と 、 お 互い を エ ン パ ワ ー す
る 集 団力動が、 相互に 良い影響 を 与 え た と 推察
で き る 。
③テ ー マ : 自 分を 物語の主人公に た と え る と ?
B も D も 、 か な り 悩み な が ら 時 間 を か け て 書
き 出 し た。 非常に驚い た の は、 そ れぞれの学生
が 自 分 自 身 に抱い て い る イ メ ー ジが、 支援者の
彼 ら に 対す る 印 象 と 一 致 し て い た こ と で あ っ
た 。 B の 「 人 を 信 じ や す く 、 楽観性があ り … 」
と い う 表現、 ま た 、 D の 「 い ざ と い う と き に も
の す ごい 怒 り を 感 じ た り 、 力 を 発揮 し た り … 」
と い う 表現 は 、 彼 ら を 支援 し て い る 中 で垣 間 見
る こ と がで き る 彼 ら の性質であ り 、 彼 ら の 長所
で あ る と 同 時 に 、 場合 に よ っ て は短所 に も な っ
て い る 部分で あ る 。 自 分 自 身 を 客観的 に 眺め る
こ と 、 自 己内省す る こ と が苦手 と い わ れて い る
発達障がい の あ る 人 た ち も 、 ア プ ロ ー チ の仕方
を 工夫す る こ と で、 こ の よ う な 自 己分析がで き
る の で あ る 。
図 4 ラボトーク③
(2) メ タ ・ ナ ラ テ イ ブの作成
「 ラ ン チ 憩 ラ ボ」 の 活動 を 継続す る 中 で、 私
た ち は、 発達障がい の あ る 人 た ち は、 必ず し も
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が苦手だ と は言い切 れ な い
と い う 思 い を 強 く し て い っ た 。 ま た 、 他者への
関心がな い と か、 自 分の や り 方 に 回執 し が ち と
も い わ れてい る が、 は た し て そ れ ら は彼 ら の 固
定化 さ れた特性 (障がい) な の だ ろ う か と も 考
え た 2 ) 。 自 分の物語 を 表明 し 、 他者の物 語 に 耳
を 傾 け る こ と がで き た と き に 、 参加 者全員 で、
「私 た ち の物語」 を 創 造で き る の で は な い か と
考 え 、 メ タ ・ ナ ラ テ ィ ブ の 作成 に 取 り 組 ん だ。
メ タ ・ ナ ラ テ ィ ブ と は、 多様な ナ ラ テ イ ブか ら
唯一 の 答 え を 出す と い う の で は な く 、 こ の場 に
共通 し て い る 意 見 や 考 え 方 を 見 出 し て ス ト ー
リ ー 化 し 、 一次元高い 一貫性の あ る ナ ラ テ イ ブ
を 作 る こ と を い う 。
卒業生の A は、 本活動 の ス タ ー ト 当 初か ら 継
続 し て参加 し て き た 。 現在 も 就職活動 中 で あ る
が、 学生の 頃 に 比べ る と 、 自 分の 考 え を ま と め
て話 し た り 、 他の参加者の 考 え に コ メ ン ト を 述
べ た り す る こ と がで き る よ う に な っ た 。 A は 、
「 み ん な の 意見 を 聞 い て も 動揺 し な く な っ た ん
です。 ゆ っ く り 考 え れ ば頭 に 浮か ん で き ま す。
ち ょ っ と 自 信がな く て も 、 一応、 言 っ て み よ う
「発達障がい大学生への小集団による心理教育的アブローチ」
~ナ ラテ イ ブの共有 と メ タ ・ ナ ラテ イ ブの生成~
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か な と 思 っ て い ま す。 」 と 言 う 。 言語的 表現 の
た どた ど し さ は あ る が、 自 分の 考 え を 表明 し て
み た い と い う A 子 の 精神 的 な 成熟 を 感 じ る こ と
がで き た。 こ の よ う な A に 対 し て、 「 ラ ン チ 憩
ラ ボJ の終了後 に 、 「 ラ ボ ト ー ク で作成 し た シ ー
ト を 見 な が ら 、 全体を 一つ の ス ト ー リ ー に し て
み ま せんか ? J と 誘 っ た。 全員 で の メ タ ・ ナ ラ
テ ィ ブの作成 で は な く 、 一 人 でみ ん な の 意見 を
統合す る こ と が、 A の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や思
考のパ タ ー ン に どの よ う な 影響 を 与 え る か探っ
てみ た い と 考 え た 。
以 下 は 、 ラ ボ ト ー ク で各 自 が書 い た 意見 と
A が作成 し た メ タ ・ ナ ラ テ ィ ブで あ る 。
①テ ー マ : 映画や演劇 を 観て い る 時 に ず、 っ と 話
し て い る 人がい た ら ど う し ま すか ?
図 5
く メ タ ・ ナ ラ テ イ ブ >
「映画や演劇 を 観て い る と き に 、 ず、 っ と 話 し
て い る 人がい た ら ど う し ま すか ? J と い う テ ー
マ に 関 し て は、 注意す る 派 と 何 も し な い派 に 分
か れ ま し た 。 注意す る 人 は 、 咳払い を し た り 相
手 を ち ら つ と 見 た り 、 お 庖 の 人 に 言 っ て み て だ
め だ っ た ら 直接注意 を し た り し て い ま す。 何 も
し な い 人 は 、 気 に な っ て は い る け れ ど、 映画や
演劇 に 集 中 す る こ と に し て い る よ う です。 迷惑
だ と 思 っ て い る 人の ほ う が多 い よ う ですが、 注
意す る 人 も し な い 人 も 、 そ れぞれのや り 方で映
画や演劇 を 楽 し も う と 努力 し て い る よ う です。
②テ ー マ : おすすめ の ツ ア ー 企画
図6
世界の動物を
現地で見ょうツアー
山間総こ おEE 1
Jごとコて、 鉄道旅行 I a のツアーを
は非日 情的な世界を ! I ひとつ企画して〈ださい。
く メ タ ・ ナ ラ テ イ ブ >
「 あ な た は、 旅行会社 に 勤 め て い ま す。 お す
す め の ツ ア ー を ひ と つ 企画 し て く だ さ い。 」 と
い う 話題 に つ い て、 世界 ツ ア ー 、 国 内 ツ ア ー と 、
大 き く 分けて二つ の 意見があ り ま し た 。 世界 ツ
ア ー は、 特定の 国 で は な く 、 世界一周 ツ ア ー や
六大陸キ ャ ン プの よ う に 、 多 く の 国 を 訪れ る こ
と を 目 的 と し た 意見があ り ま し た 。 囲 内 ツ ア ー
は 、 自 然 を 満喫す る 目 的で、 移動 に は 公共交通
機 関 を 使 う と い う 意見があ り ま し た 。
③テ ー マ : み ん な に伝 え て お き た い豆知識
図7
ココアをつくる時、 ココアを入
れた後、 少し〈スプーン1杯く
ら� 1)の牛乳を入れてココア
を練るようにして混ぜて、 牛
乳を入れると、 お湯� 1らずで
アイスココアが作れます。
く メ タ ・ ナ ラ テ ィ ブ >
「 み ん な に 伝 え て お き た い 豆知 識」 と い う 話
題 に つ い て、 ① 日 常生活です ぐ に 使 え る も の 、
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②思 わ ず 「へ え �J と 言い た く な る も の、 ③経
験か ら 得 た も の と 、 大 き く 分け て 三 つ の 意見が
あ り ま し た 。 ①に つ い て は、 聞 い て い る 人 た ち
か ら 「す ぐ に や っ て み た い」 と い う 意見があ り
ま し た 。 ②は、 普段 は気 に し て い な い が、 話 を
聞 く と 「 な る ほ ど」 と 思 う 意見で し た 。 ③ は 、 知 っ
て お く と 安心す る 先輩 た ち の意見で し た。
(3) 個 人面談への活用
F は理系学部の 2 年生で、 非言語性 L D の診
断があ る 。 入学直後 は 、 聞 き 取 り 能力 や記憶の
問題な どか ら 、 困 っ た状況 に 陥 る こ と が多 か っ
た が、 大学生活の雰囲気や流れ に慣れて く る と
修学上大 き な 問題 は 見 ら れ な く な っ て き た 。 2
年 生 に な り 、 「就職 に 向 け て、 人見知 り で 口 下
手 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ス キ ル を な ん と か し
た い 」 と 語 っ た 。 音声の メ ッ セ ー ジ は記憶 に 残
り に く い タ イ プ な の で、 手重 々 の ワ ー ク シ ー ト の
活用 を 試み た が、 「意見が浮か ばな い J 1思 い だ
せ な い」 と 言 っ て、 自 分の 思 い や 意見 を 書 く こ
と がで き な か っ た 。 答 え 方の モ デル があ る と よ
い の か と 思 い 、 ラ ボ、への 参加 を 促 し て み た が、
学部の友人 と 昼食 を と る こ と に し て い る の で参
加 し に く い と の こ と だ、 っ た 。
そ こ で、 ラ ボでf下 っ た シ ー ト (参加者の 意見
が書かれた吹 き 出 し が貼 ら れた も の) を 見て も
ら い 、 同 じ テ ー マ に つ い て 尋 ね て み た と こ ろ 、
シ ー ト の 内容 を 参考 に し て 自 分の 考 え を 言葉 に
表す こ と がで き た。
自 分の思いや考 え を 表現す る こ と に は抵抗が
あ る と 言 い な が ら も 、 他学生 の 意 見 を 読 む こ
と を 楽 し み に し て お り 、 「 ぼ く は こ れ に 近 い か
な J 1 あ ~ 自 分 も そ う で す ね 」 な ど と 言 い な が
ら 、 眺め て い る 。 直接的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
の場 に は 同席 し て い な い が、 そ れぞれの 考 え が
書かれた シ ー ト を 介 し て、 場 を 共有す る こ と が
で き る と い う こ と を 教 え て も ら っ た よ う な気が
す る 。
4 . 考察 と ま と め
ラ ン チ 憩 ラ ボ は 、 「 同 年齢の 話す仲 間 が欲 し い」
と い う 学生の願い を 実現す る た め に始め た小集団
グ ル ー プ活動だ、 っ た 。 こ の活動か ら 得 ら れた知見
は 、 我 々 が想像 し て い た 以 上 に 、 今後の 支援の在
り 方への示唆 を 与 え て く れた と 同 時 に 、 発達障が
い 者 に と っ て の 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 困 難 さ 」
と は、 何 を 指 し示 し て い る の か と い う 疑問 も 浮か
び上が っ て き た 。
学生 は 支援者や他の 参加学生の振る 舞 い や言葉
に と て も 敏感であ っ た 。 た と え ば、 あ る 女子学生
が化粧 し て き た 時、 一緒 に 参加 し て い た 別 の女子
学生が、 ラ ボ後 の 個 人面談で 100 さ ん、 お 化粧
が締麗だ、 っ た」 と い う 感想 を 言 う 。 ま た 、 支援者
同 士が雑談 の 中 で失敗 し た話 を し た 際 に は、 食事
を 取 っ て い た あ る 学生が 「 そ ん な に 落 ち 込 ま な い
で く だ さ い よ 」 と 言 い 、 「 そ ん な こ と 誰 に で も あ
り ま す よ J と 慰め て く れ る こ と があ っ た。 そ れぞ
れの学生 に は個 人差があ り 、 他者へ の 関心度が低
い学生 も い る が、 回 数 を 重 ね る 中 で、 ラ ボ ト ー ク
の 場 を 共有す る 仲 間 と し て 、 互い に 影響 し合 っ て
成長 し て い っ た よ う に 思 う 。
支援者 は 、 学生 に対 し て 100 し な さ い」 と か「 こ
う 言 っ た ほ う がい し \ J と い う よ う な教示 は い っ さ
い 行 っ て い な い 。 つ ま り 、 ス キ ル ト レ ー ニ ン グ と
し て の ア プ ロ ー チ は し て い な い に も かか わ ら ず、
学生 た ち は 自 分の 意見 を 語 り 、 互い の 意見 を 聞 き
合い、 良い と こ ろ は積極的 に取 り 込 も う と い う 態
度 を 示 し て い た。
支援者 は、 発達 障 が い の あ る 人へ の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 支援 と は、 「良質で豊か な コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の場 を提供す る こ と 」 に あ り 、 そ の よ う な
良質な 関係性の 中 で、 彼 ら は 良い モ デル を 取 り 込
み 、 自 分 自 身 に染み込 ま せて い く も の で あ る と 確
信 し て い る 。
ラ ボ ト ー ク で は 、 参加者の 考 え や意見が一人ず
つ 表明 さ れ、 発言 に 関心 を 持 っ て 聞 く 人 と の 関係
の 中 で価値の あ る 発言 と し て尊重 さ れて い く 。 こ
の よ う な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 中 で、 参加者 は 自
分に は な か っ た視点 を 他の参加者の発言か ら 知 る
こ と がで き る 。 あ る い は 、 自 分の 考 え に 似て い る
考 え を 聞 く チ ャ ン ス も 得て 、 テ ー マ を 媒介 と し た
「発達障がい大学生への小集 団 に よ る 心理教育 的 ア プロ ー チ」
~ナ ラテ ィ ブの共有 と メ タ ・ ナ ラテ ィ ブの生成~
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つ な が り を 持つ よ う に な る 。 た と え ば、 そ れぞれ
の 考 え が書かれて い る シ ー ト を み ん な で眺 め て い
る う ち に 、 「似 た よ う な 考 え が多 か っ た で す ね 。 」
と い う 学生 や 、 「他の 人 の 話 を 聞 く と 思 い だ し た
こ と があ り ま し た。 」 と 語る 学生 も い る 。 「状況 に
よ っ て は 、 00 さ ん と 同 じ こ と を す る と き も あ り
ま す。 」 と 、 自 分の 考 え に こ だ わ る こ と な く 、 他
者の 意 見 に 同 調 す る 学生 も い る 。 こ れ ら すべ て
のや り 取 り が、 参加者 に と っ て 意 味 を 持 ち 、 「 そ
う い う 考 え も あ る ん で す ね 。 」 と い う 新 し い価値
観 を 共有す る 体験 に な っ て い く 。 支援者 は 、 「今、
皆 さ ん で話 し た こ と を ま と め て み る と 、 どの よ う
な こ と が言 え る で し ょ う 。 J と 学生 に 問 い か け、
学生 は そ れぞれに 自 分の考 え に 近 い も の を 集 め た
り 、 複数の 考 え の 上位概念 を 探 し 出 し た り す る 。
そ れ ぞ れ の 考 え は 一 つ に ま と ま る も の で は な い
が、 「私 た ち の 物語」 と し て の 形 を 創 り 上 げて い
く こ と がで き た と 考 え る 。
筆者 ら は 個 別 支援の 中 で、 学生の 考 え と 支援者
の考 え を お 互い に尊重 し な が ら 、 新 し い物語 を 一
緒に紡 ぐ体験 を 重ね て き た が、 こ の小集団活動 に
お い て も 、 同様の こ と がで き る の で は な い か と い
う 思 い を 持 ち 、 活動 に取 り 組ん だ。 一 人 ひ と り の
物語 を お互 い に 尊重 し な が ら 聴 く こ と で、 すべて
の物語 を 統合 し た新 し い物語が創造 さ れ る の で は
な い か と い う 仮説であ る 。 メ タ ・ ナ ラ テ ィ ブの作
成 は、 「 一 緒 に 新 し い物語 を 作 る 」 と い う 活動 を
可視化 し 、 可視化 さ れ た 文章 は 、 ま さ に 「私 た ち
の物語」 で あ る こ と を 直接的 に 示 し て く れる 。 個
別 に作成 し て い た A は 、 「ふ ー ん、 な る ほ ど ・ . . 
み ん な 違 う 考 え の よ う な 印 象 を 持 っ て い た け ど、
ま と め て み る と 誰 も が同 じ よ う に工夫 し て い る ん
ですね。 自 分だ け で考 え て い る と お か し い ん じ ゃ
な い か つ て 思 っ た け ど、 意外に 良か っ た り す る ん
です ね 。 」 と 独 り 言の よ う に つ ぶや い て い た 。
ひ と り ひ と り の学生が、 自 ら の体験 を 「私の物
語」 と し て再構築 し 、 仲 間 と 互い の物語 を 受 け と
め、 そ し て メ タ ・ ナ ラ テ イ ブ を 生成 す る と い う 作
業 を 積み重 ね て い く 中 で、 自 分 と い う 存在 は、 「私
た ち の 物語」 の 登場人物 と し て 主体 的 に 生 き る
「私」 な の だ と い う 自 信 を も ち 、 社 会参入 し て い
く こ と を 期待 し た い。
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公開講座
「東 日 本大震災緊急レポ ートか ら ー今、 必要 な発達支援 を 考 え る J
西村優紀美 (富山大学保健管理センター)
Public lecture 
"On an urgent report on the Great East Japan Earthquake 
: Think about current required support for people with developmental disorders" 
Yukimi Nishimura 
: Center for Health Care and Human Sciences University of Toyama 
平成 24 年 度富 山 大学 公 開 講座 で は 、 東 日 本大
震災で被災 さ れた方 々 、 そ し て 、 震災直後か ら 緊
急支援 に 当 た っ た 方 々 を 講 師 と し て招 き 、 「東 日
本大震災緊急 レ ポ ー ト か ら - 今、 必要な発達支援
を 考 え る 」 を テ ー マ に 開催 し た 。 こ こ で は 、 二 人
の方の講話 を 紹介す る 。 一 人 は石巻市雄勝町在住
の徳水利枝氏で、 も う 一人 は石巻市 の 中学校で教
員 と し て勤務 し て い た佐藤かつ ら 氏で あ る 。 共 に 、
ご家族 を 津波の被害で亡 く さ れて い る 。
筆者 は一昨年の冬に、 宮城県 こ こ ね っ と 発達支
援セ ン タ 一 理事長 で あ る 佐藤秀明氏か ら 、 「砺波
のチ ュ ー リ ッ プ を 大川 小学校跡地 に 咲かせ た い 」
とい う 依頼 を 受 け た。 佐藤氏 は 、 「発達 障害児 ・
者支援 に 大切 な の は、 彼 ら の視点で彼 ら が何 を ど
の よ う に 見 て 、 何 を 感 じ て い る の か を 知 る こ と で
あ り 、 彼 ら が主 人公の物語 を 読み進め る よ う に 彼
ら の 人生 を 描 い て い こ う と す る 態 度 で あ る 。 」 と
言 う 。 支援すべ き こ と は彼 ら が教 え て く れ る の で
あ っ て 、 決 し て 支援者側 の都合で決め ら れ る も の
で は な い の だ。 こ の よ う な 支援者の態 度 は 、 発達
障害児 ・ 者支援 だ け で は な く 、 震災で生活基盤 を
失い家族 を 失 い、 大 き な 喪失体験の 中 に い る 子 ど
も た ち に 寄 り 添 う 態度 に も つ な が る と 佐藤氏 は 言
つ 。
被災地 に 届 け た チ ュ ー リ ッ プ の 球根 は 500 個。
こ ん な 寒い 時期 に 植 え て 育 つ の だ ろ う か と 不安
だ っ た。 津波の犠牲 に 遭 っ た我が子 を 偲 びつ つ 、
凍え る 手で一つ ひ と つ の球根 を 土の 中 に植 え て い
た で あ ろ う 保護者の気持 ち を 思 う と 、 無事に 育 っ
て く れ る こ と を 祈 ら ず に は い ら れな か っ た 。
震 災か ら l 年が過 ぎ た 昨年 の 5 月 、 そ の 写真 は
筆者 の 元 に 届 い た。 石巻市立大川小学校 の 70 名
の こ ど も た ち が津波の 犠牲 に な っ た 三 角 地帯 (新
北上大橋 の た も と ) に砺波の チ ュ ー リ ッ プ は 花 を
咲かせ た 。 ま る で身 を 寄せ合 う 親子 の よ う な 二つ
の チ ュ ー リ ッ プ ( 図 1 ) 。 公 開 講座 で は 、 通訳者
に な り た い と い う 夢 を 持 っ て い た佐藤みず ほ さ ん
( 当 時 大 川 小 学 校 6
年生) の 母親であ る
佐藤かつ ら 氏か ら 貴
重 な 話 を 伺 っ た 。 「 山
に 逃 げ よ う ! と 訴 え
て い た子 ど も がい ま
し た 。 地震発生か ら
51 分 間 の 真 実 を 知
り 、 二 度 と こ の よ う
な 悲劇 が起 き な い こ
と が、 多 く の犠牲者
の 命 を 輝かせ る こ と
に な る の で す。 」 我
ι 図 1 : 被災 地 に 咲い たが子の 命 を 輝 かせた チ ュ ー リ ッ プ
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い と 願 う 母親の気持 ち は、 今で も みず ほ さ ん に 寄
り 添 っ て い る 。
そ し て 、 昨年 8 月 、 再 び石巻市立大川小学校 を
訪 問 し 、 ご子息 を 亡 く さ れた と い う 男性 に 案 内 し
て い た だい た。 「体育館の 後 ろ に あ る な だ ら か な
裏 山 に 逃 げれ ば、 み ん な 助 か っ た の です。 J そ う
説明 を 受 け な が ら 案内 さ れた 裏 山 は、 運動場か ら
わ ずか 5 分。 6 年生 な ら 走れ ば 2 分 と かか ら ず に
駆 け 上 が る こ と がで き る だ ろ う 。 低学年 で も 10
分以内 で た ど り 着 く 距離だ。 普段か ら 椎茸栽培 に
f吏 っ て い た場所で、 人が通 る 山 道がつ い て い た 。
「 こ こ ま で上れば津波 は 来 な か っ た。 」 と 説明 さ
れた場所 の杉 の 木に は、 津波の 高 さ を 示す印が付
け ら れて い た 。 地元の 人が確認 し た 高 さ だ と い う 。
運動場か ら は 、 あ っ と い う 聞 に た ど り 着 け る 場所
で あ る 。
男性の 自 家用車 に は、 野球少年 だ、 っ た ご子息の
写真が乗 っ て い る 。 は じ け る 笑顔が悲 し み を い っ
そ う 深 く す る 。 一瞬た り と も 頭か ら 離れ る こ と の
な い我が子。 そ の 命 を 輝かせた い と 願 う ご家族。
地震発生後 の 51 分 間 の 真 実 を 知 り た い ・ ・ ・ 証
言 し て く れた児童が語 っ た 言葉 を そ の ま ま 調査資
料に盛 り 込んで欲 し い ・ ・ ・ 今後、 同 じ よ う な悲
劇 が二 度 と 起 き な い よ う に 、 今 回 の 大 川 小学校
の 事実 を 検証 し 、 緊急 マ ニ ュ ア ル を 作 っ て 欲 し
い ・ ・ ・ 当 た り 前の要望が、 ま だ一歩 も 進 ん で は
いな い 。 案内 し て く
れ た 男 性 は 、 「 津 波
や地震の専 門家 を 第
三 者 委 員 会 の メ ン
バ ー に し て、 未曾有
の 津波 だ っ た と い う
結論 を 出 し た と し て
も 、 我 々 が問題に し
て い る と こ ろ は そ こ
で は な い の です。 未
曾有の災害が起 き た
と き に 、 学校 と し て 図 2 : 大川小学校跡地に建つ
と る べ き 緊急マ ニ ュ 「子まもり j 像
ア ル を 徹底 さ せ る た め に 、 今回 の大川 小学校の 悲
劇 か ら 学ぶ こ と がた く さ ん あ る はずです。 そ の 一
歩 が地震発生後の 51 分の真実 を 検証す る こ と な
ん です。 今 は苦 し い け ど、 丁寧 に 向 き 合 っ て い く
し か な い と 思 っ て い ま す。 我が子 に恥ずか し く な
い よ う に 、 真実 を 追究 し て い く 姿勢 を と り 続け た
い ・ . J と 言 う 。 昨年春、 砺波市の チ ュ ー リ ッ プ
が咲い た 三 角 地帯。 子 ど も た ち は裏 山 と 逆方 向 に
あ る 、 こ の 三 角 地 帯 に 誘導 さ れ、 津波 に の ま れて
し ま っ た 。 夏 に は 三 角 地帯 に ひ ま わ り が咲い て い
た 。 空 を 見上げ、 凄 と 立つ ひ ま わ り の 花 だ、 っ た 。
そ の 後、 昨年 10 月 初旬 、 筆 者 は 石巻市雄勝町
を 訪れた。 公開講座 で講話 を お 願 い し た徳水利枝
氏 に 、 雄勝町 を 案内 し て い た だい た の で あ る 。 徳
水氏 は 、 次の よ う に 語 る 。
「震災か ら 1 � 2 カ 月 は、 水 も な い 、 寝 る 所 も
な く 自 分た ち が ど う や っ て生 き る か だ け を 考 え て
過 ご し ま し た。 そ の 間 に 、 被災 し た 雄勝 に 残 っ て
漁業 を 復活 さ せ よ う と す る 人や 、 伝統工芸 で あ る
硯 の 生産 を も う 一度や ろ う と す る 人 た ち がい る こ
と を 知 っ て 、 私 た ち は わ り と 早い う ち か ら 、 雄勝
の 復興 に かか わ ろ う と 気持 ち を 前 に 向 け ま し た 。
私がつ ら か っ た の は そ の後です。 気持 ち が前 に 向
く と い う こ と は、 一 瞬で も 後 ろ を 振 り 向か な い と
い う こ と です。 前 を 向 く こ と と 、 後 ろ を 振 り 向か
な い で過 ご し ま う と い う こ つ の気持 ち が 自 分の 中
に あ っ て、 す ご く 苦 し か っ た の です。 」
雄勝町 は 本 当 に すべ て 建物 が な く な っ て い た。
そ ん な風景の 中 で、 我 々 は復興への希望 に 出 会 っ
た 。 そ れ は 「雄勝硯」 で あ る 。 硯職人の遠藤弘行
氏 は 、 震災後 ま も な く 仕事 を 再 開 し た 。 すべて を
流 さ れて し ま っ た 雄勝 町 に 「 エ ン ド ー すず り 館」
の 旗 を 立て 、 仕事 を 再 開 し た の だ。 遠藤氏 は父親
の代か ら の硯職人で あ る 。 雄勝石 を 手で磨 き 、 絵
を 彫 り 、 すべて手作業で仕上 げて い く 。 手 の ひ ら
サ イ ズの硯か ら 大 き な 昇 り 龍 を 施 し た立派な装飾
硯、 赤 ち ゃ ん の足形 を 硯 に し た オ リ ジ ナ ル作品 も
あ る 。 あ る 著名 な 書道家が雄勝硯 の 質 の 良 さ に気
づ き 、 特別 に注文 し た と い う 話 を 聞 く こ と がで き
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た。徳水氏 は かつ て実家 の 在 っ た 場所 に 花 を 植 え 、
iOGATSU 花 物 語」 と い う プ ロ ジ ェ ク ト を 続 け
てい る 。 今後、 ガー デ ン ハ ウ ス を 建て る 予定があ
る と い う 。 前 を 向 く と い う こ と は、 過去か ら 続 く
現在 ( い ま ) を 大切 に 繋 い で い く と い う こ と 。 厳
しい現実 を い き る 方 々 か ら 大切 な メ ッ セ ー ジ を 受
け と る こ と がで き た こ と に 感謝 し た い。
Neimeyer ( 1998) は、 喪失体験 を し た 人 が特
定の心理状態 を段階的 に経験 し て い く と い う 理論
を裏付 け る 証拠 は な く 、 最終的 に 回復状態 に達す
る の で は な く 、 大切 な 人 を 喪失 し た こ と や故人の
い な い世界の 意 味 を 再構成 し て い く こ と が悲嘆過
程であ る と い う 。 意味の再構成 と は 、 故人 と の心
理的鮮 を 作 り 直 し 、 そ の 思 い 出 を 語 り 、 一貫性の
あ る 人生の物語 を 書 き 直す と い う こ と で あ る 。 悲
嘆の達成 と は 、 故人への 強 い 思 い が な く な る と い
う こ と で は な く 、 故人への象徴的鮮が持続す る こ
と に よ り 、 大切 な 人がい な く な っ た世界 を 生 き て
い く 上 で、 そ の 鮮が重要 な も の に な る 可能性があ
る と 認識す る よ う に な る こ と と し て い る 。
我 々 に で き る こ と は非常 に 少 な し こ の事実 に
ど う 向 き 合 え ば良 い の か分か ら ず途方 に暮 れ る ば
か り で あ る 。 し か し、 被災 さ れた 方 々 の 話 に 耳 を
傾 け る こ と は で き る 。 思 い 出 を 語 り 、 意味の再構
成 と い う 心の作業 に、 寄 り 添 う こ と な ら で き る か
も し れ な い 。 想像 を超 え る 真実 に圧倒 さ れな が ら
も 、 だ だ聴 く し かで き な い、 そ の無力感 を 感 じ つ
つ、 こ こ に講演記録 を 記す。
「震災 に よ る 喪失体験 と 地域支援J
徳水 利枝 (塾講師)
Experience of 1088 in the Great Ea8t Japan 
Earthquake and 10ca1 8upport 
Rie Tokumizu (Cram 8choo1 1ecturer) 
昨 年 10 月 、 西村先生 を 含 め て、 か な り の 人 数
の 方 が石巻市雄勝 町 に 来 て く だ さ り 、 そ の後 で、
西村先生か ら こ ち ら で話 を し て み な い か と い う お
誘い を 受 け ま し た。 実 は 、 私 の 息子が富 山大学 に
通 っ て お り ま す。 息子 自 身 の こ と も 、 震災後、 大
学 関係 者 の 方 か ら 大変心配 し て い た だ き ま し た 。
私 た ち も 息子 を 通 じ て 多 く の 方か ら 支援 を い た だ
き ま し た の で、 ぜひ こ ち ら に 来 て皆 さ ん に 一言お
礼 を 申 し 上 げた い と い う 気持 ち で、 今 回 の こ と を
お 引 き 受 け し ま し た 。 話 は 大変っ た な い と 思い ま
すが、 そ の 辺 は ど う ぞ ご勘弁 く だ さ い。 ま た 、 10
月 に 大学 を 通 じ て チ ュ ー リ ッ プの球根 を 頂 き ま し
た 。 私 た ち の被災地 で そ れが と て も き れい に 咲い
た の で、 そ の こ と も ぜ ひ ご報告 し た い と 思 い ま す。
3 月 1 1 日 の こ と
雄 勝 町 は 、 津 波 で 多 く の 児 童 が亡 く な っ た 大
川 小学校か ら 三角 地帯 と い う 所 を U 字型 に 山 を
登 っ て 、 山 を 下 り た 所 に あ り ま す。 地形的 に も 、
山 を 一つ越 し て大川 と 雄勝があ り ま すが、 私 は そ
の雄勝町で 50 年 の う ち の約 40 年 間 を 過 ご し ま し
た 。 自 分が子 ど も の と き と 、 自 分が子育 て を す る
聞 は あ の 町で過 ご し た こ と に な り ま す。
震 災 当 日 は 、 私 は 大 川 小学校か ら さ ら に 7km
ほ ど北上川 の 上の方で、 運転 中 に 地震 に遭い ま し
た 。 雄勝 に 母 を 残 し て い ま す し 、 主人が雄勝小学
校 に 勤 め て い る ので、 津波の こ と な ど全 く 考 え ま
せ ん で し た。 ま た 、 雄勝小学校 は と て も 古い学校
な の で、 こ の 揺れで は 学校は壊れた だ ろ う と い う
心配だ け で雄勝町 に 戻 ろ う と 思 い 、 ま さ か津波が
来 る と も 思 わ ず に 、 大川小学校の 子 ど も た ち が 目
指 し た と い わ れ る 三 角 地 帯 を 車 で通 り 過 ぎ ま し
た 。 ですか ら 、 私 は 、 後か ら い ろ い ろ な 防災関係
の 方 た ち が言 う と こ ろ の 一番悪い被災者です。 自
分が津波で ど う に か な る と も 思 わず、 自 分の 身 は
安全だ ろ う と 思 っ て何の心配 も せずに と に か く 車
を 運転 し て し ま っ た と い う 、 ち ょ っ と 苦い 経験 を
し て い ま す。
山 の上 ま で、行 っ た と こ ろ で、 ト ン ネ ル を く ぐ る
と 雄勝 に 行 け る の ですが、 あ の 日 は そ の ト ン ネ ル
を く ぐ ら な か っ た の です。 な ぜ 自 分 は ト ン ネ ル の
前 で止 ま っ た の か、 l 年 く ら い た っ て か ら 自 分の
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行動 を 振 り 返 る こ と があ り ま し た が、 そ の 日 の こ
と を よ く 覚 え て い な い の です。 そ の と き に は 、 津
波が来 る な ど と は き っ と 考 え な か っ た の で し よ
う 。 し ば ら く し て、 ト ン ネ ル を 過 ぎて雄勝の 方 に
行 く と 、 ど う も み ん な が逃 げて き て い る の です。
こ れは車で行 け な い な と d思 っ て歩い て下 り て い く
と 、 坂 を 下 り た所 は と に か く すべて の も の が倒 れ
て い ま し た。 ト ラ ッ ク も ひ っ く り 返 っ て い て 、 ず、 っ
と ク ラ ク シ ョ ン を 鳴 ら し て い ま し た。 ま る で SF
映画 を 見 る よ う な 感 じ で そ れ を 見 な が ら 、 何 と な
く 頭 の 中 で は 「母 は 大丈夫か な J I学校 は 倒 れ た
か な J I む し ろ 主人 の 方が駄 目 だ、 っ た か な 」 と 思
い つ つ 、 そ の 日 は一晩 ト ン ネ ル の そ ばで過 ご し ま
し た。
翌 日 、 私が過 ご し た 山 の も う 少 し 上 の 方で主人
た ち と 会 う こ と がで き ま し た が、 大丈夫 だ と d思 っ
た 母 の 方が行方不明で し た。 ご近所の 方か ら 「 自
分が振 り 返 っ た と き に は、 も う 波で見 え な く な っ
て い た」 と い う 一言 を 聞 い て、 や は り 駄 目 だ、 っ た
と 判 断 し ま し た。 そ の 後 は 、 と に か く 主人の体調
が悪か っ た こ と と 、 娘が高校で避難 し て い た の で、
町 を 出 て 自 分た ち が生 き る 方 向 を 選 び ま し た。 そ
れが震災 1 � 3 日 目 ぐ ら い です。
夢中で過ご した 1 '" 2 カ月
そ れか ら 1 � 2 カ 月 は、 水 も な い、 寝 る 所 も な
い と い う 、 と に か く な い な い づ く し だ っ た の で、
本 当 に 自 分た ち が ど う や っ て 生 き る か だ け を 考 え
て過 ご し ま し た 。 携帯電話 も 4 � 5 日 は全 く 通 じ
な か っ た の ですが、 そ の う ち ゃ っ と 通 じ る よ う に
な る と 、 た く さ ん の 人が心配 し て連絡 し て き て く
だ さ い ま し た 。 ガ ソ リ ン の な い所 ま で支援物 資 を
運 ん で い た だ い た り し て 自 分た ち の 身が何 と か な
る よ う に な っ て か ら は 、 今度 は 出 て し ま っ た雄勝
に 自 分 た ち が何か支援 し な け れ ば な ら な い と 思
い 、 と に か く 夢 中 で 1 カ 月 、 2 カ 月 を 過 ご し ま し た 。
そ の 聞 に 、 被災 し た雄勝 に 残 っ て 漁業 を 復活 さ せ
よ う と す る 人や、 伝統工芸 で あ る 硯 の 生産 を も う
一度や ろ う と す る 人 た ち がい る こ と を 知 っ て、 私
た ち は割 と 早い う ち か ら 、 雄勝の復興 に かか わ ろ
う と 気持 ち を 前 に 向 け ま し た 。
私がつ ら か っ た の は そ の後です。 気持 ち が前 に
向 く と い う こ と は、 一瞬で も 後 ろ を 振 り 向 か な い
と い う こ と です。 前 を 向 く こ と と 後 ろ を 振 り 向 か
な い で過 ご し ま う と い う こ つ の気持 ち が 自 分の 中
に あ っ て、 何かす ご く 苦 し か っ た の です。 6 カ 月
ほ ど過 ぎて か ら が と て も つ ら く て 、 今 も 言葉が詰
ま っ て し ま い ま すが、 こ れが車の運転中 な どに 来
て し ま う も の ですか ら 、 こ れは駄 目 だ と 思 い 、 ど
う し ょ う か と 随分悩み ま し た 。
悩 む 中 で、 自 分は何がつ ら い の か を も う 一 回 見
つ め よ う と 思 っ た の です。 実 は 、 佐藤先生が仙 台
で行 わ れて い た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル ・ コ ー
デ ィ ネ ー タ ー と い う 講座 を 私 も 4 � 5 年前か ら 受
け て い て、 い ろ い ろ な キ ー ワ ー ド を 学習 し て い ま
し た。 そ こ で確か 「切 り 口」 と い う 言葉があ っ た
こ と を 思 い 出 し、 自 分 を い っ た ん置 い て、 なぜ苦
し い の か、 何がつ ら い の か を 見つ め て み よ う と 6
カ 月 ぐ ら い た っ た と き に 思 い 、 自 分 と 向 き 合 っ て
み た の です。
い っ た ん冷静 に な っ て 自 分の つ ら さ を 見 ょ う と
し た と き に気付 い た こ と は、 何 回 も 町 に 足 を 運ん
で、 そ れ を 見て前向 き に な る こ と と 、 前 に あ っ た
も の を どん どん捨て て い く よ う な 感覚 に な る こ と
が き つ い と い う こ と です。
も う 一つ は、 当 時 は津波の様子がテ レ ビで流れ
ま し た し、 被災 し た 経験 も 流 れ ま し た し 、 「 こ う
や っ て助 け た 」 と い っ た 美談 も 流れ ま し た が、 そ
れ と 自 分が実際 に 見 た も の と の ギ ャ ッ プが結構あ
る の です。 ま た 、 美談 を 聞 く た びに 自 分の 中 に わ
き 上がっ て く る のが、 私 は なぜあ の と き 母 を 助 け
な か っ た の だ ろ う 、 あ の 時 間 帯 で あ れば坂 を 下 り
て 母 を 車 に乗せて逃 げ ら れた の で は な い か と い う
思 い です。 そ れか ら も う l 点 は 、 多 く の有名 人が
被災地 に 本 当 に た く さ ん 来 ま し た。 「 元気 を 与 え
に 来 ま し たJ と や っ て 来 て 、 観客の 方 を 見 る と 今
度 は 「被災者の 人 た ち は 笑顔 に な り ま し た」 と 言
わ れ ま す。 で も 、 自 分は そ う は な ら な い し 、 そ れ
で今元気 に な り た い と も 思 わ な い の です。
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「東 日 本大震災緊急 レ ポートか らー今、 必要な発達支援 を 考 え る 」
「紳J や 「元気J r前向 き 」 と い っ た 言葉 に 当 て
は ま ら な い 自 分がい て 、 そ れが苦 し さ の原 因 で は
な い か と 自 分な り に 分析 し て 、 流せ る も の は 流 し
て い か な い と や っ て い け な い と 思 い 、 そ こ は そ の
よ う に 対応 し ま し た。 し か し 、 そ れで、あ っ て も 言
葉で 「被災者の方々 は」 と い う ふ う に 言 わ れ る と 、
そ れが非常 に つ ら い の です。 言葉で う ま く 言い 表
せな い の ですが、 自 分 は 「被災者 の 方 々 」 に は 入 っ
て い る の に 、 「被災者 の 方 々 は こ う だ、 っ た J に は
入 ら な い。 こ れ を ど う し ょ う か と い う 思 い を ず っ
と 抱 え な が ら 過 ご し ま し た。
そ ん な 中 で、思 っ た の が、 佐藤 さ ん の 講座 で勉 強
し て い た 「切 り 口 」 と い う も の を 自 分の 一つ の武
器に し よ う と い う こ と です。 こ の 人 た ち か ら 見 た
ら 被災地 は こ う で、 被災者 は こ う だ け れ ど、 自 分
は 別 の 方か ら 見 え て い る の だ、 い ろ い ろ な 見 え 方
があ っ て よ し と し よ う 。 そ し て 、 と に か く 一番先
に感 じ た 被災 し た雄勝 と つ な が っ て い こ う 。 こ の
二つ は 自 分の 中 で決め て や っ て い こ う と 思 い ま し
た。
更地に花を植えよう
そ こ で始め た の が、 更 地 に な っ た雄勝の土地 を
花で飾 ろ う と い う こ と です。 7 月 ごろ は、 何 も 手
を 付 け て い な い の で、 がれ き に ぼ う ぼ う と 雑草が
生 え て い る 状態で し た 。 残 っ た ヒ マ ワ リ は 、 多分、
被災前 に種が こ ぼれて咲い た も の です。 写真の 後
ろ の 方 に あ る の は 、 ぼ ろ ぼろ に な っ た 市営 ア パ ー
ト で、 今で も 残 っ て い ま すが、 そ の前 も がれ き と
草 だ け に な っ て い ま し た。 自 分は硯 と い う 伝統工
芸の職人で は な い の で そ れ を 作 る こ と も で き な い
し 、 海の仕事 も で き な い 、 で は 、 何で雄勝 と つ な
がる か と 考 え た と き 、 自 分は 土地でつ な が っ て い
こ う と 考 え ま し た。
そ の こ ろ か ら 、 ボ ラ ン テ イ ア 以外の 人 も 被災地
に 来 る よ う に な り ま し た 。 ボ ラ ン テ イ ア 以外で来
る 人 た ち は 、 被災状況が見 た い の です。 ぼろ ぼ ろ
の ア パ ー ト や、 大 き な津波 に よ っ て パ ス が屋上 に
乗 っ た公民館があ り ま すが、 そ う い う 被災 し た状
況の写真 を どん どん撮っ て い て 、 そ れが非常 に 頭
に く る の です。 被災地 に お金 を 落 と す こ と も 支援
だか ら と い っ て、 皆 さ んが来 る こ と を 歓迎 し て い
る と こ ろ も あ り ま す。 も ち ろ んそ れ も 一理あ り ま
すが、 や は り ひ どい状況 だ け を 見 て い く こ と に は
内心頭 に き ま し た 。 し か し 、 支援 し て も ら っ て い
る の で、 そ の 思 い は 出 せ ま せん。 そ の葛藤か ら 出
て き た ス ト レ ス を 、 先 ほ どの佐藤先生の 言葉 を 借
り て言 う な ら マ ネ ジ メ ン ト す る た め に 、 がれ き だ
け で は な い所 を 造 ろ う と d思 っ て 花 を 植 え 始め ま し
た 。
自 分一人で、鍬 を 持 っ て 、 「イ可 を や っ て い る の だ」
と 言わ れ な が ら や っ て い た と こ ろ に 、 た ま た ま 千
葉大 の 園 芸学科 の 方 々 が ボ ラ ン テ イ ア に 来 ま し
た 。 花 を 植 え る 場所 を 探 し て い る と い う こ と で、
ど う ぞ こ こ を と 言 う と 、 自 分一人でや っ て い た と
こ ろ に初 め て千葉大の 方 々 が手 を 貸 し て く だ さ い
ま し た 。 「千葉大が来 て こ う い う ふ う に し た の だ
け ど」 と 富 山 大 に 通 っ て い る 息子 に 話 し た と こ
ろ 、 先生方の紹介で 富 山 か ら チ ュ ー リ ッ プの球根
が 500 個送 ら れて き ま し た。 そ の 球根 を 、 私 と 娘、
そ し て雄勝に ボ ラ ン テ ィ ア に 入 っ て い た 方 々 で植
え よ う と し た の ですが、 500 個 な ど と て も 植 え ら
れ ま せんO そ こ で千葉大 に お願 い し た と こ ろ 、 園
芸学科の 方 た ち が も う 一度来て く れて、 畝 を 作 り 、
チ ュ ー リ ッ プ の 球根 を 500 個 植 え て く れ ま し た 。
ち ょ う どそ こ は母が住 ん でい て 、 私が学習塾 を 聞
い て い た所で し た。 そ こ が更地 に な っ た の で、 道
路沿い に 球根 を植 え た の です。
図 3 : OGATU 花物語
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年が明 け て か ら 、 そ こ に 残 っ て い た 家 の 基礎 を
すべて撤去 し ま し た 。 そ れ ま で は広 い土地 に は手
を 付 け ら れ な か っ た の ですが、 家 の基礎 を 全部取
る と 本当 の更地 に な り 、 こ れが ま す ま す悲 し く 感
じ ら れ ま し た。 や は り 更地 を 更地 の ま ま に し て お
く の は 嫌だか ら 、 そ こ に も 花 を 植 え た い と 思 い 、
土地がぼこ ぼ こ し て い た の で耕転機 を 買 お う か と
主人 と 二人で考 え ま し た。 し か し 、 耕転機 を 買 う
に は何十万 円 と かか る し 、 耕転機 を 買 っ て も あ の
土地 に 花 は咲かな い だ ろ う な ど と い ろ い ろ 考 え て
い た と き 、 た ま た ま 河北新報 と い う 東北地方の新
聞 に 、 石 巻 で花 を 植 え る 活動 を し て い る と い う
ち ょ っ と し た広告が載 り ま し た。 そ の辺が後先考
え な い と こ ろ な の ですが、 こ れ は い い か も し れ な
い と 思 っ て、 「雄勝 に 自 分の 土地 が こ れ く ら い あ
り ま すが、 ど う で し ょ う かJ と 電話 を し て み ま し
た 。
す る と 係の 人が見 に 来 て く れ た の ですが、 そ の
人 は 「南三 陸や気仙沼 な ど、 い ろ い ろ 回 っ て い る
け れ ど、 こ こ は ひ どい 。 確 か に 南三 陸 も 気仙沼 も
こ こ と 同 じ く ら い大変 な 状況ですが、 少 し 高 台 に
行 く と 人の声がす る し 、 仮設があ っ て 人の気配が
す る 。 で も 、 雄勝 は 人 っ 子一人い な い 」 と 言 わ れ
た の です。 雄勝町 は湾が入 り 組ん で い て 山 も あ る
の で、 仮設住宅がほ と ん ど建て ら れ ま せん。 山 を
ず、 っ と 越 え て、 大川 も さ ら に 過 ぎ た 所 に 大 き な 仮
設住宅 を 建 て て、 4300 人 の 住 民 の う ち 3300 人 く
ら い がそ ち ら に 移 り ま し た 。 従 っ て 、 1000 人 し
か残 っ て い な い の です。 平 日 は本当 に 人が一人 も
い ま せん。
雄勝 を 見 に 来 ら れ た 係 の 人 は 、 「 こ こ は や ら な
け れ ば い け な い。 こ れ だ け 人 が い な く て 寂 し い
所 を こ の ま ま に し て お け な い 」 と お っ し ゃ っ て 、
iOGATSU 花物語」 と い う プ ロ ジ ェ ク ト を 立 ち
上 げて く だ さ い ま し た。 実行委員 長 は 私で す が、
委員 一 人 の 実行委員 会 です。
そ れで も 支援 し て く だ さ る 方が出 て き て 、 そ の
土地 に ト ラ ッ ク 20 台分 ほ どの 土 を 入 れ て 、 堆肥
も 6 台分 く ら い 目 い っ ぱい入れて く だ さ っ て、 そ
こ に花壇 を 造 る 作業が始 ま り ま し た 。
ト ラ ッ ク で士 を 入れた のが 2012 年 2 月 で し た 。
土 が雪 で埋 も れ て い る 状態 だ っ た の で、 オ ン ザ
ロ ー ド と い う 石巻市 に被災後か ら ず、 っ と 入 っ て い
る ボ ラ ン テ イ ア 団体が、 と に か く 土 を ま い て平 ら
に し な い と 花 を 植 え ら れ な い と い っ て 、 雪 の 降 る
中 、 雪か き を し て く れ ま し た。
OGATSU 花物語で感 じた こ と
い よ い よ iOGATSU 花 物 語」 と い う こ と で、
3 月 4 日 に 花 を 植 え 、 花 の 種 を ま く こ と に な り ま
し た。
図 4 : OGATU 花物語
私 は ボ ラ ン テ イ ア の手 を 借 り て 自 分だ け で す る
つ も り で し た が、 プ ロ ジ、 エ ク ト の代表の方が 「そ
れでは駄 目 だ。 被災 し た 人 も 動か な い と こ う い う
こ と は続か な い」 と 、 私 の 考 え と は 別 に、 絶対 に
被災者た ち に も 呼び掛 け た 方がい い と 言 っ て チ ラ
シ を 作 っ て く れ た の です。 私 は あぜん と し な が ら
「雄勝 は 人がい な い の で、 人 は 来 ま せ ん 」 と 言 い
ま し た が、 「 い い か ら や っ て み ろ 」 と 言 わ れ ま し
た 。 自 分は 必死 に な っ て や ろ う と 思 っ た わ け で は
あ り ま せん で し た が、 外側 の 人が、 こ う い う 運動
は こ う し た方がい い と い う 案 を 出 し て支援 し て く
だ さ っ た の で、 そ れ に 乗 っ て動 く こ と に し ま し た 。
私 は チ ラ シ を と に か く 仮設の 1 軒 1 軒 に入 れ、 そ
し て 、 新 聞 に も 出 し て も ら い ま し た 。 す る と 、 3
月 4 日 の 実施 日 に は 100 人 も 集 ま っ た の です。
そ の写真が 3 月 4 日 の様子です。 参加者 は も と
も と 雄 勝 に 住 ん で い た 年 配 の お ば さ ん た ち で す
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図 5 : 苗を植え る地元の人々
が、 こ の方 た ち が と て も 楽 し そ う に や っ て く れ ま
し た 。 そ の と き は支援 を と て も た く さ ん受 け ま し
た し、 物 も も ら い ま し た。 し か し 、 支援 を 受 け て
い る だ け で は な か な か力 に な り ま せん。 支援 を 受
け て 、 自 分か ら 何か を す る と き に初 め て 、 と て も
楽 し く な る の です。 当 日 は プ ロ の 方が、 こ こ は こ
の よ う な エ リ ア で、 こ の よ う な 花 を 植 え る と 先 に
指示 を 出 し ま し た が、 お ばち ゃ ん た ち は話 を 聞 い
てい ま せん。 「 お ら ん ち 、 こ れや っ か ら 」 と 言 っ て、
こ こ は赤 に し な さ い 、 こ こ は青 に し な さ い と 仕切
る の です。 そ れが非常 に 楽 し そ う で し た 。 そ れ を
見て、 自 分が町 を つ く る 側 に 回 る と 楽 し い と い う
こ と を あ ら た め て 感 じ ま し た。 お ばち ゃ ん た ち に
と っ て は、 つ く る と い う よ り も 私がや る こ と の 手
伝い で あ っ て、 そ れが う れ し い の で し ょ う 。 誰か
を手伝 う と い う 、 こ こ 1 年 間 や っ て い な か っ た こ
と を で き る こ と が と て も う れ し そ う で し た 。
私 が 開 い て い た 学 習 塾 の 卒業 生 で、 高校生 に
な っ た子 ど も た ち も 駆 け つ け て く れて、 震災後初
めて会い ま し た が、 ごち ゃ ご ち ゃ し た 中 、 楽 し そ
う に や っ て く れ ま し た。 そ れ は本当 に 私が予想 し
て い た 以上の活動で、 本 当 に 楽 し い こ と を す る こ
と がで き ま し た 。
付 け足 し です が、 そ の 日 、 炊 き 出 し を 100 食、
有名 な カ ツ サ ン ド を 用 意 す る と 言 わ れた の です。
100 人 も 来 な い か ら や め て く れ と 言 い ま し た が、
「 い や い や 、 い い か ら い い か ら 」 と 言 わ れて や っ
て み る と 、 そ の 100 食の カ ツ サ ン ド も 何 と か さ ば
け ま し た。 そ れ を み ん な で食べて、 楽 し く 活動す
る こ と カまで き ま し た 。
4 月 に は、 10 月 に 富 山 大学 の 紹 介 で 購 入 し た
チ ュ ー リ ッ プ を 、 千葉大学の学生 ボ ラ ン テ イ ア が
植 え 、 こ こ 雄勝で花 を 咲かせ ま し た。 本 当 に き れ
い な チ ュ ー リ ッ プで し た 。 周 り は がれ き し か な い
の で、 雄勝で仕事 を な さ っ て い る 方がそ れ を 山 か
ら 見 な が ら 、 チ ュ ー リ ッ プがつ ぼみか ら だん だ ん
咲 い て く る の を 楽 し み に し て く だ さ っ て い ま し
た 。 「 だ ん だん咲い て き た ねJ rがれ き だ け だ と 味
気 な い か ら ねJ r ち ょ っ と 色 っ け (彩 り ) が あ る
と い い よ ね」 と 言 っ て、 こ れ を 見 な が ら 通 っ て い
ま し た 。 本当 に こ の チ ュ ー リ ッ プ は あ り がた か っ
た です。
図 6 : 砺波のチ ュ ー リ ッ プ
そ の 後、 チ ュ ー リ ッ プが終わ っ て か ら も 、 3 月
4 日 に ま い た種がだ ん だ ん 芽 を 出 し て き ま し た。
5 月 の 連休 に は、 今度 は ピ ー ス ボー ト と い う ボ ラ
ン テ イ ア が来 て 、 除草作業 と 肥料 ま き を し て く れ
ま し た 。 そ し て 6 月 、 つ い 最近ですが、 千葉大の
園 芸学科が も う 一度 来 て 、 残 っ て い る 所 に 種 を ま
い た り 、 苗 を 植 え た り し て く れ ま し た 。 そ し て 、
かつ て はがれ き で い っ ぱい だ、 っ た所、 そ し て 、 昨
年 7 月 に は がれ き の 中 に ヒ マ ワ リ がち ょ っ と 咲い
て い る く ら い だ、 っ た 所が、 今 は 区切 っ た 花壇がで
き て、 ポ ピ ー が満開 に な っ て い ま す。
OGATSU 花物語が果たす役割
OGATSU 花物語は こ れか ら も 続 い て い き ま す
が、 自 分で、や っ て み て思 っ た こ と があ り ま す。 一
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つ は 、 私 は震災後 3 日 目 に雄勝の 町 を 出 て し ま い 、
母の こ と も 探 さ ず じ ま い だ、 っ た の で、 町 を 見捨 て
て し ま っ た と い う 感がず っ と 自 分の 中 に あ り ま し
た 。 し か し 、 雄勝に行 く た びに 、 誰 も い な い所 に
も 土地があ り 、 空があ り 、 山 があ る の を 見て 、 自
分 と 、 そ れか ら い っ た ん 町 を 出 た 人 と がつ な が っ
て い る こ と を 確かめ る 場所 に し た い と 思 い始め ま
し た 。 町 と つ な がる と い う こ と は、 外 に 出 て い っ
た ん切 れて し ま っ た 人 と つ な がる こ と で あ り 、 亡
く な っ た方 と も つ な がる こ と で は な い か と 思い ま
す。 助 け き れな か っ た母や親戚、 そ れか ら 、 ず、 っ
と あ の 町 を 支 え て き た 人 た ち と つ な が る こ と で は
な い か と 分析 し ま し た 。
も う 一つ、 私 た ち は 当 た り 前 に な っ て い ま すが、
被災 し た地域 に は本当 に何 も な い の です。 テ レ ビ
や 写真 で は 大体一方 向 か ら だ け写 し て い ま すが、
見渡す 限 り 、 360 度何 も あ り ま せ ん。 具体的 に 言
う と 、 普通、 お墓参 り に 来 た 後 は 、 み ん な 親戚の
家 の 仏壇で も う 一度手 を 合わせて、 世 間話 を し て
と い う 流れ に な り ま すが、 雄勝 に は お墓以外に 立
ち 寄 る 所が ど こ に も な い の です。 ですか ら 、 こ の
場所が、 雄勝 に 来 た 人がち ょ っ と 昔 を 思 い 出 す場
所、 そ れか ら 出 会 っ た 人 と 立 ち 止 ま っ て話せ る 場
所 に な っ て い れば と 思 い ま す。
今、 支援がだん だん下火 に な っ て い ま す。 以前
は ボ ラ ン テ イ ア さ ん た ち がた く さ ん い ま し た が、
ボ ラ ン テ イ ア の 数が少 な く な っ て き て い る と い う
話 を 聞 き ま す。 ピ ー ス ボー ト や千葉大の 人 た ち が
ボ ラ ン テ イ ア で私の提供 し た 土地 に 花 を 植 え て い
る と 、 私が一人で毎 日 草取 り し て い る と き に は そ
ん な に 人が寄 ら な い の に 、 不思議 と ボ ラ ン テ イ ア
さ んが来 る と み ん な 立 ち 止 ま る の です。 ですか ら 、
そ れ を 何 回 か 目 に し た と き に 、 ボ ラ ン テ イ ア の 人
た ち が こ こ でつ な が っ て い る 、 雄勝 を 見捨て て い
な い と い う こ と を雄勝の 人 た ち も 確認で き る 場所
で あ り た い。 だ ん だ ん人が少な く な っ て い く と 、
自 分た ち は見捨て ら れ る の で は な い か と 不安 に な
る こ と は あ り ま す。 そ こ で ボ ラ ン テ イ ア の 人 た ち
が こ う し て活動す る こ と で、 彼 ら が雄勝 を 見 て い
る と い う こ と や、 町外の 人 と も つ な がっ て い る こ
と を も う 一度確認で き る 場所 に な る か と 思 っ て い
ま す。
写真の左隅の所 を 空 け て あ り ま すが、 そ こ に 来
週か再来週、 町外に 出 て い る 雄勝小学校の子 ど も
た ち が ヒ マ ワ リ を 植 え に 来て く れる こ と に な っ て
い ま す。 こ こ は 、 被災 し て 町 を 出 て し ま っ た 人や 、
雄勝 に 残 っ て い る 人た ち の心が癒 さ れ る と 言 っ て
く れて い る 場ですが、 今度 こ こ に小学生が ヒ マ ワ
リ を 植 え て く れた ら 、 癒 さ れる だ け で な く 力づけ
ら れ る 場所 に も な っ て い く の で は な い か と 思 っ て
い ま す。
震災から 1 年 3 カ月 が過ぎて
こ れが l 年 3 カ 月 間、 私が被災地で何 と かや っ
て き た こ と です。 何 と かや っ て き た か ら 前 向 き か
と い う と 、 先 ほ ど も 言い ま し た が、 前 向 き に な っ
た と き に後 ろ を 切 っ て し ま う こ と への葛藤があ っ
て 、 活動 し な が ら つ ら く も 思 い ま す。 た だ、 つ ら
い け れ ど も 私 は や っ て こ ら れた し 、 多 分 こ れか ら
も や っ て い け る と 思い ま す。 そ れ は なぜか と い う
と 、 震災 を 受 け た こ と を 自 分 な り の ペ ー ス で受 け
止 め て 、 自 分な り に や っ て い こ う と い う 切 り 口 の
よ う な も の を 試 し て み た ら 、 う ま く 通 り 抜け ら れ
る 気が し た か ら です。 こ こ は 今向 き 合っ た ら つ ら
い か ら 、 少 し忘れて お こ う と か、 こ こ は こ う し て
み よ う と い う よ う な コ ツ み た い な も の がつ か め た
の で、 そ の ス キ ル で こ れか ら も や っ て い け る の で
は な い か と 思 っ て い ま す。
そ れか ら も う 一つ 、 そ の 日 の午前 中 は前 向 き に
な れで も 、 午後 に な る と 気持 ち が落 ち 込む と い う
こ と を 1 年 間繰 り 返 し て き ま し た。 し か し 、 ち ょ
う ど 1 年過 ぎ よ う と し て い る 3 月 9 日 に 思 っ た の
で す が、 こ れ は 一 生 も の な の で す。 あ の 3 月 11
日 の こ と を 経験 し た者 に 、 こ の こ と は一生付 い て
く る 。 何 を や っ て も あ の 日 か ら 始 ま る の で、 そ れ
に よ っ て気持 ち が上がっ た り 下が っ た り す る こ と
は受け止めて暮 ら し て い か な け れ ばい け な い と い
う 一 つ の 覚悟が決 ま り ま し た。 ですか ら 今回 も 、
こ う や っ て話せば、 話 し た後 に そ の 内容 に つ い て、
公開講座 37 
「東 日 本大震災緊急 レ ポートか らー今、 必要な 発達支援 を 考 え る 」
ま た 、 人前で涙 を 流 し て し ま っ た こ と で落 ち 込む
こ と を 覚悟の上で、 こ れは避 け る わ け に い か な い
と 思 っ て い ま す。 3 月 1 1 日 を 自 分 は 経験 し て し
ま っ て い る の で、 そ れ を 引 き 受 け て い こ う と い う
覚悟が決 ま っ た こ と 、 そ の 覚悟 を 決め た上で、 自
分は雄勝 と い う 町の復興 に携わ っ て い く 、 雄勝 と
のつ な が り は絶対切 ら ず に や っ て い こ う と い う こ
と 、 こ の三 つ が固 め ら れた か と 思 い ま す。 ですか
ら 、 こ れか ら も や っ て い け る の で は な い か と 今は
思っ て い ま す。
私の経験が どれほ ど役 に立っか と い う 心配 は あ
り ま すが、 ダ メ ー ジ を 受 け た と き に、 そ れ に 対す
る 向 き 合い 方 は、 私 も 含め て み ん な そ れぞれだ と
思い ま す。 それを 同 じベー ス で「被災者の皆 さ ま は」
と か 「前 を 向 き ま し ょ う j と い う 言葉 で 区切 ら れ
る と 、 と て も つ ら い の です。 一人ずつが違 う こ と
を 自 覚 し て、 そ し て、 ど う す る か を 自 分が決め な
ければい け な い と 思 い ま す。 私 は、 こ の思 い を 引
き 受けた ま ま 一生生 き て い く と 覚悟 を 決め た と き 、
楽 に な り ま し た。 ですか ら 、 一人一人が向 き 合 っ
て、 一人一人が 自 分の気持 ち で ど う 生 き て い く か
覚悟 を 決め る 。 そ れ は、 今は前 向 き に な ら な い と
い う 覚悟で も い い と 思 い ま す。 み ん な が楽 し そ う
に し て い る け れ ど も 、 今、 自 分は 落 ち 込ん で い る
か ら 楽 し め な い、 そ れ も よ し に し て ほ し い の です。
その よ う に し て や っ て い き た い と 思い ま す。
そ の た め に は、 も う 少 し気持 ち が楽 な 人 た ち 、
つ ま り 被災 し て い な い 人 た ち が、 「 そ う い う 向 き
合い方で も い い よ D で き な い と こ ろ は サ ポ ー ト す
る よ 」 と い う よ う に 、 そ の 時 間 を 保言正 し て く だ さ
る と 、 自 分 と 向 き 合っ て 、 自 分で覚悟 を 決め る こ
と がで き て い く の で は な い か と 、 私 自 身 の 経験か
ら 思 っ て お り ま す。
私 自 身、 こ れか ら 町の再建 に は い ろ い ろ 大変 な
こ と があ り ま すが、 そ の や り 方でや っ て い こ う と
思っ て い ま す。 私は学習支援 と い う 形で、ず、 っ と 子
ど も た ち と かか わ っ て い る 中 で、 向 き 合 う こ と で
助 け ら れ た の で、 子 ど も に も 向 き 合 う と い う こ と
を い ろ い ろ な 形で経験 さ せ る こ と がで き た ら と
思 っ て い ま す。
東 日 本大震災~大川小学校 70 名の命
佐藤かつ ら (元中学校教員)
The Great East Japan Earthquake: 70  lives lost 
in Okawa Elementary School 
Kathura Satou (Former junior high school teacher ) 
皆 さ ま 、 初 め ま し て。 宮城県石巻市の 佐藤かつ
ら と 申 し ま す。 こ の震災に お い て、 石巻市 は最大
の被災地 と い わ れ て お り 、 一番復興が遅れて い る
所で は な い か と 思 い ま す。 全国各地 の 方 々 か ら は
た く さ んの 支援、 励 ま し を い た だ き ま し た 。 こ の
場 を お借 り し て 、 心か ら 感謝 を 申 し 上 げた い と 思
い ま す。
私 は石巻市の公立 中学校の教員 を さ せて い た だ
い て い ま し た が、 教員 で あ り な が ら 親で も あ る こ
と は も う 変 え ら れ な い の で、 こ う い う 思 い を し て
教員 を 続 け て い く こ と がで き な く な り ま し た 。 何
を し よ う と い う 思 い や 自 分の 中 での 計画 は全然 な
か っ た の で すが、 と に か く 今 ま で娘の そ ばに い ら
れ な か っ た 分、 娘の そ ば に い ょ う か な と い う 気持
ち で退職 し ま し た 。 今回、 こ の よ う な お 話 を い た
だ い て 、 自 分が亡 く な っ た 子 ど も た ち の た め に で
き る こ と の 一つ か な と 思 い 、 今 日 は 来 さ せて い た
だ き ま し た。
娘を失 っ た 日
今 日 は娘の写真 を 持 っ て き ま し た。 一人で来 る
の は何か心細 か っ た の で、 応援 し て く れ る か な と
思 い ま し て。 娘は 6 年生で し た。 み ず ほ と い い ま
す。 姉が書い た エ ッ セ ー に も あ っ た の ですが、 二
つ 上の姉の ま ね を 一生懸命 し て 、 お 姉 ち ゃ ん の や
る こ と に憧れて、 い つ も い つ も 姉 を 手本 に し て い
ま し た 。 と て も 仲 の 良い姉妹で し た。
あ と 1 週 間 で卒業式で し た。 私 も 中学校の教員
を し て い た の で、 毎朝 ばた ばた と 出 て い っ て 、 帰
り も 本当 に 遅い 日 が多 く 、 ろ く に 話 も 聞 い て や れ
な か っ た こ と を 、 今、 非常 に悔や ん で い ま す。 お
母 さ ん に は期待で き な い と 自 然 に 思 っ た の で し ょ
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う か、 本 当 に わ が ま ま を 言 わ な い子で、 い つ も 小
さ い子の面倒 を 見 な が ら 、 小 さ い子 た ち に振 り 回
さ れ て い る よ う な 優 し い 子 で し た 。 私 が い な い
分、 う ち の お ばあ さ ん の そ ばに い つ も い て 、 進 ん
でお ばあ さ ん の お 手伝い を し て い ま し た 。 編み物
な ど を お ばあ さ ん か ら た く さ ん教 え て も ら っ て、
一緒 に や っ て い る 、 お料理 な ど も 好 き で お 手伝 い
を し て い る 、 そ う い う 子で し た 。 姉 は よ く 「 買 い
物 に 行 こ う 」 と せが む の ですが、 妹 は 姉の 買 い物
に 付 き 合っ て 、 一緒 に 来 る の ですが全 く 物 を 欲 し
が ら な い 。 「イ可か買 っ て あ げる よ 」 と 言 っ て も 「何
も 要 ら な い」 と 言い 、 お 姉 ち ゃ ん の お 下が り を 喜
んで、着 て い る 本当 に優 し い子で し た。 も っ と も っ
と 話 を 聞 い て 、 も っ と も っ と 一緒 に い る 時 間 を つ
く っ て あ げた か っ た と 思 っ た と き に は、 も う い な
い 。 ま さ か こ う い う こ と が起 き る と は ，思 っ て い ま
せ ん で し た。
震災が起 こ っ た の は、 3 月 11 日 の 午後 2 時 46
分です。 そ の と き 私 は 自 分の 職場の 中学校 に い ま
し た 。 そ の 日 、 中学校 は卒業式で、 お 昼過 ぎ に は
子 ど も た ち は既 に 下校 し て い ま し た 。 す ごい揺れ
で し た 。 昭和 53 年 の 宮城県沖地震 も 体験 し ま し
た が、 あ ん な も の で は な い。 本 当 に 長 く 、 強 く 、
も う 立 っ て い ら れな い。 私 た ち 職員 も す ぐ に校庭
に 出 ま し た が、 も う 立 っ て い ら れな い 。 そ れが本
当 に 長 く 続い て 、 す ぐ に テ レ ビ を つ け た ら テ レ ビ
の ア ナ ウ ン サ ー が 「大津波が来 ま す」 と 叫 ん で い
ま し た 。 テ レ ビ の ア ナ ウ ン サ ー が こ ん な に取 り 乱
し て し ゃ べ る の か な と い う く ら い の 勢 い で し た。
す ぐ に テ レ ビ の 電源 は 切 れ ま し た。 そ の 後 は ラ ジ
オ を つ け て い た の ですが、 ラ ジ オ の ア ナ ウ ン サ ー
も ず、 っ と 「大津波が来 ま す」 と 叫んで、 い た こ と を
本 当 に 覚 え て い ま す。 そ れが 6m、 7m と い う よ
う に 、 だ ん だ ん上がっ て い く の です。
私 の 家 は、 大 川 小 学 校 の あ る 北 上 川 よ り も
5km ぐ ら い 上流 に あ り ま す。 た だ、 わ が家 は 川
の 近 く に あ っ た の で、 先 ほ どの揺れ と ラ ジ オ の報
道 を 聞 い て 、 自 宅 は絶対 に津波でや ら れ る と 思 い
ま し た 。 自 宅 に い る 長男 の携帯 に す ぐ に電話 を し
た ら つ な がっ た の で、 「 と に か く う ち に い る 家族
を 頼む よ 。 みずほ は ど こ に い る ? J と 聞 く と 、 「小
学校 に い て、 ま だ、帰 っ て こ な い。 み ず ほ だ け が ま
だ、帰 っ て こ な いJ と 言 っ た の です。 た だ、 ま だス
ク ー ル パ ス に 乗 る 時 間 で は な い の で、 「 あ あ 、 ま
だ学校 に い る 時 間 だ。 先生 た ち と 一 緒 だ。 あ あ 、
よ か っ た。 先生 た ち と 一緒 な ら 守 っ て も ら え る 」
と 思い ま し た c 学校 は必ず守 る 。 そ れは教員 の使
命 だ と d思 っ て い ま す。 親が迎 え に 来 な い な ら 、 そ
の 迎 え が来 る ま で、 親 に確 実 に ヲ ! き 渡す ま で は学
校が絶対 に 守 る の だ。 そ れ は 揺 る ぎ な い も の と し
て教員 の 中 に あ る と 思 っ て い ま す。 ですか ら 、 「 あ
あ 、 よ か っ た 」 と 思 っ た 時点で、 みず ほへの心配
は 私 の 中 か ら す っ か り な く な っ て し ま っ た の で
す。
そ の 日 、 わ が 中 学校 も 避 難所 に な っ た の です
が、 「 あ な た の 家 は 川 沿い だか ら 、 と に か く 帰 り
な さ い」 と 校長先生が言 っ て く だ さ い ま し た。 普
段 で あ れ ば 30 分で 着 く 道 の り が、 2 時 間 も か か
り ま し た 。 途中、 通行止め に な っ て い た の ですが、
と に か く 家 ま で行 き た い と 思 い 、 警察の 通行止め
を 振 り 払 っ て 、 そ の 川 沿い を 自 宅 ま で、走 っ た の で
す。 も の す ご く 真 っ 暗で、 川 の水面 は 見 え な か っ
た の ですが、 自 分の す ぐ そ ば ま で黒 い波が盛 り 上
が っ て ご う ご う と 音 を 立て て い る こ と が分か つ た
の です。 も う 恐 ろ し く て恐 ろ し く て、 で も 、 と に
か く う ち の地 区 ま で は水が来 て い な い、 大丈夫だ
と い う 話 を 聞 い た の で、 ど う に か こ う に か、 脇 目
も ふ ら ず、 そ の黒 い 波の ご う ご う と 鳴 る 中 を 帰 っ
て い っ た こ と を 覚 え て い ま す。
わが家は、 本当 に 日 の前 ま で水が来 た の ですが、
ど う に か水が入 ら ず に済み ま し た。 地域 に戻 る と 、
「大川小学校に行 く ま での堤防が決壊 し た ので、 パ
ス は戻 っ て 来 ら れ な い。 車が通 れ な い。 だか ら 明
日 、 必ずヘ リ コ プ タ ー で救 出 さ れ る か ら 」 と い う
こ と で し た 。 私た ち小学生の親は、 「そ う だね。 明 日 、
必ず帰 っ て く る 。 今 日 は先生た ち と 一緒だ」 と い っ
て、 み ん な特 に心配す る こ と な く 、 そ の 日 は停電
し た家で、 家族 と 肩 を 寄せ合っ て休み ま し た。
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次の 日 、 救 出 さ れ る と い う 話だ っ た の です が、
現地 に 行 っ た 方 か ら 「大川 小学校 は も う 壊滅 だ。
大川小学校 ど こ ろ か、 小学校の あ っ た 釜谷地 区が
も う 壊滅 し て 、 家 も 何 も 残 っ て い な い。 鉄筋 の建
物 し か残 っ て い な い」 と 聞 き ま し た。 耳 を 疑い ま
し た 。 ど こ かで子 ど も た ち は生 き て い る 、 そ ん な
簡 単 に は 死 な な い、 絶対 に ど こ か で 生 き て い る
と 、 と に か く 祈 る こ と し かで き ま せん で し た。 し
か し 、 自 分の足で、 そ の次の 日 に や っ と 船で渡 し
て も ら っ て大川小学校 に 行 く と 、 信 じ ら れ な い光
景が広 がっ て い た の です。
チ ュ ー リ ッ プが咲い て い る 三 角 地帯の脇 に 、 ブ
ルー シ ー ト を か け ら れて 、 小 さ な 遺体がた く さ ん
並んで い ま し た。 消 防 団 も 、 自 衛隊 も 、 警察 も 来
な い 。 地域の 消 防団 の お 父 さ ん た ち が大川小学校
に入 り ま し た。 消 防 団 の メ ン バ ー に は、 自 分の子
ど も を 捜 し て い る 人 も い る わ けです。 そ の 地獄絵
図の よ う な 中 を 、 み ん な で泥 を か き 分 け て 、 自 分
の子 ど も や 隣近所の 子 ど も を 必死 に 捜 し ま し た。
も う 現実 と は 思 え な か っ た です。 「 み ず ほ ち ゃ ん
が揚がっ た よ J と 聞 か さ れて、 そ れ だ け で も 信 じ
ら れな か っ た の ですが、 娘の遺体 と 対面 し た と き
の こ と は忘れ ら れ ま せん。 先 に 見つ け て く れた 同
級生の 保護者の方が、 泥 を で き る だ け取 っ て く れ
て い ま し た 。 そ れで も 細かい砂や泥が取れな く て 、
目 や鼻や耳 に入 り 込んだ、泥 を 、 と に か く 「 ごめ ん
ね、 ごめ んねJ と 言い な が ら 拭い て や る こ と し か
で き ま せ ん で し た。
14 日 の 朝 に 土手で対面す る こ と がで き た の で
すが、 主人 と 一生懸命 に娘の顔の泥 を 拭い て い た
ら 、 娘の右 目 か ら 涙がス ー ツ と 流れ た の です。 あ
あ、 私 た ち を 待 っ て い た の だ。 本当 に 、 本当 に ご
め ん 。 三 日 も こ ん な寒い所で、 水の 中 に 、 こ ん な
土手の 上 に 並 ばせ ら れて 待 っ て い た と 思 う と 、 本
当 に か わ い そ う で し た 。 小学校の l 年生 か ら 6 年
生 ま で、 砂 を ぎ っ ち り と つ かんで、 叫 び声 を 上げ
た形相 の ま ま 体が硬直 し て動かな い遺体や、 津波
に 上半 身 の 衣類 を取 ら れて 、 裸の状態 で天 を つ か
む よ う な格好で並ん で い る 遺体。 子 ど も た ち が毎
日 楽 し く 学 ん で い た小学校だ、 っ た はず な の に 、 何
で こ ん な 目 に 遭 わ な け れ ばい け な い の だ ろ う と 思
い ま し た。
説明会で爆発 した怒 り ーな ぜ、 大川小学校だ け が
こんな目に
そ の後、 私 た ち 遺族 は 1 カ 月 近 く 放置 さ れて い
ま し た 。 私 た ち 夫婦 は どち ら も 教員 ですが、 義務
教育 の 学校管理下 で こ ん な大惨事が起 こ っ た の で
す。 例 え ば避 け ら れ な い 理 由 があ っ た と し て も 、
義務教育の 学校管理下で、 の 大惨事が想定外だ、 っ た
と し て も 、 一 人で も 死ん だ ら 、 や は り 学校や教育
委員 会 は保護者に 対 し て 緊急説明会 を 開 く 体制 を
つ く ら な け ればな り ま せんO そ れ は常識だ と 思 っ
て い ま し た。 と こ ろ が、 一 向 に そ の連絡が来 な い
の です。 通信が途絶 え た と こ ろ も あ っ た の で、 準
備 に 時 間 がかかっ て い る の だ ろ う と 思 っ て い ま し
た が、 ち っ と も 音沙汰があ り ま せん。 し か も 、 校
長先生 は 先 に 、 生 き 残 っ た子 ど も た ち を 集め て登
校式 を 行 っ て い ま し た 。 び、っ く り し ま し た 。 信 じ
ら れ な か っ た です。 亡 く な っ た子 ど も た ち に対 し
て の 謝罪や、 私た ち に対 し て理 由 の 説明 を す る 会
は持た な い の に 、 生 き 残 っ た子 ど も た ち の登校式
を 行 っ た と い う 報道 を 見 た と き に は 、 も のす ごい
怒 り がわ き 上がっ て き て し ま い ま し た。 こ ん な こ
と があ っ て い い の か。 こ の子 た ち は 一体何だ、 っ た
の か。 死 ん だ ら 終わ り でそ の ま ま な の か と 。
保護者の 訴 え で、 よ う や く 1 回 目 の説明会が開
かれ ま し た が、 そ れ は 4 月 9 日 で し た。 そ の よ う
な 状態で、 聞 かれた説明会だ、 っ た の で、 遺族 は み ん
な 怒 り が頂 点 に 達 し て い て 、 怒 り が爆発 し て し
ま っ た の です。 教育委員 会 も 学校 も 、 こ の大川小
学校の大惨事 に つ い て 、 私 た ち に何 も 説明す る こ
と は で き ま せん で し た。 こ れか ら ど う す る か と い
う こ と を 、 準備 し て お 話 を し て く だ さ る こ と も な
か っ た の です。 大 川 小学校 の 時計 は 3 時 37 分で
止 ま っ て い た の で、 地震が起 き て か ら 津波が来 る
ま で の 51 分間 を つ ぶ さ に 調査 し て 説 明 し て ほ し
い と 、 2 回 目 の説明 会 を 要望 し ま し た 。
た だ、 2 回 目 の 説 明 会 は 、 1 回 目 の 説 明 会 で は
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本当 に 遺族の叫ひ、が飛 び、交 っ た の で、 私 た ち を ク
レ ー マ ー と 勘違い し た の で し ょ う か、 そ う い う 対
応 を さ れ た の です。 冒 頭 は 「 今 日 の説明会は 1 時
間 で終わ ら せて い た だ き ま す」 と い う く だ り か ら
入 り ま し た 。 も う 耳 を 疑い ま し た。 石巻市長 に も
来 て い た だ き ま し た。 彼 の i r宿命』 発言」 と い
う も の が世の 中 に 出 回 り ま し た が、 そ れ よ り も 私
が も っ と 耳 を 疑 っ た の は、 「石巻市 と し て は、 学
校の建物 は市の責任ですが、 教育 の 中 身 は市の責
任 で は あ り ま せ んJ と 言い 放 つ た こ と です。 び、っ
く り し ま し た 。 石巻市立 の 学校 で は な い の か と 。
そ の説明会で も 遺族の 質問が出 ま し た が、 言葉 に
詰 ま る と だん ま り を 決め込んで し ま う 、 そ う い う
や り と り で し た。 そ し て 、 「 も う 1 時 間 半 を 過 ぎ
た の で、 今 日 は こ の辺で も う 終わ り に さ せて い た
だ き ま す」 と 司会が言 っ た の です。 も う 遺族 は 信
じ ら れな く て 、 た だ、 遺族 も 毎 日 の 捜索生活で疲
れ切 っ て い る 方が多 か っ た の で、 あ の と き は本当
に そ のや り 方 に 打 ち の め さ れて し ま っ た と い う 感
じ で し た 。
そ し て 「今 日 の説明 会 は や め さ せて い た だ き ま
す」 と 、 前 に並ん で い る 市長 を は じ め教育委員 会
の 方 々 全員 が立 ち 上がっ た の です。 遺族が 「 も う
説 明 会 は や ら な い の ですか」 と 聞 く と 、 「 も う 説
明 会 は や り ま せ ん 」 と 言 わ れ ま し た 。 「 私 た ち は
何 も 納得 し て い な い 」 と 叫 ん だ の に 、 そ れ を 振 り
切 っ て全員 が退席 さ れ ま し た。 そ の と き は 教育委
員 会が報道 を シ ャ ッ ト ア ウ ト な さ っ た の です。 全
く 密室 の 中 で行わ れた説明会で し た 。 そ の後、 教
育委員 会 は建物の外で詰め か け て い た報道陣か ら
取材 を 受 け て い ま し た が、 テ レ ビ に 映 っ た様子や
報 道 の 方 に 聞 い た 話 に よ る と 、 「誠心誠意説明 し
た の で、 遺族の方た ち に は分かつ て も ら い ま し た J
と い う よ う な コ メ ン ト を 出 さ れて い ま し た 。 あ の
と き は本当 に つ ら か っ た です。
先 ほ ど も 言 い ま し た が、 家 も 何 も 流 さ れ て し
ま っ た 、 小学生の子 ど も は も ち ろ ん、 家 に い た 家
族 も み ん な 失 っ た、 自 分の住 ん で い た 地域 も 水没
し て し ま っ て戻 る 所がな い と い う 方た ち が、 大川
小学校 の 子 ど も た ち の 遺族 の 半分以上 い る の で
す。 生活 も ぼろ ぼろ の状態 な の に 、 説明会 で は そ
う い う 対応 を さ れて 、 本 当 に 精神 的 に打 ち の め さ
れて し ま い ま し た。 あ ん な 言い訳 を 聞 く の な ら 二
度 と あ の 人た ち の話 は 聞 き た く な い、 ど う せ子 ど
も は戻 っ て こ な い と 言 っ て 、 検証 を 訴 え る こ と を
諦め て し ま い 、 自 分の気持 ち に 蓋 を し よ う と し て
い る 遺族が半分以上い る の です。
で も 、 忘 れ よ う と 思 っ て も 忘 れ ら れ な い の で
す。 なぜ子 ど も が こ ん な 状態で死 な な け ればい け
な か っ た の か と 、 毎 日 毎 日 、 繰 り 返 し 自 分の心の
中 に よ みがえ っ て き ま す。
津波が地震の 10 分後や 15 分後 に 来 て し ま っ た
の で あ れば、 先生た ち は大勢の子 ど も た ち を 避難
さ せ き れな か っ た で し ょ う か ら 、 そ れ は も う 諦め
ま す。 そ し て 、 近隣の学校が ど こ も や ら れた 、 多
く の学校がや ら れて し ま っ た の であ れ ば、 そ の 中
の一つ ですか ら 、 そ れ も 諦め ま す。 マ ニ ュ ア ル の
不備 な 学校 は 他 に 幾つ も あ り ま し た が、 そ の と き
の 先生 た ち の判 断でや ら れて し ま っ た の は、 ど こ
を 聞 い て も 大川小学校 だ け な の です。 地域住民の
方 た ち と タ イ ア ッ プ し て 、 本 当 に 子 ど も た ち の命
を 守 る こ と だ け を 全 う し て、 子 ど も た ち の命 を 助
け た 学校がほ と ん どです。
新 聞 の 報道 に は 、 学校管理下で亡 く な っ た子 ど
も た ち は被災 3 県で何人な ど と 、 よ く 出 ま す。 し
か し 、 そ の 学校管理下 と い う 押 さ え は非常 に範囲
が広 く 、 例 え ば下校途 中 で ま だ家 に 帰 り 着 い て い
な か っ た り 、 帰 り 着 い て い る か ど う かの確認が取
れて い な い子 ど も も 学校管理下 の死亡 と い う く く
り に 入 る の です。 早退 し た子 ど も で も 、 親が死 ん
で し ま っ て確認 し て い な け れ ば、 そ の 子 も 学校管
理下 の死亡 と い う 範障 に 入 っ て し ま う の です。 そ
う い う 広 い 意味で の 学校管理下 で は な く 、 被災 3
県で、 先生た ち と と も に 学校 に い て 命 を 落 と し た
子 ど も は 、 本 当 は 75 人 です。 1 人 は 南 三 陸 町 の
中学校の男 子生徒だそ う です。 そ の子 は 先生 た ち
と 一緒 に み ん な で津波に 追い掛け ら れ る 中、 た っ
た 一 人 だ け が転んで津波 に 巻 き 込 ま れて し ま っ た
と い う 話 を 聞 い て い ま す。 情報 も 時 間 も あ り な が
ら 、 遺族の 叫 び も あ り な が ら 、 子 ど も た ち の 「先
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「東 日 本大震災緊急 レ ポ ートか らー今、 必要な発達支援 を 考 え る J
生、 山 に 上がろ う J と い う 声 も あ り な が ら 、 そ れ
で も 津波 に の ま れる ま で 1m も 高 い 所 に 上 げて も
ら え な か っ た の は、 こ の 大川 小学校 だ け な の です。
なぜだ ろ う と い う 疑問 の 気持 ち は 、 私 た ち 親か ら
離れる こ と は あ り ま せん。
子どもたちの声が聞 こ えなかっ たのか
私 は 、 石巻市立の 中学校で担当 し て い る 子 ど も
た ち を 卒業 さ せ る こ と だ け を 目 標 に 、 毎 日 毎 日 、
と に か く 学校 に 行 っ て い ま し た。 た だ、 私 た ち の
気持 ち の傷 を 深 く し て し ま っ た 6 月 の 2 回 目 の 説
明会で、 あ ま り に も ひ どい や り 方 を さ れた後、 教
育委員 会の先生方が授業研究会の助言者 と し て う
ち の学校 に 来 て 、 と て も 立派 な 指導助言 を な さ っ
て い る 姿 を 見 た り す る と 本当 に つ ら く て 、 も う 駄
目 に な り そ う に な り ま し た 。 し か し 、 家族 に 支 え
ら れて 、 気持 ち を 同 じ く す る 遺族 の 人 た ち と 支 え
合っ て こ こ ま で来 た と い う 感 じ です。
地震が起 こ っ た後、 子 ど も た ち は た だ校庭 に並
ばせ ら れて い た の で は な く 、 「先生、 山 に 上 が ろ
う J r俺た ち 、 い つ も あ の 山 に 上がっ て い る か ら 」
と 叫ん で い た そ う です。 ヒ マ ワ リ が咲い て い た所
か ら 下が っ て い く と 大川 小学校があ り ま す。 一番
手前 に あ る 山 は コ ン ク リ ー ト で周 り を 固 め ら れて
い て 、 と て も 急 な所 です。 「 こ ん な 山 で は 登 れ な
い よ ね」 と 、 大川小学校 に 手 を 合 わせ に 来 て い た
だ く 方 た ち は、 ぱっ と 見 た 印象で思 わ れ る よ う で
す。 も ち ろ ん そ こ は子 ど も が登 れ な い 山 で、 普段
も そ こ に は登 っ て い ま せんO 普段か ら 登 っ て い る
山 は、 校舎の 脇 に 体育館があ っ て 、 そ の奥 に あ る
ス ギ山 な の です。 手前側 か ら 見 る と か な り 奥の 方
に あ る ス ギ 山 ですが、 そ こ で は過去 に 総合学習 で
シ イ タ ケ 栽培 な ど を し て い て 、 子 ど も た ち は 普段
か ら 頻繁 に 上がっ て い る よ う な 、 本当 に慣れ親 し
ん でい る 山 で し た 。
地震が起 き て か ら 津波が来 る ま で、 何本 も 倒木
があ っ た の で 山 は 選択 で き な か っ た と い う こ と
を 、 一人助 か っ た先生が言 っ て い た と 教育委員 会
は説明 さ れ ま し た が、 震災の後、 ど う 見て も 山 の
木 は 一 本 も 倒 れ て い な い の です。 自 衛 隊 や 警 察
が、 遺体や不明者の捜索 に 山 に上がっ て み た 感想
で 「 山 は し っ か り し て い る 、 一 つ も 崩 れた と こ ろ
は な い 、 倒 木 は 一本 も あ り ま せん」 と 証明 し て く
だ さ い ま し た。 そ の 後 の 説 明 会 で は 、 「倒 木 は 一
本 も あ り ま せん で し た」 と 教育委員 会 も 認め ざる
を 得 ま せん で し た 。 で は 、 倒 木 は 一本 も な い の に 、
なぜ山 に 上が ら な か っ た の だ ろ う 、 そ の 50 分間、
先生た ち の 間 で何が話 し合わ れた の だ ろ う 、 そ れ
も 大 き な 疑 問 です。
教育委員 会 は r r 山 に 上 が ろ う 』 と 危機感 を 訴
え る 子 ど も た ち の声 は 、 生 き 残 っ た子 ど も た ち の
聞 き 取 り 調査の 中 で は確認 し て お り ま せんJ と 私
た ち に 言い ま し た。 と に か く 訴 え て 聞 い て い た だ
い た今年 の 1 月 と 3 月 の説明会で、 教育委員 会 は
そ の よ う に 説明 な さ い ま し た 。 で も 、 娘の 同級生
は 「 聞 き 取 り 調査で ち ゃ ん と 言 っ た よ 。 00君 も 、
00君 も み ん な 、 『俺た ち こ こ に い た ら 死 ん じ ゃ
う j r先生、 津波が来 る か ら 山 に 上がろ う J と 言 っ
た よ 」 と 。 複数の子が教育委員 会 の 聞 き 取 り 調査
で、言 っ て い る こ と は、 間 違い な い と 思 い ま す。 し
か し 、 そ れ を 「確認 し て い な い」 と い う こ と に し
て 、 教育委員 会は説明す る の です。 子 ど も た ち の
言葉 を 意 図 的 に か き 消 し て い る の で は な い か と 思
わ れ て仕方があ り ま せ ん。
娘の 同級生の保護者の方で、 息、子 さ んがそ う い
う ふ う に 先 生 に泣 き な が ら 訴 え て い た と い う こ と
を 助 か っ た 同級生か ら 聞 い た お 母 さ ん は 、 「息子
の 最期 の 言葉 を 聞 い た 以上、 『想定外だ、 っ た か ら
仕方あ り ま せんで し た』 で は 済 ま さ れ な い 」 と お っ
し ゃ っ て い ま す。 息子の 、 生 き た い 、 山 に 上がっ
て助か り た い と い う 思 い を 知 っ た 以上、 子 ど も た
ち の 訴 え を 親 と し て 訴 え 続 け て い く そ う です。 き
ち っ と 事実 を すべて、 い い こ と も 悪い こ と も 出 し
て 、 そ の 50 分間 を 検証 し て も ら い た い。 大 川 小
学校の よ う な惨事が 2 度 と 起 こ ら な い よ う に 、 と
に か く 検証 し て い た だ き た い。 私 た ち の願 い は そ
れ だ け な の です。
た だ、 一 緒 に亡 く な っ た先生方の 遺族 に 申 し訳
な い と か、 「 こ こ は 大 丈 夫 だか ら 」 と 言 っ た 地域
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住民の遺族の方の心 を か き 乱す の で は な い か と い
う 懸念の声が聞かれ ま す。 つ ら い思 い を す る 人 も
た く さ ん い る か ら 、 検証 を わ ざわ ざ進め な く て も
い い の で は な い か と 言 う 人 も い ま す が、 74 人 の
子 ど も の 命 を犠牲 に し た と い う 揺 る ぎ な い事実の
前 に 、 今生 き て い る 大人の都合で こ の検証 を 諦め
て は い け な い と 私 は 思 っ て い ま す。 こ の ま ま で は 、
本 当 に う や む や に さ れ て し ま う 。 74 人 の 子 ど も
た ち 、 そ れか ら 10 人 の 亡 く な っ た 先生方 も 、 い
ろ い ろ な 未来への希望があ っ た し 、 も っ と も っ と
生 き た か っ た で し ょ う 。 う ち の娘 は英語が好 き で、
通訳に な り た い と ず、 っ と 言 っ て ま し た 。 一人一人
に そ う い う 思いがあ っ て、 学校生活 を 送 っ て い ま
し た。 そ れ を 思 う と 、 本当 に も う ・ -
犠牲 に な っ た子 ど も た ち は帰 っ て き ま せん。 そ
れ な ら 、 74 人 の 命 を 最大 限 に 輝 かせ る 方法 は な
い か。 今後、 隠 し て い る こ と も すべ て 出 し て い た
だ い て 、 こ の子 た ち が亡 く な っ た 原 因 を し っ か り
と 検証 し て い た だ き た い の です。 そ し て 、 そ れ を
今現在の学校教育現場 に き ち ん と 生か し て い た だ
き た い 。 こ れか ら 、 日 本全国 ど こ で災害が起 こ る
か分か り ま せ ん。 そ れ を し っ か り 生か し て い た だ
く こ と が、 子 ど も た ち ゃ先生方の命 を 生かす こ と 、
最大限 に輝かせ る こ と に つ な が る と 思 い ま す。 と
に か く 、 こ の 74 人の 子 ど も た ち と 10 人の先生方
の 命 を 無駄に し た く な い の です。 こ の ま ま 「大災
害 で か わ い そ う だ、 っ た ねJ I残念で し た 」 と い う
話で は終わ ら な い と 思 っ て い ま す。
釜 谷地域 の 方 も 、 み ん な が み ん な 大 丈 夫 だ と
言 っ た わ け で は あ り ま せんO 区 長 を は じ め 、 パ ス
の 運転手 さ ん は 「子 ど も た ち を 何人 で も 乗 せ て 、
雄勝峠 に逃 げて く れ」 と 言 っ て い ま し た。 み ん な
がみ ん な 安心 し て構 え て い た わ け で は な く 、 車で
山 や 峠 に 逃 げて 助 か っ た住民は何人 も い ま す。 し
か し 、 釜谷の住民がそ う 言 っ て い た と い う こ と を
理由 の一つ に し よ う と す る 動 き も 見 え ま す。 で も 、
私た ち 保護者は、 釜谷の住民の方 に子 ど も を 預 け
た わ け で は な い です よ ね。 教員 と し て 、 い ろ い ろ
な情報 を 聞 い た 上で、 地域の方の声 も 聞 い た上で、
今、 最悪の こ と が起 き て も 子 ど も を 守 れ る よ う に
す る に は ど う し た ら い い か と い う こ と を 考 え て動
く 。 大 げ さ な く ら い の避難 を す る 。 そ れが な さ れ
な か っ た の は なぜか。 教員 で あ れば、 本 当 に大げ
さ な く ら い の動 き を し て 当 た り 前 だ と 、 私 は教員
の 感覚 と し て持 っ て い ま す。 で も 、 先生方 は先生
方で、 恐 ら く 子 ど も た ち の た め に 一 生懸命や っ て
く だ さ っ た の だ と 信 じ た い です。 そ れで も こ う い
う 大惨事 と な り 、 犠牲が出 て し ま っ た の です。
避難訓練の真実
事前 の 訓練 も ほ と ん ど な さ れて い な か っ た こ と
や 、 避難マ ニ ュ ア ル が十分で、 な か っ た こ と が、 情
報開示でい ろ い ろ と 分か つ て き ま し た 。 宮城県で
実 際 に 学校現場 で の 研修会 な ど の 動 き が始 ま っ
た の は 平成 18 年 度 ぐ ら い か ら だ と 思 い ま す が、
99% の高 い確率で必ず ま た宮城県沖地震の よ う な
大災害が来 る と い う こ と は 、 ず、 つ と い わ れ続 け て
い ま し た 。 そ う い う 状況 の 中 で、 と に か く 子 ど も
た ち を 守 る 体制 を つ く る と い う こ と で、 再三 に わ
た っ て研修会が聞かれて き ま し た 。 県や市が主催
し 、 学校の担当者や教頭 ・ 教務主任 ク ラ ス が常 に
集 め ら れて の 緊急性 を 伴 っ た研修会だ っ た と 聞 い
て い ま す。 そ う い う こ と が繰 り 返 さ れて 、 震災が
起 こ る 2 年前 の 平成 21 年 1 月 、 ほ か の 学校 で は
な く 、 自 分の学校環境 を 踏 ま え た 自 校マ ニ ュ ア ル
を し っ か り 整備す る こ と 、 災害時で も 保護者 と き
ち ん と 連絡が取 れ る よ う な 連絡体制 を 確立す る こ
と 、 ま た、 緊急時 で も 子 ど も た ち を 守 れ る よ う に
訓 練 を 充実 さ せ る こ と が言 わ れ て い ま し た 。
大 川 小学校 で は 行 わ れ て い な か っ た 訓 練で す
が、 周 り の小学校 で は 、 研修会 を 踏 ま え て 引 き 渡
し 訓 練が盛ん に 行 わ れて い た の です。 子 ど も た ち
がパ ニ ッ ク 状態 に な っ た と き 、 親の顔 を 見つ け て
親 に 飛 びつ い て 、 そ の ま ま 連れて帰 ら れて し ま う
と 、 学校で は確認で き な い わ け です。 従 っ て 、 き
ち ん と 親 に も 参加 し て も ら い 、 事前 に い ろ い ろ な
ル ー ル を 取 り 決 め て 、 そ れ を 踏 ま え て 時 間 的 な ロ
ス な く み ん な で整然 と 動 き 、 低学年か ら 高学年 ま
で、 迎 え に 来 た 親 に き ち ん と 引 き 渡す と い う 訓練
公開講座 43 
「東 日 本大震災緊急 レ ポ ー ト か らー今、 必要な発達支援 を 考 え る 」
が、 意識の 高 い学校で は年 に 2 � 3 回 行 わ れ て い
た と 聞 い て い ま す。 私 も 「何で大川小学校 で は 引
き 渡 し訓練の連絡が来 な い の か な 」 と 思 っ た こ と
も あ り ま し た が、 そ れ を 担任 の 先 生 に 結局 一 回
も 言 わ な か っ た こ と は、 親 と し て本 当 に悔や ま れ
る と こ ろ です。 た だ、 引 き 渡 し 訓 練が小学校の 間
で 当 た り 前 と な っ て い る 中 で、 大川小学校で は 一
回 も 行 わ れて い な か っ た こ と は事実です。 教育委
員 会が 「先生 た ち は迎 え に 来 た 親 の 引 き 渡 し対応
に 追 わ れて 、 避難場所 を 決め ら れな か っ た 」 と い
う 説明 を し た こ と も 一 回 あ り ま すが、 そ れは大災
害の上では十分予想で き る こ と です。 だか ら 引 き
渡 し 訓練 を 各小学校で は や っ て き た わ けで、 そ れ
は理由 に も 何に も な ら な い 。 再三 に わ た っ て 緊急
時に対応す る 対策 を 整 え て お く よ う に 言 わ れ な が
ら 、 大 川 小学校 は 本 当 に そ の 危機 感 の 意 識 が 薄
か っ た の です。
校長先生 は 災害当 日 に休み を 取 っ て い ら し て被
害 に 遭 わ な か っ た の ですが、 な か な か現場に現れ
よ う と は し ま せん で し た。 大川小学校が大変 な こ
と に な っ て い る と い う 状況で も 、 親 に 指摘 さ れて
や っ と い ら し た の が震災後 6 日 後 だ、 っ た の です。
そ れ も 、 自 分の 手 を 使 っ て子 ど も を 捜そ う と す る
動 き は な か っ た と 聞 い て い ま す。 持 っ て い た カ メ
ラ で被災状況 を 撮影 し て終わ り だ、 っ た と 。 と に か
く 、 大災害が起 き る と 言わ れて い る 中 で、 ほ かの
学校が当 た り 前 に 進め て い る こ と を 大川 小学校で
は や っ て い な か っ た こ と が分か つ て、 こ れ は学校
管理の最高責任者であ る 校長先生の大 き な 過失で
は な い か と 思 い ま し た。 そ の こ と を 説明会で追及
し た ら 、 「 そ れ は 私 の 責任 で す。 申 し 訳 あ り ま せ
んで し た」 と 、 一応言葉 で は謝 り ま し た。 し か し 、
そ れ を 受 け て教育長 は 「人災の面 も あ っ た 」 と い
う 言葉 を 残 し て い ま す。 そ う は言い な が ら も 、 で
は、 ど う 責任 を 取 ら れ る の か と い う と 、 誰 も 責任
を 取 っ て い ま せ ん。 誰 も き ち ん と 謝っ て く れ ま せ
ん。 し か も 、 今年 3 月 ま で大川小学校の担当者で、
子 ど も た ち の い ろ い ろ な 証言 メ モ を 廃棄 し た指導
主事の 方 た ち は 、 教育委員 会 で の 務 め を 終 え て、
何の責任 も 関 わ れず校長先生 に 昇任 な さ っ て い ま
す。 き っ と 民 間 だ、 っ た ら こ ん な こ と は あ り 得 な い
の で は な い か と い う こ と が、 石巻で は た く さ ん あ
り ま す。 そ れ を こ の 1 年 3 カ 月 間、 ず っ と 見て き
ま し た 。
遺族 と して諦めない
母親は 10 カ 月 間、 子 ど も を お な か の 中 で育 て 、
動 い て は 喜 ん だ り 、 産 ま れ る と き に は い ろ い ろ
な 痛 み を 伴 っ た り し て、 出 産 と い う 感動 を 味 わ
い ま す。 そ の 自 分の 産 ん だ子が、 「災害で、 津波
に 巻 き 込 ま れ て 死 に ま し た 」 と 、 棺桶 に 入れ ら れ
て 帰 っ て き た の です。 なぜ死 ん だ、の か と い う 疑問
は 消 え ま せ ん が、 説明 も し て も ら え ま せんO 生 ま
れた と き に い ろ い ろ な喜 びや つ ら さ を 共有 し た子
ど も が、 どん な い き さ つ で、 何が原 因 で死 ん で、 し
ま っ た の か と い う 事実一つ一つ を 、 親 と し て 知 り
た い。 も う 諦め て し ま っ て い る 遺族が増 え て い く
中 で、 そ の と き の現場の状況や、 子 ど も た ち が ど
こ で、 ど ん な 状態 で、 何が原 因 か を 知 っ た 上 で、
津波 に対す る 恐怖感の 中 で死 ん で い っ た子 ど も の
思 い を 、 どん な に つ ら く て も 親 と し て 知 っ て あ げ
た い と 思 い ま す。 そ う で な い と 本当 に諦め き れ な
い し 、 忘 れ る こ と な どで き ま せ ん。 今、 私 た ち が
大川小学校の 子 ど も た ち の遺族 と し て理不尽 な 思
い を し て い る こ と を 、 多 く の 方 に 知 っ て い た だ き
た い 。 そ し て 、 何かの形で協力 し て い た だ け た ら 、
本 当 に あ り がた い と 思 い ま す。 あ り が と う ご ざい
ま し た 。
図 7 : 大川小学校校舎跡
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発達障がい の あ る 大学生への支援
一 修学支援か ら 就職支援への展 開 一
桶谷文哲 1 、 西村優紀美 2
1 ) 富山大学学生支援セ ン タ ー
2 ) 富山大学保健管理セ ン タ ー
Support for university students with developmental disorders 
: From learning support to employment support 
Fuminori Oketani 1) Yukimi Nishimura 2) 
1) Student Support Center 
2) Center for Health Care and Human Sciences University of Toyama 
1 . 発達障がいのある大学生に対する支援体制
富 山大学で は全学組織で あ る 学生支援セ ン タ ー
の 下 部組織 と し て、 ア ク セ シ ピ リ テ イ ・ コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 室 (Hub for Accessibility and 
Communication Support : HACS) を 平成 19 (2007) 
年 に 設置 し た 。 HACS は 、 身 体 障 害 学 生 支 援 部
門 (Disability Service Office) と ト ー タ ル コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 部 門 (Total Communication 
Support Initiative : TCSI) の 二 部 門 か ら 構成 さ
れ お り 、 発達 障 が い 学 生 支援 は 、 TCSI ( 以 下、
支援室) で行 わ れて い る 。 支援室 の構成員 は 、 専
任 相 談 ス タ ッ フ が3 名 で、 経 営 学、 臨 床 障 が い
学、 特別支援教育学 を 専 門 と し て い る 。 兼任相談
ス タ ッ フ は 、 保健管理セ ン タ ー に 所属す る 教員 2
名 で、 心身 医学、 臨床心理学、 障害児心理学 を 専
門 と し 、 そ れぞれの専門性 を 融合 さ せ な が ら 支援
に 当 た っ て い る 。 支援室 は五福キ ャ ン パ ス 内 に あ
り 、 杉谷地 区 と 高 岡 地 区 は 、 支援員 が週一 回 ずつ
訪問 し て学生の支援に 当 た る と と も に 、 学生の教
育 ・ 指導 を 担 う 教職員 への メ タ サ ポ ー ト を 行 っ て
い る 。 ま た 、 支援室への ア ク セ ス がス ム ー ズ に 行
わ れ る よ う に新入生お よ び教職員 に 支援室 の パ ン
フ レ ッ ト を 配布す る と と も に 、 全学部の 教務 窓 口 、
教養教育窓 口 と の 連携 を 行 い 、 学生か ら の 直接相
談 だ け で な く 、 教職員 か ら の紹介 も 促 し て い る 。
平 成 25 (2013) 年 1 月 現在、 38 人 の 発達 障 が
い 、 も し く は そ の傾向があ る 学生 の 支援 を 行 っ て
い る 。 支援 を 行 っ て い る 学生 の ほ ぼ7 割 を 自 閉 症
ス ペ ク ト ラ ム ( 以 下 、 ASD) の 特 性 が あ る 学生
が 占 め、 ADHD の 特 性 が あ る 学生 が続 く 。 平 成
23 年 度初 め て、 学習 障がい (以下、 LD) の 特性
の あ る 学生への支援 を 開始 し 、 支援 メ ニ ュ ー も 学
生 の ニ ー ズ に応 じ て 柔軟 に対応 し て い る 。 相 談件
数 は年 々 増加 し 、 今年度 は 身体障がい学生支援 も
加 わ っ た こ と に よ り 、 平成 24 年 10 月 現在で 1355
件 (内 、 発達障がい学生の相談 ・ 支援数は 744 件)
と な っ て い る 。
富 山 大学 の 基本的 な コ ン セ プ ト は 「 ト ー タ ル ・
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ サ ポ ー ト 」 で あ り 、 支援
対 象 学 生 が発達 障 が い の 診 断 を 持つ 、 持 た な い
に か か わ ら ず、 す べ て の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に
関 わ る こ と が ら に つ い て 支援す る こ と を 特徴 と
し て い る 1 ) 。 我 々 は、 「発達障がい大学生の多 く は 、
特定の 能力 が欠如 し て い る の で は な く 、 む し ろ 能
力 の発達 に 何 ら かの不均衡 な 部分 を も っ た 人達で
あ る 」 と 考 え 、 特性 を 「矯正」 す る の で は な く 、
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彼 ら のユ ニ ー ク き を 生 かす よ う な 支援 を 目 指す こ
と が大学 に お け る 発達障がい学生への支援 と し て
重要 な 姿勢で あ る と 考 え て い る 。
支援室 で は 、 学生一人 ひ と り に学部教職員 を 含
む サ ポ ー ト チ ー ム を 結成 し 、 包 括 的 な 支援 を 行
な っ て い る 他、 個別 に は コ ー チ ン グや カ ウ ン セ リ
ン グ、 心理教育的 ア プ ロ ー チ の提供 な ど、 学生の
ニ ー ズ に対応 し た支援 を 行 っ て い る 。 支援 を 進め
て い く な か で心理サ ポ ー ト の 必要性が あ る 場合
は、 保健管理セ ン タ ーへつ な ぎ、 ま た 、 就職活動
へ の サ ポ ー ト が必 要 に な っ た場合、 キ ャ リ ア サ
ポ ー ト セ ン タ ー につ な ぐ と と も に 、 支援室ス タ ッ
フ も 学生の特性 に 配慮 し た就職活動が行 え る よ う
外部 の 就労支援専 門 機 関 と 連携 し な が ら 就職 サ
ポ ー ト を 継続 し て い る 。
「 ト ー タ ル ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ サ ポ ー ト 」
を 推進す る た め に は 、 支援者が発達障がい大学生
と つ な が り 、 彼 ら の体験世界 に 共感的 な 理解 を 持
ち 特性 を 理解す る 努力 を し つ つ 、 そ の こ と を 大学
の教職員 に 適切 に伝 え 、 支援 に 向 け て 共 に 実践 し
て い く ネ ッ ト ワ ー ク を構築 し 、 支援の場 を 維持 し
て い く こ と が重要で あ る 。 た と え ば、 修学上 の 問
題への支援 に は 、 教員 と の話 し合い の場が必要 に
な っ て く る 。 発達障がい大学生の特性 と 彼 ら の状
況や心情 をイ云 え 、 f皮 ら が どの よ う に 困 っ て い る の
か を 伝 え る 一 方 で、 教員 が 当 該 学 生 の 教育 に 関
わ っ て どの よ う な点 に 困 る 状況があ る の か を 丁寧
に聴い て い く 必要があ る 。 困 っ て い る 人 は 、 学生
だ け で も な く 、 教員 だ け で も な い 。 学 びた い学生
と 指導 し た い教員 の 双方の努力 が う ま く 調和 し あ
い 、 よ り 良い結果 に 結 びつ く よ う な 配慮の在 り 方
に つ い て一緒 に検討 し、 実行 し て い く た め の方策
を 練 っ て い く こ と が最 も 重要 な ポ イ ン ト で あ る 。
学生 に と っ て よ り 良 い 学 びの 場 と な る た め の
配慮 は 、 一 人 ひ と り の 学 生 の特性や こ れ ま で の
生活歴 に よ り 異 な る こ と が多 く 、 大枠 で は 発達
障 が い の あ る 学生 に 対す る 合理 的 配慮 の 方 向 性
を 確認 し な が ら も 、 定型 的 な 唯一 の 方 法 に 頼 る
こ と な く 、 支援 に か か わ る すべ て の 人 々 が そ れ
ぞ れ の 立 場 で ア イ デ イ ア を 出 し 合 い 、 実 行 し て
み て 、 振 り 返 り 修正 し な が ら 検討 し て い く と い
う 「対 話 と 実践 の サ イ ク ル 」 に よ る 合理 的 配慮
の探求 を 推進 し て い る 。
支援の 出 発点 は そ れぞれの学生 ご と に 異 な り 、
支援 ニ ー ズ も 支援 が進 む に つ れ て 変化 し て い く
が、 支援者 は、 ①学生 の 自 己理解、 ② 自 分 に 合 っ
た 対処法の 実践、 ③ 自 己擁護ス キ ル の獲得等の 学
生 自 身 の 主体的 な 動 き を 導 き 出 す こ と を 支援の大
き な 目 標 に 置 き 、 心 理教 育 的 観点 か ら の 支援 を
行 っ て い る 2 ) 。
こ の よ う な サ ポ ー ト を 実行 し て い く 上 で重要 な
点 は 、 当 該学生に 関 わ る 関係者がそ れぞれの役割
の な かで実行可 能 な 支援 を 行 う こ と で あ る 。 た と
え ば、 教員 に よ る 教育指導や職員 に よ る 適切 な ア
ド バ イ ス 、 家族 に よ る 生活支援が挙げ ら れ る 。 支
援室の ス タ ッ フ は こ れ ら の支援全体 を 怖搬 し な が
ら 、 現行の体制が学生の修学 を 支 え る 基盤 に な っ
て い る か を 常 に ア セ ス メ ン ト し 、 支 援 の 一貫性
と 、 適切 な 支援 を 維持す る よ う マ ネ ジ メ ン ト し て
い く 。 チ ー ム 支援 は 一部 の 支援者が大 き な 負 担 を
負 い 、 力尽 き て し ま う 状況 を 回避す る こ と がで き 、
そ れぞれの支援が相補的 に働 く こ と で、 支援者の
燃 え つ き を 防止す る 効果 を 期待す る こ と がで き る
と 考 え る 。
我 々 の 支援 は 大学 と い う コ ミ ュ ニ テ ィ を 超 え
て 、 広 く 地域社会 に 聞 かれて い く 必要があ る 。 支
援対象で あ る 学生 は大学 を 卒業 し 、 社会へ旅立 つ
て い く 。彼 ら は修学支援 を 通 し て 自 己理解 を 進め 、
自 分の 強み を 知 り 、 一方で 自 分の 弱点 に も 気づい
て い く 。 我 々 が行 っ て い る 支援 は彼 ら の 自 立 を 支
え る も の で あ る と 考 え る な ら ば、 大学 に お け る 支
援ス タ イ ル が就労支援 に も 適用 で き る 可能性 を 探
ら な け ればな ら な い 。 本稿で は、 修学支援 を 行 っ
て い る 学生 に対 し て 、 そ の 延長線上 に あ る 就職活
動支援 を 行い 、 我 々 が行 っ て き た 「 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 支援」 の効果 を 検証 し て い き た い。
2 . 発達障がいのあ る大学生に対する修学支援
発達障がい の あ る 大学生への修学支援 に重要 な
ポ イ ン ト は 以下の 2 点 で あ る 。
発達障がい の あ る 大学生への支援
ー 修学支援か ら 就職支援への展開 一
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( 1 ) 修学サ ポ ー ト
具体的 な 内容 は、 授業科 目 の 選択や履修登録、
ス ケ ジ、 ユ ー ル 管理、 実験 ・ 実習 、 グ ル ー プ ワ ー ク 、
レ ポ ー ト 作成 、 卒業論文 な ど、 修学 に 関 わ る 全般
的 な こ と が ら に 及ぶ。 そ れぞれの授業 内容 に つ い
て の 直接 的 な 学習支援は原則 と し て 行 わ な い。 仮
に そ の 必要があ る 場合、 指導教員 へ どの よ う に指
導 を 受 け に行 く か と い う 方法 を 学生 と 一緒 に検討
し て い く 。 あ く ま で も 、 学生の努力 に 見合 う 成果
が得 ら れ る よ う 環境 を 整 え 、 彼 ら の 意欲が適切 に
修学へ向 か っ て い く こ と がで き る よ う な場 を作 り
出す支援 を 行 っ て い く 。
多 く の発達障がい大学生 は 、 履修科 目 を 決め て
い く 際 に 詰 め 込 み す ぎ、 ゆ と り の な い 時 間 割 を
作っ て し ま う 傾向があ る 。 た と え ば、 高等学校 ま
で は 空 き 時 聞 がな か っ た か ら 、 すべて 時 間 割 を 埋
め て し ま う べ き だ と 思 っ て い る 学生、 空 き 時 間 の
過 ご し 方がわ か ら な い の で 目 い っ ぱい に授業 を 取
る と い う 学生 な ど、 こ だ わ り が強 く 出 て し ま う 場
合が多 い 。 そ の場合、 5 月 の 連休明 け 頃か ら 体調
を 崩 し て し ま っ た り 、 気分が沈 む な どの不調 を 訴
え 、 な か に は授業 に 出席 で き な い状態 に な っ て し
ま う 学生 も 出 て く る 。 優先順位 を つ け て実行す る
こ と が苦手で あ る う え 、 課題の量が多 い に も かか
わ ら ず、 一 つ 一つ の 課題 に 対 し て丁寧 に 時 間 を か
けて取 り 組 む結果、 思 う よ う に 課題 を こ なせ な く
な る ス ト レ ス 、 ま た 、 さ ま ざ ま な 感覚過敏 に よ る
ス ト レ ス に さ ら さ れ な が ら 授業 を 受 け続 け る こ と
の 精神 的負 担が問題 と な っ て く る 。 こ の よ う に 、
授業内容以前 の要因 で大学生活 を 送 る こ と が難 し
く な る 学生が多 い こ と を 念頭 に 置 き 、 支援 に 当 た
る 必要があ る 。
修学支援 を 展 開す る に あ た っ て、 教育上の合理
的 配慮が必要 な学生 は多 い 。 発達障がい の あ る 学
生 の 困 難 さ に は個 人差が多 く 、 必要 な 配慮 も 個 々
人 に よ っ て異 な り 、 定型化す る こ と が難 し い 。 ま
た 、 状況 に よ っ て必要 な 配慮 も 異 な っ て く る 。 そ
の た め、 支援室 で は 、 合理的配慮 に お け る 標準的
な 手続 き や 内 容 を 固 定 し て お く の で は な く 、 状況
に応 じ て 、 そ の都度支援 を 受 け る 学生 と 支援者 (配
慮提供者含む ) の 双方が納得で き る 配慮 を 、 試行
錯誤 を 重ね な が ら 探究す る 支援活動モ デル を 確立
し た 3 ) 。 そ の結果、 富 山大学で は 、 こ れ ま で、 IIC
レ コ ー ダ ー での 講義の録音許可」、 「 レ ポ ー ト 提出
期 限の延長」 、 「 中 間 ・ 期 末 テ ス ト の 別 室受験」 、 「講
義 資料 に 科 目 名 ・ 日 時 ・ 教員 名 の 記入」 等 の合理
的 配慮が実施 さ れ、 修学上の効果 を あ げて い る 。
( 2 ) 心理教育的 サ ポ ー ト
自 分 自 身 の特性 を 認識 し 、 自 己理解 を 進 め な が
ら 適切 な対処法 を 知 る こ と に よ っ て、 将来的 な 自
立 を 目 標 と す る 発達促進的 な サ ポ ー ト で あ る 4 ) 。
大学生活 に お け る 実際的 な 場面での支援 は 、 単 に
直接的 な行動 を 支 え る だ け だ と 思 わ れがち で あ る
が、 我 々 の 支援 は 、 行動の 意味づけ を 大切 に し て
い る 。 つ ま り 、 あ る 行動 の 背景 に あ る 概念や意味、
価値 な ど を 語 り 、 二者 間 で共有で き る 「共通認識」
を 作 っ て い く 。 そ し て 「考 え る こ と ・ 思 う こ と 」
と 「行 う こ と 」 の 距離 を お 互 い に確認 し な が ら 、
そ の距離 を 縮 め て い く と い う 協働作業が面談の 中
で行 わ れ て い く 。
青年期 の発達段 階 に あ る 発達障がい大学生への
支援 は 、 具体的 問題の解決だ け に と ど ま ら ず、 問
題 を 解決 し た り 解消 し た り す る プ ロ セ ス を 通 し て
青年期 の心身の成長 を サ ポ ー ト す る 発達促進 的 な
意 味合いがあ る 。 つ ま り 、 実際的 な 行動や、 行動
選択 に 関 す る 支援 を 一義 的 な 目 的 に し な が ら も 、
彼 ら の漠然 と し た 内 的世界 を 言語的 に 表現 し 、 自
分 自 身 を 見つ め る 自 己理解の た め の支援 に 発展 さ
せて い く こ と に 大 き な 意義があ る 。 彼 ら の 混乱 は 、
未来の 自 分への不安や社会的 自 立への不安が根底
に あ る 場合が多 い。 そ の 困 難 さ の 自 覚 は 苦 し み を
伴 う も の で あ る が、 支援者が心理的 な サ ポ ー ト を
行 い つ つ 、 彼 ら の 変容過程 を 下支 え す る こ と で、
学生 は精神 的 な成長や 変容への扉 を 開 く こ と が可
能 に な る と 考 え て い る 。 大学生活 は 、 学生 自 身が
大学で学ぶ 目 標や 将来像 を 描 く こ と 、 そ し て 、 自
分 自 身 の 弱み と 強み を 引 き 受 け て生 き て い く こ と
へ の 自 覚 を 持つ こ と な ど、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ に 関
わ る 大 き な 課題 に 対峠す る 時期 で あ る 。 こ の よ う
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な 人生 の節 目 に 当 た る 青年期 の学生の心的成長 を
促 し、 彼 ら が肯定的 な 自 己像 を も つ た め の心理教
育 は最 も 重要 な 支援の一つ で あ る 。
( 3 )  修学支援事例
い く つ かの 支援事例 を 、 特徴的 な エ ピ ソ ー ド を
交 え て紹介す る 。
< 事例 1 : 実習 での 配慮要請 を 行 な っ た A さ ん >
A さ ん は ま じ め な 学生で、 1 年 次 の 単位取得 は
順調 だ っ た 。 と こ ろ が、 2 年生 の 実験実習 が始 ま っ
た 頃か ら グ ル ー プ活動の機会が多 く な り 、 そ の な
かで う ま く 話の輪に入 る こ と がで き ず、 孤立感 を
も つ よ う に な っ た。 「ず っ と 前 か ら グ ル ー プ活動
は苦手です。 話 に 入 っ て い く タ イ ミ ン グが わか り
ま せん。 自 分の役割 も こ なせ な い ま ま 、 突 っ 立 っ
て い る こ と が多 く 、 自 分が情 け な く な り 、 グ ル ー
プの メ ン バ ー に 申 し訳な い 」 と 言 う 。 他の学生か
ら 「役 に 立 っ て い な い」 と 思 わ れて い る よ う な気
が し て 、 そ れがい じ め に つ な がっ て い く の で は な
い か と 不安 に な っ た 。 そ の不安 は 実験実習 だ け に
と ど ま ら ず、 他の科 目 に も 影響 を 及 ぼ し 、 授業 中
に教室 を 飛 び出す こ と が多 く な っ た。 教員 か ら 紹
介 さ れた支援者 は A さ ん と 話 し合い、 実験実習 で
の不安感 を 確認 し た後、 授業担当 教員 に グ ル ー プ
編成の 配慮願い を す る こ と に な っ た。 担 当 教員 は
A さ ん の 日 頃 の授業態度 を 評価 し て お り 、 グ ル ー
プ構成 員 が そ の つ ど変 わ る 編成 に 変 え て く れた。
そ の 結果、 A さ ん は気持 ち が楽 に な り 、 実験実習
に 出席 す る こ と がで き る よ う に な っ た 。 そ の 後、
同 じ学年で話がで き る 人 を 見つ け、 一人で は把握
で き な い情幸R を {云 え て も ら う こ と カtで き る よ う に
な っ た 。 A さ ん は、 「大学 で は 誰 も 自 分 を 排斥 し
な い の で安心です。 で も 、 ち ょ っ と し た孤立感が、
昔 の い じ め を 思い 出 し ま す。 私 に と っ て コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン は と て も 難 し い課題です」 と 、 自 身 の
社会的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 困 難 さ を 語 る よ う に
な っ た 。 そ の 後、 A さ ん は 順調 に 単位 を 取得 し 、
修学上 の 問 題 は な く な っ た が、 「 自 分の性格 を 知
り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で苦労す る 原 因 を 知 り た
い 。 そ し て 、 就職活動 に 臨 み た い 」 と 、 積極的 に
支援の継続 を 求め た 。 支援室 で は 、 研究窒 で の 人
間 関係 に 関す る 疑問 や気づ き を 話 し合い、 支援者
と の ロ ー ル プ レ イ 等で よ り ス ム ー ズ な や り と り を
学 ん だ り 、 支援室が主催す る 小集 団活動 に参加 し
て 、 同 世代の学生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活動 を
体験 し た。 ま た 、 自 己理解の た め の 個別面談 も 重
ね、 就職活動への準備 を 進め て い っ た。
く 事例 2 : ス ケ ジ ュ ー ル管理が苦手 な B さ ん >
B さ ん は レ ポ ー ト 課題 に取 り かか る ま で に非常
に 時 間 がかかる タ イ プで あ る 。 課題 に 向 き 合 う と
し ば ら く は ボー っ と し た り 、 ネ ッ ト サ ー フ イ ン で
気分 を 盛 り 上 げた り し な い と や る 気 に な ら な い。
そ う し て い る う ち に 次 の 課題が加 わ り 、 徐 々 に 課
題が増 え て い く こ と に な る 。 こ の よ う な 状況 の 中 、
B さ ん は そ の 年 の 単位取得がで き ず、 留年が決定
し た。 心配 し た母親が B さ ん を つ れて 支援室 を 訪
れ、 特性 に 対す る 支援が開始 さ れた 。 ス ケ ジ、 ユ ー
ル 管 理 を し た こ と が な い と い う B さ ん に 、 ス ケ
ジ ュ ー ル 帳 を 購入 し て も ら い 、 1 週 間 ご と に 面談
を し 、 授業内容 と 課題 を 確認 し て い っ た。 手帳に
は締切 日 を 記入す る と と も に 、 課題 に取 り 組む 日
時 を 決め、 書 き 込ん で い く よ う に し た 。 ま た 、 一
日 の生活パ タ ー ン を 書 き 出 し 、 どの タ イ ミ ン グ な
ら 課題 に 取 り 組む こ と がで き る か を 話 し 合い 、 B
さ ん の こ だ わ り や気分 も 考慮 し な が ら 、 一番実行
可能 な ス ケ ジ、 ユ ー ル を 組み立て て い っ た。 B さ ん
は課題の 内容 よ り も 、 課題 に 取 り 組 む と い う 実行
の 部分がス ム ー ズ に い か な い こ と が問題 と な っ て
い る 。 支援者が実行の部分 を サ ポ ー ト す る こ と に
よ っ て 、 無事単位 を 取得す る こ と がで き た 。 進級
し た B さ ん は、 現在 も 週 1 田 の 面談 を 続 け て い る
が、 ス ケ ジ ュ ー ル管理が う ま く い く よ う に な っ た
後、 そ れ ま で、失敗が多 か っ た 持 ち 物 の 管理 に つ い
て も 工夫す る よ う に な っ た 。 自 分に と っ て使いや
す い フ ァ イ ル を購入 し 、 色別 に 整理す る な どの 工
夫 を し て い る 。 相変わ ら ず、 失敗す る こ と も 多 い
が、 問題 を 引 き 起 こ す ま で に は至 ら ず、 順調 に 修
学 し て い る 。 ま た 、 長期休暇 に は事務の ア ルバ イ
ト を 体験 し 、 働 く イ メ ー ジ を 持つ 機会 を 作 っ た 。
発達障がい の あ る 大学生への支援
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家族の サ ポ ー ト も あ り 、 順調 に ア ルバ イ ト に専念
す る こ と がで き 、 労働 に 見合 っ た 報酬 を 得 る こ と
がで き た。 こ の 体験 は B さ ん の 自 信 に つ な が り 、
自 己管 理に 関 す る 意識が強 く な っ た だ け で な く 、
こ れ ま で漠然 と し て い た 就職や働 く こ と の実感 を
語 る よ う に な っ た。
3 . 発達障がいのある大学生に対する就職支援
発達障がい の あ る 学生への就職支援 は 、 修学支
援に引 き 続 き 行 わ れ る が、 多 く の場合非常 に 大 き
な 困 難 を 伴 う 。 特 に 、 平 成 21 年 度以 降、 一般就
労 に 至 る 学生 は 少 な く 、 我 々 の 就職活動支援 は、
ハ ロ ー ワ ー ク や地域障害者職業 セ ン タ 一 等外部の
就労支援機関 と の連携 ・ 協 同 を 視野 に 入れた就職
活動支援モ デ ル を 構築 す る 必要性が出 て き た 3 ) o
現在、 近 隣 の 地域に 限 っ て は い る が、 支援者が学
生 (卒業生 も 含む) と 一緒 に ハ ロ ー ワ ー ク や地域
障害者職業セ ン タ ー に 出 向 き 、 職業評価や職業実
習 に 臨席 し 、 彼 ら の特d性 に 合 っ た 職業選択 を 目 指
し た 移行支援 を 行 っ て い る 。 実際 に就労支援機関
と 会議 を 重ね て い く う ち に わ か っ た こ と は 、 学生
と 担当 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援の 必要性で
あ っ た 。 移行支援 を 開始 し た 当初 は 、 就労支援機
関 に つ な い だ時点で、 支援室 の 役 割 は 終了 す る と
予想 し て い た が、 実際 に は就労支援機関 か ら 、 大
学での支援状況や特性 に 関す る 情報提供 を 求め ら
れた り 、 彼 ら と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援 を 要請
さ れた り す る こ と が多 か っ た 。 複数の 学生 に 関す
る 支援会議 を 重ね る う ち に 、 高機能発達障がい者
の就労支援は就労専 門機 関 で も 未 だ手探 り の状態
で あ る こ と がわ か っ て き た。 具体的 に は 、 障がい
者職業 カ ウ ン セ ラ ー や ジ ョ ブ コ ー チ は、 発達障が
い学生が高 い 知 的能力 を 持 っ て い る に も かか わ ら
ず、 「言語表現が少 な い の で、 意思 の 確認が し に
く い 」 、 「支援者 の 意 図 が通 じ に く い 」 、 「指導 を 素
直 に 聞 き 入れ な い」 等、 支援の 困難 さ を 感 じ て い
る こ と が少 な く な い 。 そ し て 、 こ の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 上 の 問題が、 適切 な 配慮 を 探究す る こ と へ
の 障壁 に な っ て お り 、 そ の こ と が定着支援 に も 影
響 を 及 ぼ し、 離職 に 至 る ケ ー ズ も あ る こ と が わ
か っ た 。 こ の よ う な 実態か ら 、 我 々 が大学 に お け
る 修学支援 を 通 じ て構成 し て き た 「 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 支援」 と い う 方法論 は 、 就労支援機 関 で の
支援 に お い て も 応用 で き る の で は な い か と い う 仮
説 を 持つ に至 っ た 。
く 理系 学部男子学生 (診断有、 複合事例) への就
職支援 >
C さ ん は理系学部の学生で、 発話 は 非常 に 少 な
い も の の研究 に は熱心 に 取 り 組む ま じ め な 印象の
学 生 で あ っ た。 3 年生 の 冬 に C さ ん の就職 を 心配
し た 指 導 教員 か ら 、 学 内 キ ャ リ ア サ ポ ー ト セ ン
タ ー を 経 由 し て支援室 に 連絡があ り 、 支援室で の
就職活動支援が開始 さ れた 。 並行 し て、 保護者 に
も 現状 を 伝 え 、 就職活動 に つ い て話 し 合い を 持 っ
た 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関す る 困難 さ と 就職活
動 の プ ロ セ ス を確認 し 、 保護者の働 き か け に よ っ
て 医療機関 を 受診 し 、 ア ス ペ ル ガー 障害の診 断 を
受 け る に 至 っ た 。 そ の後、 障害者雇用 も 視野 に 入
れ、 保護者やハ ロ ー ワ ー ク と 連携 し て就職支援 を
行 う こ と と な っ た。 支援ス タ ッ フ は 本人の思 い に
沿っ て ア ドバ イ ス を し つ つ 、 必要 に 応 じ てハ ロ ー
ワ ー ク に 同 行 し 、 C さ ん と ハ ロ ー ワ ー ク 担 当 者
と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援 を 行 っ た 3 ) 。 卒業
後 1 年 間 は こ の 支援体制 を 維持 し 、 職業訓練校で
六 ヶ 月 の 訓 練 を 受 け た後、 障害者枠で採用 さ れ る
に 至 っ た 。 支援ス タ ッ フ は、 ハ ロ ー ワ ー 夕 、 ワ ー
ク サ ポ ー ト 科 ス タ ッ フ と の 支援会議 に 同席 し 、 C
さ ん の特性や 強み と 弱み に 関す る こ と を 、 職業適
性 に 絡め な が ら 説明 し 、 訓 練 を 見守 る 役割 を 担 っ
た 。 就職が き ま っ た 企業で は 、 「 口 数 は 少 な い が、
確実に仕事がで き る 点が信頼で き る 」 と 高 い評価
を 受 け、 無事、 就職す る こ と がで き た 。
く 文系学部男子学生 (未診断、 複合事例) への 就
職支援 >
D さ ん は 、 口数が少 な く 自 分の 考 え を ま と め た
り 表現 し た り す る こ と に 非常 に 時 間 がかか り 、 レ
ポ ー ト や ゼ ミ での発表 は苦手で あ っ た。 就職活動
で は面接が う ま く い かず に 、 留 年 し て就職活動 を
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や り 直す こ と と な り 、 指導教員 か ら の 連絡 を 受 け
て支援 開始 と な っ た。 字義 どお り の捉え方や、 物
事の優先順位 を つ け た り 、 自 身が置かれて い る 状
況 を 他者の立場か ら 想像 し た り す る こ と が苦手で
あ る こ と か ら 、 支援室 で は 、 自 閉症 ス ペ ク ト ラ ム
障害の特性があ る と の 見立 て で、支援 を 行 っ た 。 就
職活動支援 は 、 過去 の 就職活動 の 失敗体験か ら 、
取 り 組み始め る ま で に 時 間 がかか り 、 と り あ え ず
は、 自 己 PR か ら 取 り かか る こ と と な っ た。 ま ず
は 、 大学で学ん だ こ と を 挙 げ、 どの よ う な 学 び と
な っ た か を 確 認 し つ つ 文章化 し て い っ た 。 ま た 、
こ れ ま で の 経験か ら 自 分 自 身 の 強み を 書 き 出 し 、
表 出 の仕方 を 工夫す る 作業 を 支援者 と と も に行 っ
た 。 応募す る 会社の選択 と し て は 、 小規模で は あ
る が業務内容や 資本関係か ら 比較的安定 し て い る
と 思 わ れ る 会社 を 探 し て い っ た。 同 時 に 受 け る 会
社 を 2 � 3 社程度 に し て、 負 担 を 減 ら す戦略 を と っ
た 。 応募 し た い会社 に は、 支援者が同席す る 状況
で直接電話 を か け、 応募手続 き を 支援者 と ー諸 に
確認 し な が ら 、 そ の場で履歴書 を 作成 し て も ら っ
た 。 そ の よ う な活動が実 を 結 び、 D さ ん は 自 宅か
ら 通勤可能で、 無理 な く 勤務で き る 会社 に 一般就
労で採用 さ れた 3 ) 0
く 理系 学部女子学生 (未診断、 複合事例) への就
職支援 >
E さ ん は、 学童期 か ら 対人関係が苦手だ と 自 覚
し 、 大学入学直後か ら 保健管理セ ン タ ー で カ ウ ン
セ リ ン グ を 受 け て い た。 言葉の使い方の 厳密性や、
そ の場の雰囲気 を読み取っ た り 、 新 し い 関係 を 想
像 し た り す る こ と が苦手 な こ と か ら 、 支援室で は、
自 閉症 ス ペ ク ト ラ ム 障害の特性があ る と の見立て
の 下 で、支援 を 行 っ た 。 支援者 は 、 E さ ん に エ ン ト
リ ー シ ー ト 作成の支援 を 行 っ た 。 具体的 に は、 設
問意 図 を伝 え て、 具体的 に 面接 の と き に 暗記 を し
な く て も 応 え る こ と がで き る エ ピ ソ ー ド を 構成 し
て い っ た 。 さ ら に面接の練習 で、 エ ン ト リ ー シ ー
ト に書かれて い な い具体的 な 内容 を 聞 き 出 す た め
の 質問 を し て、 受け答 え す る 内容 を 文章化 し 、 想
定問答集の作成 を 行 っ た 。 E さ ん は 内定 を 得ず に
卒業 し た が、 そ の後 も 定期 的 に 支援室 に 通 い 、 就
職 サ ポ ー ト が続行 さ れた 。 E さ ん は ハ ロ ー ワ ー ク
で就職支援 ナ ピ ゲ ー タ ー (発達障害者支援担 当 )
に 繋が り 、 そ の 時点で支援室 と の情報共有 を 了解
し 、 三 者 に よ る 支援会議が行 わ れ た 。 E さ ん は い
く つ かの会社 を 紹介 さ れ る も の の 、 面接への恐怖
心がぬ ぐ え ず、 地域発達障害支援セ ン タ ー を 経て、
病 院 を 受診 し た。 支援会議で は就職 ま での 流 れ を
描 き 、 役割分担 を 行 っ た 。 ハ ロ ー ワ ー ク で は 地域
障害者職業セ ン タ ー に つ な ぐ と 共 に 三 ヶ 月 間 の職
業訓練の場 を 提供 し 、 支援室で は訓練の振 り 返 り
を 行 い つ つ 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 向上 を
目 指 し た 、 現在 は、 障害者職業セ ン タ ー で職業評
価 を 受 け 、 診断結果 を 待 っ て 手帳取得手続 き を 行
う 予定で あ る 。 診断 を 受 け た こ と に よ り 、 就職へ
の 見通 し が立 っ た も の の 、 「 障害」 を 受 け止 め る
た め の 精神 的混乱 は あ り 、 支援室で の カ ウ ン セ リ
ン グ も 平行 し て 行 っ て い る 。
4 . おわ り に
発達 障がい の あ る 大学生支援 は 、 彼 / 彼女 ら が
青年期 の発達段階 に あ る こ と に 十分配慮す る 必要
があ る 。 支援は発達障がい の特性の あ る 大学生 自
身が、 将来的 に 自 分 自 身 を マ ネ ジ メ ン ト し て い く
こ と がで き る よ う に な る た め の発達促進的 な 関 わ
り で な け ればな ら な い。 支援の 中 心 に 本人 を 置 き 、
支援ニ ー ズの理解 と 把握 に つ い て の 学生本人の 主
体的 な 関与 を促 し 、 そ の た め の 学生 自 身 の語 り と
経験の 意味づけ を 尊重 し て い く 態度が重要で あ る
と 考 え て い る 4 ) o
支援室 で は、 支援 に 必要 で、 あ る と 判 断 し た 学
生 に つ い て は、 保 護 者 面 談 を 定期 的 に 行 っ て い
る 。 多 く の保護者 は幼少期 か ら の 苦労 を 語 ら れ、
そ ん な な か に も 彼 ら の 良 さ が発揮で き る 有意義な
大学生活 を 送 っ て欲 し い と 願 っ て い る 。 あ る 学生
の 母 親 は 、 「 こ れ ま で、 こ ん な に 生 き 生 き と 生活
し て い る 我が子 を 見 た こ と があ り ま せんO た し か
に 、 社会生活 を 送 れ る 成人 に な れ る か ど う か と い
う 問題 は あ り ま すが、 そ れで も 、 一人で大学 に 通
え る よ う に な り 、 強迫症状や こ だ わ り で苦 し み な
発達障がい の あ る 大学生への支援
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が ら も 、 こ う や っ て 修学 で き て い る と い う 自 信
は、 彼 の 人生への 自 信 を 取 り 戻 し て く れ ま し た 」
と 語 る 2 ) 0 I息子 は支援 を 受 け て 2 年経 ち ま し た 。
身体 も ふ っ く ら し て 、 顔色 も 良 く な り 安心 し て い
ま す。 父親 と も よ く 話す よ う に な り 、 就職 の 話題
も 出 て き ま し た 。 息子の 意思 を 尊重 し な が ら ア ド
バ イ ス を し て い る 父親 を 見て 、 お 互 い に成長 し た
こ と を 実感 し て い ま す」 と 近況 を 連絡 し て く れ る
保護者 も い る 。 学生が 自 信 を 持 っ て 行動 し て い く
姿 は 、 家族の 中 での ま な ざ し を も 変 え て い く と 実
感 し て い る 。 高橋は 、 彼 ら の 能力 を 温か く 受 け入
れ る よ う な 家族 を 含め た サ ポ ー ト シ ス テ ム と 、 そ
の繊細 さ に 見合 っ た細やかな サ ー ビ ス が必要で あ
る と 指摘 し て い る 5 ) 。 保護者の こ れ ま で の苦労 を
労い、 保護者 と し て の役割 を 尊重 し つつ も 、 一緒
に 支援 し て い く メ ン バ ー と し て協働 関係 を 築 く こ
と が、 家族 と し て の 向 き 合い方 を 変容 さ せて い く
と 考 え る 2 ) 。
就労 を 見据 え た支援の ま と め と 課題 に つ い て述
べ た い 。 大学 に お け る 修学支援 は、 表 向 き は単位
を 取得 し 卒業す る こ と への支援で、 あ る が、 そ の 本
質的 な 目 的 は 支援 を 受 け る 学生 の 「肯定的 な 自 己
イ メ ー ジ」 と 「社会 と の つ な が り 感」 を 育 て る こ
と に あ る 3 ) 。 こ れ ら を 醸成す る こ と で、 就職支援
に比較的 ス ム ー ズ に 移行す る こ と が可 能 と な る 。
修学支援 に お い て も 就職支援 に 関 し て も 、 個 々 の
学生の特性 を 理解 し 、 彼 ら が理解可 能 な 表現で、
状況判 断 に 必要 な 背景情報 を伝 え る こ と が必要で
あ る 。 ま た、 な か な か う ま く い か な い就職活動で
自 信 を 喪失 し 、 再チ ャ レ ン ジす る 気力 を 失 っ て し
ま う 場合 も あ り 、 八方塞が り に な っ た状況 を 乗 り
越 え て い く こ と そ の も の を 支援す る こ と も 必要 に
な っ て く る 。 こ れ ま で の 我 々 の経験上、 修学支援
を 継続 し て き た 学 生 は こ の よ う な 困 難 な 状 況 で
も 、 あ き ら め る こ と な く 就職活動 に取 り 組 む こ と
がで き て い る 。 一人で解決 を 急 ぐ あ ま り に 、 失敗
し て し ま う と 、 就職活動 自 体を 大 き な挫折体験 と
し て 受け止め て し ま う こ と に な り かね な い。 し か
し 、 支援 を 受 け な が ら も 着 実 に 修学 を 全 う で き て
い る と い う 自 信 は 、 同 様 に 、 就職活動 に 関 し で も
支援 を 受 け な が ら 一歩ずつ社会 自 立へ の 道 を 歩ん
で い る と い う 実感 に つ な が っ て い く だ ろ う 。
大学で、 の 支援 を 行 っ て い る 立場の者が就職活動
支援 を 行 う メ リ ッ ト と し て 、 修学支援で、培 っ て き
た 支援者 と の 良好 な 関係性 を 活かす こ と がで き 、
就職支援 と 修学支援 を 継 ぎ 目 な く 実施 す る こ と が
で き る 3 ) 。 そ の結果、 本人が就職活動 に 無理 な く
移行で き 、 さ ら に は 、 大学支援者が就労支援機関
の 支援者 と 本人 の つ な ぎや通訳 を す る こ と に よ っ
て 、 よ り 効果的 な 就職活動が迅速 に 行 え る と 考 え
る 。 高機能発達障がい者の場合、 障害者枠の採用
で あ っ て も 、 企業 は彼 ら に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能
力 を 期待す る 。 つ ま り 、 障害者雇用 が必ず し も 一
般雇用 に 比べて有効 な 手段 と な っ て い な い現状 を
認識 し 、 そ の 中 で彼 ら が社会的 に 自 立す る た め の
移行支援 を どの よ う に 進め て い く べ き か を 考 え て
い く 必要があ る 。
今後 の 支援 の 課題 と し て、 以 下 の 5 つ を 挙 げ、
支援室 と し て の実践 を 重ね て い き た い と 考 え て い
る 。 1 ) 学生や保護者が、 発達障がいがあ る こ と
を 認識 し て い て も 、 修学 を 続 け る こ と で精一杯 な
こ と が多 い た め、 在学 中 に就職 に ま で意識 を 向 け、
就職活動 を 進め る こ と が難 し い 。 同 様 に 、 支援者
も 日 々 の修学支援 に 精一杯で、 就職 に対す る 展望
の な い ま ま 支援 を 行 っ て い る こ と が多 い。 そ の状
況 に 挑戦す る た め の一つ の 手段 と し て、 長期休暇
中 に 限定 し た イ ン タ ー ン シ ッ ププ ロ グ ラ ム 等 を 金
画 し、 就職 に 向 け た心の準備 と 自 身 の適正 を 見定
め る た め の 自 己理解の促進 を 目 的 と し た試み を 行
い 、 働 く こ と の具体的 な イ メ ー ジ を持て る よ う に
し た い 。 2 ) 採用 試験突破 を 目 的 と し た ス キ ル ト
レ ー ニ ン グ は、 彼 ら を 障がい特性 に 直面化 さ せ る
だ け で、 他の 一般学生 と 競 う ほ どに ス キ ル ア ッ プ
す る こ と は 難 し い 。 で き る 限 り 早 い 時期 に 支援 を
開 始す る と 共 に、 時 間 を か け て彼 ら の特性 に あ っ
た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 教育 を 行 い 、 そ の効果 を 実
証 し て い き た い。 3 ) 職場定着 を 考 え た場合、 本
人 の 能力 の 凸 凹 に合 っ た業務内容 レ ベ ル で の マ ッ
チ ン グが不可欠で あ る 。 イ ン タ ー ン シ ッ プ等 で こ
の マ ッ チ ン グ を 試行錯誤で き る 場 を 開発す る 必要
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があ る 3 ) 。 長期休暇 中 に 、 学内 イ ン タ ー ン シ ッ プ
を 企画 し 、 学生が就労体験す る 場 を 設け る と と も
に 、 そ の場 を 通 し て支援者が よ り 適切 な 支援方法
( ジ ョ ブ コ ー チ の役割等) の 開発 を 行 っ て い く 。 4 )
高機能発達障がい学生 に対す る 障害者枠での雇用
に 関 し て 、 就労支援機関 の 実績が少な く 、 どの よ
う な 実習 や訓 練が効果的 な の か明 ら か に さ れて い
な い 。 ま た 、 就職後の 定着支援の あ り 方 に 関 し て
も 先行事例 は少な い。 今後 は 卒業生 を 対象 と し て
「卒後支援 SNSJ を 開 設 し 、 職場定着 に 必要 な 人
的 ・ 物的環境条件 に 関 し て 明 ら かに し 、 就職 に 先
立つ実習 や訓練の質、 方法 に つ い て検討 し て い き
た い。 5 ) 一般枠での就職 を し た場合、 どの程度、
職業定着 と そ の た め の支援がで き る の か は見 え て
い な い 3 ) 。 就職継続 を 支 え る 地域の生活支援 の 必
要性 も 視野 に入れた地域 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 目
指 し て い き た い 。 協力 で き る 企業や 当 時者 と の共
同研究が望 ま れ る 。
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新入生全員 面接お よ び UPI を 用 い た
そ の後の就学状況 と セ ン タ ー 利用 の 予測 につ い て の 検討
富山大学保健管理セン タ ー高 岡支所 1) 、 富山大学芸術文化学部2)
宮 田留 美 1) 、 中川圭子1) 、 立浪 勝1) 、 福本 ま あ や 2)
Prediction of the Condition of School Attendance and the U se of U niversity 
Health Care Center Using Interview with All New Students and UPI 
Rumi Miyata， Keiko Nakagawa， Masaru Tachinami， and Maaya Fukumoto 
キ ー ワ ー ド : 全員 面接、 UPI
{目的]
当 セ ン タ ー で は 毎年新入 生 に 、 入 学 時 の UPI
(U niversity Personality Inventory) と 、 内科医
に よ る 全員 面接 を 行 な っ て い る 。 今回、 新入生全
員 面接 お よ び UPI を 用 い た そ の 後 の 就学状況 と
セ ン タ ー 利用 の予測 に つ い て検討 し た 。
[方法]
富 山 大 学 芸 術 文 化 学 部 の 平 成 22 年 度 入 学 生
120 人 を 対象 と し 、 ベ ー ス ラ イ ン 指標 と フ ォ ロ ー
指標 の 関 連 に つ い て 、 解析 ソ フ ト SPSS を 用 い
て カ イ 二乗検定 を 行 っ た 。
ベ ー ス ラ イ ン 指標 と し て 、 UPI 記録 ( 相 談希望
の 緊急性 )、 医 師 に よ る 面接記録 (①身体、 心 に
関 す る 症状②生活習 慣 ( 食事、 睡 眠 の 乱 れ )、 ③
自 宅生 / 一人暮 ら し) を 用 い 、 フ ォ ロ ー 指標 と し
て 、 平成 22 年 4 月 ~ 平成 24 年 5 月 ま で の 保健
管理セ ン タ 一 利用記録 ( 身体、 心 に 関す る 症状 と
回 数) 、 カ ウ ン セ リ ン グ利 用 、 就学継続状況 を 用
い た 。
面接 は 、 5 月 下旬 か ら 6 月 中旬 に 、 健康ス ポ ー
ツ I 授業 (必修科 目 ) と の連携で行い 、 授業内 に
5 � 6 人 の グ ル ー プ毎 に 保健 管 理 セ ン タ ー に 来
て 、 体組成系 に よ る 計測 と 医師 に よ る 個別面接 と
い う 形で実施 し た。 面接時 間 は 1 人 5 分� 20 分
と し た 。 面接 内 容 は 、 健康診断結果 (結果 を 説明
し て 渡す ) 、 既往歴 や 治療 中 の 病気等、 自 宅生 か
一 人暮 ら し か、 環境の変化に伴い発生 し やす い項
目 と し て 、 自 覚症状 ( 身体 ・ 心) 、 生活習慣 (睡眠 ・
食事の乱れ) 、 大学生活 (授業 や 人 間 関係) 、 UPI
の相談希望 ・ 必要の 緊急性 に つ い て聴取 し た 。
[結果】
UPI 記録では、 「で き る だけ早 く 相談希望」 は全
体の 1%、 「機会があ れば相談希望」 は 8% であ っ た。
そ の 後 の 医 師 に よ る 面接 記録 で は 、 57% で 身
体 の 症状、 12 % で 心 の 症状 の 自 覚、 17% で 食事
の 乱 れ、 5% で 睡 眠 の 乱 れ の 自 覚 を 認め た。 一 人
暮 ら し は全体の 63% で あ っ た ( 図 1 ) 。
【結果】 ベース弓イソ指標
U PI (回限率93%)
できるだけ早く相談希望 1 人 ( 1%) 
機会があれば相談希望 7人 ( 8%) 
全員面接
72% 
身体症状の自 覚
心症ばの 自 覚
童事の古L:hの自 覚
睡眠の乱れの自 覚
一人暮らし
ロ1 できるだl才早く植腸望
図2 穣会があれば守屋輔望
日2 相談を必要とす引まと市立t，A 1
悶4 健康上医官m l
68人 (5 7 %)
1 4人 (12%)
20人 ( 1 7%)
6人 ( 5 %) 
7 5 人 (63%)
〈実施率99%)
図 1 . UPI 相談希望 と 全員面接の結果
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保健管理セ ン タ ー 利用記録で は 、 面接後の 身体
症状で の 利用 は 全体 の 86%、 心 の 症状で の 利 用
は全体の 13% であ っ た。 カ ウ ン セ リ ン グ利用 は 、
全体の 7 % で、 心の症状で保健管理セ ン タ ー を 利
用 し た 学 生 の 約 半数で あ っ た 。 就学継続状況 は 、
退学者が 3 % で休学者が 1 % で あ っ た。
面接時 の 身体 ・ 心の症状や食事 ・ 睡眠の乱れは
い ず れ も UPI で の 相 談希 望 と 関 連 を 認 め た ( 図
2 ) 。 面接時心 の症状 を 認め た 例 で は、 そ の 後心
ロ υ仰Pl河で1法また白はま由2(何でき昂るだ初け早軟く、 また担はま訓4桜誕胎会があれぱ棺揺i談炎締希望艶〉と担回答乱した臼恰
窃 υP悶i河マ官制1以灯〈何でき白るだ初け阜駅く相揺i談炎締希望卦〉と掴回答乱した団害割IJ恰j惜合 E震露際努努?雪現n 一人蓉らし
63%1 NS 1 63% 
面談時の身体・心の症状 面談時の食事・睡眠の乱れ
なし あり なし あり
(n=45) (n=74) (n=95) (n=24) 
図 2 . 面接時の身体 ・ 心症状、 食事 ・ 睡眠の乱れ と
UPI 相談希望の緊急性 と の関連
の症状でセ ン タ ー利用、 カ ウ ン セ リ ン グ利用 が多
か っ た。 ま た 面接時身体症状 を 認 め た 例 も 、 心の
症状で の セ ン タ ー利用、 カ ウ ン セ リ ン グ利用 が有
意 に 多 か っ た ( 図 3 ) 。 食事の 乱 れ の 自 覚 は 一 人
暮 ら し と は有意 な 関連 は な か っ た が、 そ の後心の
症状での セ ン タ ー利用が多 か っ た 。 面接時 に 睡 眠
の乱れを 自 覚 し て い る 者で は、 退学者が有意 に 多
か っ た が、 う ち UPI で 不 眠 あ り と 回 答 し て い た
例 は な か っ た (図 4 ) 。 結果 を 以下 に ま と め る 。
l . 面接時 に認め た 身体 ・ 心の症状や食事 ・ 睡眠
の 乱 れ は い ず れ も UPI で の 相 談希 望 と 関 連 し
た 。
2 . 面接時心の症状 を 認め た例 で は、 そ の後心の
症状での セ ン タ ー利用、 カ ウ ン セ リ ン グ利用 が
多 か っ た 。
閉 その後、 身体の国間センタ」利用 務j その後、 心の副主でセンタ」利用
臼 その後、 力ウン也Jンタ利用
871% 陥 蹴
面談時J心の症状
なし あ り
(n=105) (n=14) 
部 面談時身体の症状
なし あ り
(n=51) (n=邸}
図 3 . 面接時の心 ・ 身体の症状 と 、 そ の後の保健管
理セ ン タ 一利用状況 と の関連
塁率 その後、 退学例
面談時睡眠の乱れ
なし あ り
(n=113) (n=6) 
こ のうち 、 UPIで
“ 不眠あ り " と 回
答して い た 例 は 、
いなかった
図 4 . 面接時の睡眠の乱れ と そ の後退学例 と の関連
3 . 面接時身体症状 を 認 め た 例 も 同様 に 、 そ の 後
心の症状での セ ン タ 一 利 用 、 カ ウ ン セ リ ン グ利
用 が有意 に多 か っ た 。
4 . 食事の乱れの 自 覚 は 、 一人暮 ら し と は 有 意 な
関 連 は な か っ た が、 食事の乱れの 自 覚群 で は そ
の後心の症状で の セ ン タ 一利用が多 か っ た 。
5 . 睡 眠 の 乱 れ の 自 覚群 で は 退学 例 が 有 意 に 多
か っ た 。 こ の う ち UPI で 不 眠 あ り と 回 答 し て
い た例 は な か っ た 。
[考察]
平 山 の 報告で は UPI と 面接併用 の 有 用 性 に つ
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その後の就学状況 と セ ン タ ー利用 の予測 につい ての検討
い て 、 心理 テ ス ト ま た は 健康調査 + 全員 面接 の
組み合わせの場合 に 問 題 を 把握で き る 率が最 も 高
い と し て い る 1 ) 。 ま た 、 蔵本 ら の 報 告 に よ る と 、
UPI 後 の 呼 び 出 し面接 (30 項 目 以上 に 該 当 し た
者、 Q25 項 目 に 該当 し た 者 を 対象 に 実施) を 6 �
7 月 に行い、 約 6 割 に お い て 入学直後の何 ら かの
ス ト レ ス を 感 じ て い た 2 ) 。 当 セ ン タ ー で は 、 入学
時の UPI と 6 月 に 全 員 面接 を 行 っ て お り 、 新入
生がス ト レ ス を 感 じ て い る 時期 に 、 問題の把握で
き る 率が高 い と 思 わ れ る 方法 を 用 い て い る 。 今回 、
こ れ ら の結果 と 、 そ の後 の 身体症状、 心の症状で
の保健管理セ ン タ ー 利用 や就学継続状況 と の 関 連
に つ い て検討 し た 。
今 回 の 検討 で は、 UPI で の 相 談希 望 と 面接 時
の 訴 え と の 関連 に つ い て、 面接時 の 身体 ・ 心の症
状や 食事 ・ 睡 眠 の 乱 れが い ず れ も UPI で の 相 談
希望 と 関 連 を 示 し た。 UPI で相 談希望 の 緊急性
に よ り 呼び出 し を 行い 、 話 を す る 機会 を 作 る こ と
は、 面接 よ り も 早期 に 問題解決 に つ な が る 可能性
があ る 点 で意義があ る と 考 え ら れ る 。
ま た 本検討で は 、 面接時心の症状 を 認 め た 例 だ
け で な く 身体症状や食事の乱れの 自 覚があ っ た例
も そ の後、 心の症状で セ ン タ ー利用、 カ ウ ン セ リ
ン グ利用 が多 か っ た。 身体症状や食事の乱れ を 訴
え る 学生 は そ の後心の バ ラ ン ス も 崩 し やす い 、 ま
た は 自 覚 し や す い 可 能性 が考 え ら れ る 。 UPI 実
施時 に は、 睡眠の乱れの項 目 を 選択 し て い な か っ
た学生が全員 面接で は 、 睡眠の乱れ に 関 す る 内 容
を 訴 え て い た 。 理由 と し て、 1 対 1 の 個人面談で
あ る こ と 、 約 2 ヵ 月 の大学生活 を 経験 し た の ち に
全員 面接 を 行 っ て い る こ と な どが考 え ら れ る 。 高
橋 ら は大学新入生の生活習慣に お い て、 睡 眠 の 質
は 、 食習慣や運動習慣、 ス ト レ ス と 関連が深か っ
た と 述べ て い る 3 ) 。 ま た 中 野 ら の研究 に よ る と 、
睡 眠の 質 に かか わ る すべ て の 項 目 で う つ 傾 向 の 者
と 睡 眠 の 質が悪 い者で有意差があ っ た 4 ) 。 睡眠の
良 し 悪 し は大学生活や精神面 と の 関連があ る と 考
え ら れ、 睡 眠の乱れの 自 覚があ る 場合 に な る べ く
早 く 問題に気づ き 、 適切 な ア ド バ イ ス や生活指導
な ど に よ り 改善す る こ と が望 ま し い。 新入生全員
を 対 象 に UPI と 面接 を 行 う こ と で、 入学後 の 早
い段階で 2 つ の ス ク リ ー ニ ン グ効果があ る と 考 え
ら れ る 。 今回我々 の 行 っ た検討か ら 全員 面接 時 に
身体 ・ 心の症状、 睡眠 ・ 食事の乱れの 自 覚 に つ い
て聴取す る こ と は 、 そ の後 の 学生生活 に お け る 保
健管理セ ン タ ー の 関 わ り 方 に つ い て 、 予測す る 指
標 に な る 可能性があ る と 考 え ら れ る 。 つ ま り 、 在
学 中 に 起 こ り 得 る 心 身 の 問題 に 対 し て個 々 の学生
への充実 し た 支援す る た め の情報に な る 可能性が
あ る と 考 え ら れる 。
平 山 は 、 UPI 実施後の利用 の仕方 (呼び出 し 方 ・
伝達方法) に つ い て、 「大切 な の は、 単 に 学生 に
結果 を 知 ら せ る だ け で な く 、 相談室や保健管理セ
ン タ ー の敷居 を低め、 カ ウ ン セ ラ ー や保健師 な ど
気軽 に 話せ る 雰囲気づ く り を し 、 今後相 談 に 来 や
す く す る こ と で あ っ て 、 そ れが一番意味があ る 」
と 述べ て い る 1 ) 。 入学生全員 が保健管理セ ン タ ー
に 来 て 医 師、 看護師 と 1 対 1 で話 を す る 機会 を 作
る こ と は、 保健管理セ ン タ ー の敷居 を 低め相談 し
やす い 関係 を つ く る 効果 も あ る と 考 え ら れ る 。
UPI 実 施 に つ い て は、 学 生 呼 び 出 し 基準 を 、
選択 し た 項 目 (Q25 : 死 に た く な る 、 Q 8 : 自 分
の 過去や家庭 は不幸で あ る 等) や総得点が高 い学
生 を 対象 に し 、 事前 に 呼び出 し 面接 し て い る 大学
も あ る 。 今後、 よ り 有用 な 面接 に な る よ う 、 聴取
の 内容 や UPI の 具体的 な 項 目 が何 の 良 い 指標 に
な る か、 さ ら に 関連 を 検討 し て い き た い。
[結論]
全 員 面 接 の 結果 は UPI と と も に 、 学 生 の 心 身
の健康管理に 有用 な 予後予測指標 と な り う る と 考
え ら れ た 。 ま た、 全員 面接 は 、 入 学 時 の UPI で
ス ク リ ー ニ ン グ し き れな い 、 そ の 後の 経過 の予測
に 有用 で あ る 可能性が考 え ら れた 。
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発達障がい 学生支援 に お け る 合理的配慮 を め ぐ る 現状 と 課題
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1 . は じめ に
平成 24 年 6 月 に 文部科学省 は 「 障 がい の あ る
学生の修学支援 に 関す る 検討会J (以下、 検討会)
を 設置 し 、 同 年 12 月 に 報告 ( 第 一 次 ま と め ) 1 )  
を 公 開 し た。 そ の 中 で大学等高等教育機 関 に お け
る 障がい の あ る 学生への合理的配慮 に つ い て の 考
え 方が示 さ れた。
こ の 動 き は 、 平成 18 年 に 国連総会で採択 さ れ
た 障害者権利条約 の締結 に 向 け た取組の 一環であ
る と 同 時 に 、 障害者差別禁止法制定 も 見据 え た も
の で、 こ の報告で示 さ れた方針 は 今後の大学 に お
け る あ ら ゆ る 障がい学生への支援 を 強 く 後押 し す
る も の で あ り 、 社会的 に も 重要 な 意義 を も っ と 思
わ れる 。
一方筆者 ら は、 富 山大学 ア ク セ シ ビ リ テ イ ・ コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援室 (Hub for Accessibility 
and Communication Support) (以下、 HACS) で
の 、 発達障がい の あ る 大学生への修学支援の経験
か ら 、 発達障がい学生への合理的配慮の提供 に お
い て は、 他の 障がい と は異 な っ た 視点が必要 で あ
る と 感 じ て い る 。 そ の 理由 と し て 、 発達障がい の
あ る 学生の支援 に お け る 以下 の よ う な特有の問題
を 指摘 で き る 。
① 医学的 に 未診断の学生が多 い 。
② 診断の有無 に 関 わ ら ず、 適切 な 自 己理解 に 困
難があ る こ と か ら 、 自 分に 必要 な 配慮 ・ 支援
を 自 覚 し て い な い こ と が多 い。
③ ①②の 理由 に よ り 、 学生本人が主体的 に 配慮
の 要請行動 を 起 こ す こ と が困 難 で あ る 。
④ 苦情 ・ 不満や対人関係上の ト ラ ブル な どが相
談の き っ かけ と な る 学生が多 く 、 当 面 の 問題
解決 と 合理的配慮が直接 に は結 びつ か な い こ
と が多 い 。
前述の 文部科学省検討会報告で は 、 合理的 配慮
の 決定過程の考 え 方 と し て 「権利 の 主体が学生本
人 に あ る こ と を 踏 ま え 、 学生本人の要望 に基づい
た 調整 を 行 う こ と が重要J 1 ) で あ る こ と が強調 さ
れて い る 。 も ち ろ ん こ の考 え 方 は 、 自 己権利擁護
の 観点か ら 大切 で は あ る が、 発達障がい の あ る 学
生が主体的 に 配慮 を 要望 で き る よ う に な る に は 、
前述の①~③の 問 題 を 十分に理解 し た上 で の パ ー
ソ ナ ル サ ポ ー ト (personal support : 個 別 支援 )
が ま ず必要 と な る 。 実際 に 富 山 大学の発達障がい
学生支援 で は 、 配慮の ニ ー ズ把握か ら 合意 に 至 る
ま での 過程 を 学生本人 と の物語的対話 を 通 じ て形
成 し て い く ナ ラ テ イ ブ ・ ア セ ス メ ン ト 2 ) を パ ー
ソ ナ ル サ ポ ー ト の 主軸 と し て お り 、 こ う い っ た 方
法論 は、 他の 障がい学生支援で は こ れ ま で特 に 意
識 さ れて こ な か っ た 。
ま た 、 ④の場合 は 、 最初 は合理的配慮 と 直接 は
結 び付 か な い主訴で相談が始 ま る が、 面談の経過
中 に 発達 障 が い 傾 向 が明 ら か と な り 、 周 囲 に コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 の 配慮 を 求め る 必要がでて く
る こ と も 多 い 。 つ ま り 、 来談学生 を 発達障が い の
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あ る 学生 と 見 な すか ど う かの判 断 を 行 う 前 に 、 暫
定的 な 支援計画 を 立 て て初期対応 に あ た る 必要が
発生す る 。
こ う い っ た現状か ら 、 発達障がい学生への支援
を 有効 に 実践す る た め に は、 他の 障がい学生 に 一
般的 に 適用 さ れ る 合理的配慮の提供 プ ロ セ ス へ の
理解だ け で は不十分で あ る こ と を 筆者 は 指摘 し た
し ) 0
以上か ら 、 本稿 で は、 「 障 がい の あ る 学生 の 修
学支援 に 関 す る 検討会」 報告 (第一次 ま と め) 1 ) と 、
発達障がい の あ る 学生への支援 を 取 り 巻 く 問 題 に
つ い て の 筆者 ら の経験 を 照 ら し合わせつ つ 、 発達
障がい の あ る 学生支援 に お け る 合理的配慮の提供
の あ り か た を 、 主 と し てパ ー ソ ナ ルサ ポ ー ト と の
関 係 に 焦点 を 当 て て論 じ る 。
2 . 発達障がい学生 において重要 と なる 合理的配
慮の考え方
ま ず、 今回 の検討会で の 「大学等 に お け る 合理
的 配慮 の 定義」 を 引 用 す る 。 こ の 定義 は基本的 に
障害者権利条約 に基づい て い る が、 国 内 法 (障害
者基本法) と の整合性 も 配慮 さ れて い る 。
定義 : r 障害 の あ る 者 が、 他 の 者 と 平等 に 「教
育 を 受 け る 権利 」 を 享 有 ・ 行使す る こ と を 確
保す る た め に 、 大学等が必要かっ 適当 な 変更 ・
調 整 を 行 う こ と で あ り 、 障 害 の あ る 学 生 に 対
し 、 そ の 状況 に 応 じ て 、 大学等 に お い て 教育
を 受 け る 場合 に 個 別 に 必要 と さ れ る も の 」 で
あ り 、 か っ 「大学 等 に 対 し て、 体制 面、 財 政
面 に お い て 、 均 衡 を 失 し た 又 は 過 度 の 負 担 を
課 さ な い も のJ 1 )  
検討会で は 上記の定義の も と 、 合理的 配慮 の考
え 方 を 、 「機会の確保J r情報公開J r決定過程J r教
育方法等J r支援体制J r施設 ・ 設備」 の 5 項 目 に
分 け て 整理 し て い る 。
こ こ で は特 に発達障がい学生の修学支援 に お い
て重要 と な る 検討 内 容 に絞 っ て論 じ て い き た い 。
a. 障害の あ る 学生の範囲
障害者基本法が平成 23 年 に 改正 さ れ発達 障害
者 も 法的 に 障害者 と 定義づけ ら れた こ と で、 検討
会 に お い て も 発達障がい学生 を 障がい の あ る 学生
の 範 囲 の 対象 と し て い る 。 し か し 、 前述の よ う に
現在大学で把握 さ れて い る 発達障がい の あ る 学生
は そ も そ も 未診断の状態 であ る こ と が多 く 、 ま た
容易 に 受診や診断 に つ な げ ら れ な い繊細 な 問題 も
含 ん で い る 。 そ の た め 、 大学 に お い て発達障がい
支援の対象 と な る 学生 に は、 診断等の状況 に よ っ
て 以下 の 3 つ の段 階 を想定 し て 支援 を 選択す る こ
と が現実的 であ る と さ れて い る 3 ) o
第一段 階 は 「普段の行動か ら 発達障害の可能性
が想 定 さ れ 本 人 や 保 護 者 が支援 を 求 め て き た 場
合」 や 「本人が障害 を 認識せず 自 主的 な 申 し 出 が
な い も の の ， 周 囲 の 人 間 が何 ら かの 困難 を 感 じ て
い る 場合」 で あ り ， 診断書や専 門 家 の 意見 は必要
と し な い段階。
第二段 階 は r (療育手帳や精神 障害者保健福祉
手帳 と い っ た ) 手帳や診断書 な どの公的 な 証明 は
な さ れて い な い も の の ， 校医や学生相談室 な どの
学 内 の専 門家の意見で発達障害の可能性がか な り
高 い と 思 わ れ る 場合」 で， 大学 に所属 す る 専 門家
の 意見が反映 さ れ る 段階。
そ し て 第三段階 は 「専 門 医 を 受診 し 発達障害
の診断 を 受 け ， 障害で あ る こ と の証明 (先述の 手
帳の ほ か， 医師か ら の診断書等) があ る 場合」 と
い う 公 的 な 証明書が存在す る 段階であ る 。
合理的配慮提供の対象 と な る た め に は、 障がい
学生 と 見 な す根拠が示 さ れ る 必要があ る と 考 え る
な ら ば、 上記の 3 段階の う ち 、 合理的 配慮が検討
さ れ る 対象 と な る 学生 は 第二段階以 降 に 限 ら れ る
と い う こ と に な る 。 し か し 、 第一段階の学生の場
合に お い て も 、 周 囲 の 混乱が大 き い場合や、 学生
本人が問題に無 自 覚で あ る た め に 支援 に 困難 を き
た す こ と も 多 い た め 、 大学組織 と し て は寧 ろ 最 も
丁 寧 な 対応 が必要 と さ れ る 段 階 で あ る と も 言 え
る 。 ま た 、 発達障がい学生支援の観点か ら は、 ア
セ ス メ ン ト や支援ニ ー ズ把握の た め に 障がい特性
を 理解 し た 上での き め細やか な 初期対応が必要 な
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段階で あ る と 言 え る 。 結局 の と こ ろ 、 第一段階で
の 注 意深 い 配慮 な し で は、 そ も そ も 学 内 の 発達
障がい の専 門家の判 断あ る い は 医療機関での診断
に 結 び付 け る こ と も で き ず、 合理的 配慮 の必要が
あ っ て も そ の 対象 に さ え さ れ な い と い う こ と に
な っ て し ま う 。
b. 合理的配慮 の対象 と な る 活動の範囲
検討会 で は 、 合理的 配慮 の 対象 と な る 学生の活
動の範囲 を 「授業、 課外授業、 学校行事への参加
等、 教育 に 関す る 全て の事項」 の教育上の活動 に
限定 し た。 教育 と は 直接 に 関与 し な い 「学生の 活
動や生活面への 配慮」 に つ い て は、 大学等 に お い
て提供すべ き 合理的配慮の対象で は な い と し た う
え で、 そ の 判 断 は各大学等 に 委ね ら れた l ) o
発達障がい の あ る 学生の場合、 そ の 障がい特性
上、 課外活動や生活面で も 様々 な 困難 を 抱 え る こ
と は多 く 、 そ の こ と が教育上の活動での支障に 結
び付 く こ と があ る 。 そ の た め教育活動以外は全て
合理的 配慮 の対象外 と し て単純 に切 り 分け る こ と
は 難 し い。 し た がっ て 、 少 な く と も 発達障がい の
あ る 学生 に対 し て は、 生活面の 困 難 さ や対人関係
上 の 問題 な どの対処法 を 個別面談で話 し合い、 ア
ド バ イ ス を 行 う と い っ たパ ー ソ ナ ル サ ポ ー ト の必
要性 は 無視で き な い 。
C. 合理的配慮 の決定過程
前述 の よ う に検討会報告で は、 合理的配慮の 決
定過程 に お い て は、 i (前略) 権利の 主体が学生本
人 に あ る こ と を 踏 ま え 、 学生本人の要望 に 基づい
た 調整 を 行 う こ と が重 要 で あ る J 1 ) こ と が示 さ れ
た 。 こ れ は発達障が い で も 特 に 自 閉症 ス ペ ク ト ラ
ム 障害の あ る 学生 に と っ て 難 し い課題 と な る こ と
が予想 さ れ る 。
一方、 合理的配慮 の 合意形成過程 に つ い て は、
「学生本 人 の 教育 的 ニ ー ズ と 意思 を 把握す る 際 に
は 、 障害の た め学生が単独で大学等 と の意思疎通
を 行 う こ と が困 難 な 場合があ る こ と な ど に も 留 意
し 、 必要 に応 じ、 障害 に 関す る 専 門家の 同 席 を 促
し た り 、 学内外の リ ソ ー ス や支援 に 関す る 情報 を
整理 し て学生 に示すな ど、 意思表明 の プ ロ セ ス を
支援す る こ と が重要で あ る J 1 ) と さ れ、 音声 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン が困 難 な 聴覚障害学生 を は じ め 、 社
会的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 困 難 さ の あ る 自 閉症 ス
ペ ク ト ラ ム 障害学生 な ど に も 配慮 し た 考 え 方が示
さ れて い る こ と は意義深い 。
次 に 、 発達障がい の あ る 学生 に と っ て特 に重要
な 意 味 を も つ こ と に な る 合理的配慮 の決定過程 に
お け る 「根拠資料」 に つ い て は以下の よ う に示 さ
れて い る 。
「合理 的 配慮 の 決定 に 当 た っ て は、 他 の 学生 と
の 公平性の観点か ら 、 学生 に 対 し 根拠資料 (障害
者手帳、 診断書、 心理検査の結果、 学 内外の専 門
家 の所見、 高等学校等の大学入学前の 支援状況 に
関す る 資料等) の提出 を 求め、 そ れ に 基づ く 配慮
の決定を 行 う こ と が重要であ る 。 J 1 )  
こ こ で重要 な の は 障害者手帳や 医療機関 の診断
に 限 ら ず、 学内外の 専 門 家の 所見が根拠 と な る こ
と であ る O 学内外の 専 門 家 が どの よ う な 立場の者
で あ る か は 明示 さ れ て い な い が、 学 内 で あ れ ば、
学校医や保健管理セ ン タ ー の 医師、 カ ウ ン セ ラ ー 、
学生相談室、 障害学生支援室、 ま た は発達障がい
を 専 門 領 域 と し た 教員 な どが該 当 す る と 思 わ れ
る 。 一方、 学外の地域専 門機関 と し て は、 ま ず発
達障害者支援セ ン タ ー が考 え ら れ る 。 大学 に 地域
の支援 リ ソ ー ス の情報が少 な い場合 は 、 そ こ か ら
青年期 の発達障がい を 診る こ と がで き る 医療機関
を 紹介 し て も ら う こ と がで き る だ ろ う 。
し か し 、 どの よ う な 立場の専 門 家 の所見か に 関
わ ら ず、 学部や教職員 等 に 示 さ れ る 根拠資料 に 求
め ら れ る の は 、 診断名 だ け で は な く 、 当 該学生が
どの よ う な 障がい特性 に よ っ て 、 どの よ う な 困 難
を 抱 え て い て 、 配慮 に よ っ て どの よ う な効果が見
込め る か と い っ た 具体的 な 情報で あ る 。 つ ま り 、
そ の 配慮 の 必要性 を 周 囲が十分に理解 で き る た め
の 資料で な く て は な ら な い 。 特 に発達障がい の場
合、 障がい 名 だ け で は個 々 の 困難 さ が伝 わ ら な い
た め、 診断名 や心理検査の 数値的 な 情報だ け で な
く 、 当 該学生 の 困 難 な 状況 と そ の理 由 が伝 わ る ス
ト ー リ ー の提示が必要だ と 考 え ら れ る 。
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d. 教育方法等
検討会報告で は 、 教育方法等の 配慮 と し て、 情
報保障、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 の 配慮、 教材の 配
慮、 学習 空 白 への 配慮、 実習 や イ ン タ ー ン シ ッ プ
で の 配慮、 試験で の 配慮、 成績評価 の 配慮、 心理
面 ・ 健康面の配慮 を 挙 げ、 そ れぞれに つ い て留 意
点 を 挙げて い る 1 ) 。 も ち ろ ん発達障がい学生 に は
どの 配慮項 目 も 必要で は あ る が、 こ こ で は コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 上の 配慮 に 焦点 を 当 て て 考 え て み た
し =。
発達障がい の あ る 学生か ら の相談で は 、 i (教員
の ) 学生への 叱責が 自 分の こ と を 指摘 さ れて い る
よ う で不安 に な る J 、 「ゼ ミ の先生の話が (比聡や
ほ の め か し が多 く ) 分か ら な い 」 と い っ た話 を 聞
く こ と が多 い 。 こ の よ う に 、 教員 に は全 く 意識 さ
れて い な い形で発達障がい学生が困 っ て い る こ と
は 多 く 、 「字義通 り の 理解」 や 「話 し 手 の 意 図 の
読み取 り の 困難 さ 」 と い っ た特性へ の理解 ・ 配慮
が必要で あ る 。 検討会報告の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
上 の 配慮 に つ い て の 記述 は、 「 あ わ せ て 、 こ と ば
の 聞 き 取 り や理解 ・ 発声 ・ 発語等 に 困難 を 示す学
生 の た め に 必要 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 の 配慮
を 行 う こ と が重要 で あ る 。 J 1 ) と さ れ て い る 。 前
述の よ う な 発達障がい学生の社会的 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 困 難 さ への 配慮 に該 当 す る 部分 は 、 こ と
ばの “理解" への配慮 に 該 当 す る も の と 思 わ れ る
が、 よ り 一層具体的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 の 配
慮 に つ い て の記載が必要で あ ろ う 。
e. 支援体制
発達障がい学生への支援が十分 に 機能す る た め
の体制 に つ い て は 、 ま だ各大学が模索 中 で あ る が、
ポ イ ン ト し て は診断の な い学生 も 支援で き る 体制
で あ る こ と 、 学部や事務組織 を は じ め学内外の部
署 ・ 機関 と の連携 を 図 れ る 体制 で あ る こ と 、 ま た
発達障がい支援 に 関 わ る 専 門性 を 有す る 担 当 者が
配置 さ れ、 見立て や支援ニ ー ズ の把握 な どの適切
な ア セ ス メ ン ト が可 能 な 体制 で あ る こ と で あ ろ
つ 。
検討会報告で は、 特 に 発達障がい学生支援 に 特
化 し た体制 の 在 り 方 は 示 さ れて い な い が、 学長の
リ ー ダ ー シ ッ プ に よ り 専 門性の あ る 支援体制 を 確
保す る 重要性や、 障がい学生支援の専 門 部署及び
専 門性 を 有す る 者 を 配置す る こ と な どが掲 げ ら れ
て い る 。 1 ) 
今後、 各大学で支援体制がつ く ら れて い く と 思
わ れ る が、 構想段階で完壁 な 支援体制 は あ り え ず、
実際 に 支援 を 行 っ て い く 中 で必要 に 応 じ て体制や
組織が柔軟に対応 ・ 変化 し て い け る こ と が重要で
あ ろ う 。
3 . 発達障がい学生へのパー ソ ナルサポー ト
前述の よ う に発達障がい学生支援 に は 、 検討会
報告で示 さ れた合理的配慮 の 範障 に 収 ま ら な い 配
慮 も あ る が、 障がい特性 に 照 ら し合わせ る と 合理
的かつ 有効で、 あ る と い え る も の は多 い 。 例 と し て
HACS で行 っ て い る パ ー ソ ナ ル サ ポ ー ト を 幾っ
か以下 に挙げる 。 ( ※ こ こ で い う パ ー ソ ナ ルサ ポ ー
ト と は 、 合理的配慮 を 障がい学生の外の環境や他
者 に 対す る 変更 ・ 調整 と 定義 し た場合、 そ れ に 対
立す る 概念で、 障がい学生 自 身 に 向 け て 行 わ れ る
個 別支援の こ と で あ る 。 よ っ て後述す る パ ー ソ ナ
ル サ ー ビ ス の よ う に 、 合理的 で は な い 配慮 と い う
概念 と は異 な る )
〆 未診断の発達障がい傾向 ( コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン 上 の 困 り 感 を も っ ) 学生へ の 相 談対応 と 、
学 内専 門 部署 と し て の 障がい に つ い て の教育
的判 断
〆 課外活動や生活面で の 困 難 さ に対す る コ ー チ
ン グ と し て の相談対応
〆 修学上 の 困 難 さ に よ る 自 己否定感や社会的 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 困 難 さ を 基 に し た孤独感
な どへの心理的サ ポ ー ト
〆 入学直前直後の大学適応支援 の 際の メ ン タ リ
ン グ
こ れ ら の、 HACS で 行 っ て い る パ ー ソ ナ ル サ
ポ ー ト の う ち 幾つ か は 、 米 国 で は合理的 で は な い
配慮 と さ れ る パ ー ソ ナ ル サ ー ビ ス に相 当 す る と 思
わ れ る が、 本邦 に お け る 検討会報告で はパー ソ ナ
ル サ ー ビ ス の概念に つ い て は あ ま り 触 れ ら れて お
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ら ず、 合理的配慮の範障 を 超 え る 配慮 を 障がい 学
生支援 と し て行 う か ど う か は各大学 の 判 断 に 委ね
ら れて い る 。
こ こ で米国 の 状況 を 参考 に 見 て み る と 、 米 国 で
は リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン j去、 ADA i去 に よ っ て 障 治宝
い学生への合理的配慮が義務付 け ら れて い る と 同
時 に 、 合理的で は な い 配慮 の概念 も 定義 さ れて お
り 、 以下の 3 つ に 当 て は ま る 配慮 は合理的 で は な
い と し て い る 4 ) 。
① Fundamental Alteration : 
履修内容、 授業、 活動の本質的 な も の を 変 え
て し ま う も の D
② Undue Hardship : 
甚 だ し い 困難や 出 費 を 必要 と す る も のO
③ Personal Service : 
個 人 的 な サ ー ビ ス と 考 え ら れる も の 。 例 え ば、
障害の診断、 車椅子、 補聴器、 食事や ト イ レ
の介護、 チ ュ ー タ ー サ ー ビ ス 、 心理 カ ウ ン セ
リ ン グ な ど。
米 国 で は 、 パ ー ソ ナ ル サ ー ビ ス は合理的で は な
い 配慮 と し て 、 障害学生支援機 関 で は 行 わ れ な い 。
例 え ばチ ュ ー タ ー サー ビ ス 、 カ ウ ン セ リ ン グ な ど
を 受 け た い 際 に は、 そ れ ら を 提供す る 別 の 部署が
キ ャ ン パ ス 内 に 設置 さ れて い る の で、 そ こ で直接
サ ー ビ ス を 受 け る こ と に な る と い う 4 ) 。
し か し 、 米 国 で も 障害学生支援機 関 の 中 に は、
障害の診断、 チ ュ ー タ ー サ ー ビ ス 、 心理 カ ウ ン セ
リ ン グ等 を 提供 す る と こ ろ は あ り 、 そ れ は合理的
配慮 以 上 の サ ー ビ ス を 学生 に 提供 し た い と い う
個 々 の支援室の 考 え に 基づい て行 わ れ て い る と い
う 。 ま た 、 近 年 で は AHEAD 年 次会議 に お い て
も 「 自 閉症者に 対 し て メ ン タ ー は 配慮 と し て 必要
かつ 有効で、 あ る J 5 ) と い う 議論が交 わ さ れた と の
報告 も あ り 、 米 国 に お い て も 障がい特性 と 照 ら し
合わせて個 々 の 配慮の必要性や有効性 を 各大学が
柔軟 に捉え て い る こ と がわ か る 。
4 . パーソ ナルサポー ト を基盤 と し た合理的配慮
の合意形成過程
こ こ で は 、 パ ー ソ ナ ルサ ポ ー ト を 基盤 と し て合
理的配慮 の 合意 に 至 っ た 典型 的 な ス ト ー リ ー を 2
つ 取 り 上 げ、 そ の合意形成過程 に お い て支援者が
ど の よ う な 視点 で 関 わ っ た か を 抽 出 す る 。 ( 尚、
以 下 に 述べ る ス ト ー リ ー は 複数の 事例 を 合成 し 、
個別情報 を 改変 し た も の で あ り 、 特定の学生 は存
在 し な い 。 )
0広汎性発達障害の診断 の あ る A さ ん の 二次障害
に対す る 合理的配慮探求の ス ト ー リ ー
A さ ん は 高校生の 頃 に 広 汎性発達障害の診断を
受 け て お り 、 現在 も 医療機関 に 定期 的 に 受診 し て
い る 学生 で あ る 。 大学入学後 し ば ら く し て 強迫症
状が現れて 落 ち 着 い て授業 を 受 け る こ と が難 し く
な り 、 保護者 と と も に 支援室 に 訪 れ た 。 そ の後、
A さ ん は何か困 っ た と き に 自 分で支援室 に相談に
来 る よ う に な っ た 。 あ る 日 、 A さ ん は 困 っ た 表情
で支援室 を 訪 れ る と 、 以下 の よ う に 悩み を 語 っ た 。
「 講義 X の 中 間 試験が近 く に あ る の です が、 ど
れ だ け勉強 し で も 焦 り と 強迫観念が消 え ず、 ほ か
の授業の勉強が全 く 手 に つ か な い ん です。 そ れで
な の か、 先 日 の授業で小 テ ス ト があ っ た 際、 斜め
前 の学生の解答が見 え た よ う な 気 に な っ て 、 カ ン
ニ ン グ を し た の で は と い う 強 迫観念 ま で 出 て き
て 、 結局書い た答案 を すべて消 し て 白 紙で提 出 し
ま し た ・ ・ 。 」
こ の 問題に対 し て 、 A さ ん は授業担当 教員 に 具
体的 に何か配慮 を し て ほ し い と は 考 え て お ら ず、
強迫観念が苦 し い か ら 何 と か な ら な い か と の相談
で あ っ た 。 支援室 コ ー デ イ ネ ー タ は、 A さ ん 自 身
で で き る 工夫 と し て 、 中 間 テ ス ト の 目 標点数 を 下
げる こ と や、 家庭で の リ ラ ッ ク ス 法 な ど、 い く つ
かの セ ル フ コ ン ト ロ ー ル の 方法 を 提案 し た 。 A さ
ん は提案 さ れた方法 で 自 分が楽 に な る か を ひ と つ
ひ と つ論理的 に 考 え た 結果、 全て効果がな い と 判
断 し 選択肢か ら 消去 し て い っ た 。 そ こ で、 コ ー デ イ
ネ ー タ は 、 A さ ん の特性 と し て 以前 に も 作業 に 見
通 し がつ か な い と き に 同様に 因 っ て い た こ と と 見
通 し がつ け ば楽 に な る 可能性 を 伝 え た 。 そ し て A
さ ん がそ の 仮説 に 納得 し た こ と を 受 け て、 i A さ
ん の希望で は な い な い か も し れ な い が ・ . J と 前
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置 き を し た う え で、 授業担当 教員 に テ ス ト の範 囲
を 確認 し て み る こ と と 別室受験 を 願 い 出 る と い う
方法があ る こ と を伝 え た 。 す る と 「他の学生 に は
伝 え ら れて い な い情報 を 聞 く の は い け な い よ う に
感 じ る け れ ど、 単位 を 落 と す わ け に は い か な い の
で ・ . J と い い 、 教員 に 配慮 を 求め る こ と に 同 意
し た 。 そ の後、 A さ ん だ け で は先生 に う ま く 事情
を 伝 え ら れ な い と い う こ と で、 支援室か ら 先 に教
員 に事情 を 説明 し、 A さ ん は そ の後 自 分で配慮 の
お願い に い く こ と がで き た 。 教員 は公平性 を 考慮
し 、 次の授業で他の学生 に も テ ス ト 範囲 を 公表 し
た 。
そ の後、 A さ ん は講義 X の 中 間 テ ス ト に 見通 し
がつ い た こ と で、 強迫症状が弱 ま り 、 結果的 に は
別 室受験は 必要 な く な っ た。
A さ ん と の対話の際 に 、 支援者が も っ た視点 と
関 わ り の ポ イ ン ト を 以下 に示す。
a. 主訴 に つ い て
支援者 は こ れ ま で の A さ ん と の 関 わ り か ら 、
困 り ご と の 内容 を 聴 い た 時点で、 合理的配慮の
必要性 を 感 じ て い た 。 し か し 、 本人が配慮 を 求
め て い な い こ と か ら 支援者か ら 先 ん じ て A さ ん
に 配慮 を提案す る こ と は避 け、 一度主訴で あ る
強迫観念 を 和 ら げる 方法 に 焦点 を 当 て る こ と に
し た 。
b. 二次障害の取 り 扱い
本来、 強迫症状への対応 は 医療分野であ る こ
と か ら 、 障害学生支援か ら 切 り 離 し 、 医療者 に
対応 を 任せ る こ と は可能 だが、 修学上 の 問 題 を
発端 と し て い る こ と と 対話 を 継続す る こ と を優
先す る た め に 話題 と し て取 り 扱 う こ と を 選択 し
た 。 支援者 と の対話 に お い て 色 々 な 対処法 に つ
い て検討 し た 結果、 自 己対処の方法で は 上手 く
い か な い こ と に納得す る こ と がで き た と 考 え ら
れ る 。
C. 困 り 感 と 障がい特性 と の 関連付 け
A さ んが焦 り や混乱 に よ っ て 困 り 感 と 自 身 の
障害特性 と を 関連付 け る こ と が出 来 て い な い こ
と に 対 し て、 支援者 は 以前 A さ ん 自 身か ら 聴 い
た 苦手 さ の話 を 引 き 合い に 出 し 、 記憶の 想起 を
促 し た 。 こ こ で初 め て 、 支援者が相談当初か ら
感 じ て い た合理的配慮の 必要性 を A さ ん 自 身 も
感 じ る こ と がで き る よ う に な っ た と 考 え ら れ
る 。
d. 合理的配慮で上手 く い く 仮説の提案
自 身 の 障害特性 と 困 り ご と と の 関連付 けが出
来 て も 、 具体的 に どの よ う な 合理的配慮が必要
か ま で分か ら な い A さ ん に 、 今の状況 を 乗 り 越
え る た め の合理的配慮 を 仮説 と し て A さ ん に提
案 し 、 A さ ん に 検証 し て も ら う こ と で 合意 に
至 っ た。
0対人 ト ラ ブル を 主訴 に 自 主来室 し た B さ ん の ス
ト ー リ ー
B さ ん は 、 未診断で障害特性 に も 自 覚の な い大
学 1 年生で あ る 。 支援室 に 来談 し た 経緯 は以下で
あ っ た 。 B さ ん は 、 体育 の授業 の 後 に 自 分のバ ッ
グが元 々 置 い て あ っ た場所か ら 別 の場所 に何度か
動か さ れて い る こ と を 「 自 分へ の 嫌が ら せ に違い
な い」 と 思い込み、 犯人 を 捜 し て ほ し い と 訴え て
来室 し た。 B さ ん は 、 初 回 来室時 に は犯人 を 見つ
け る と 息巻 い て い た が、 支援室 で 出 来 る こ と と 出
来 な い こ と を 伝 え た 上で、 ま ず は今の状況 を 整理
す る た め の話 し合い を し て い こ う と 提案す る と 意
外 に 素 直 に 合意 し て く れた 。
そ の後、 B さ ん の 話 を 聞 い て い く と 、 こ れ ま で
中学でい じ め を 受 け て い て似 た よ う な 嫌が ら せ を
さ れ て い た こ と が分か っ た 。 支援室 の コ ー デ イ
ネ ー タ は、 B さ ん に 「状況か ら 考 え る と 今回 のバ ッ
グの移動 は単純 に他の学生が 自 分の荷物 を 置 く 際
に B さ ん の バ ッ グ を ず ら し た だ け で嫌が ら せで は
な い可能性があ る 」 こ と を 伝 え た と こ ろ 、 B さ ん
は 「確実で は あ り ま せんが、 そ の可能性 は あ る の
で犯人 を捜すの は止め ま す」 と 不本意 な が ら も 諦
め た 。 コ ー デ ィ ネ ー タ は、 B さ ん に 発達障がい学
生 に よ く あ る 特徴 を 感 じ と り 、 し ば ら く 定期 的 に
来室す る こ と を提案 し た と こ ろ 、 B さ ん は快 く 承
諾 し て く れた。
そ の後、 し ば ら く 面談 を 続 け る 中 で話題 を 修学
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面 に 移 し て い く と 、 大学生 に な っ て か ら 授業で習
う 範囲以上の課題が出 る こ と や元 々 授業時 間 内 で
は終わ ら な い設定の演習があ る こ と に 不満 を 持 っ
て い て、 大学の授業 に も 馴染 め て い な い こ と が明
ら か に な っ た 。 B さ ん は こ れ ま で に も そ の こ と で
学部の教務窓 口 や学内 の他の相談窓 口 に不満 を 漏
ら し て い た が、 全 く 取 り 合 っ て も ら え な か っ た と
不満そ う に 漏 ら し た。 そ の後、 学期が変 わ り グル ー
プ ワ ー ク の授業が始 ま る と B さ ん は グ ル ー プ メ ン
ノf ー か ら 孤立 し て し ま い 課題が 出 来 な く な っ た 。
そ の こ ろ に は B さ んがア ス ペ ル ガー 症候群の特徴
を 強 く 持 っ て い る と 支援室で は判 断 し て お り 、 B
さ ん だ け で は メ ン バ ー と の 関係修復 を 図 る こ と は
困難であ る こ と が推測 さ れた た め 、 B さ ん本人の
希望 を 確認 し た う え で、 担当 の 教員 を 通 じ て特定
の テ ィ ー チ ン グ ア シ ス タ ン ト に B さ んが相談や質
問 を で き る よ う 配慮 を 要請 し た 。 担 当 教員 か ら は 、
「 こ れ ま で の B さ ん の 印象か ら 配慮 の 合理性 は 十
分 に 理解で き る 」 と し て合意が得 ら れた 。
B さ ん と の対話の 際 に 、 支援者が も っ た視点 と
関 わ り の ポ イ ン ト を 以下 に 示す。
e. 思 い 込み の可能性 と そ の対応
B さ ん は 、 バ ッ グ の位置がずれて い る こ と を
他学生の 嫌が ら せ だ と 極端 に 思 い 込 ん でい る よ
う に 感 じ た が、 ま ず は B さ ん の 思 い に 沿 っ て 話
を 聴 い て い っ た 。 ま た、 思 い 込み の激 し さ と 被
害感の 強 さ に は状況 を 捉え る 際の視野の狭 さ と
過去 に 同 様 な 経験 を し て い る 可能性 を 感 じ た と
同 時 に 、 発達障がい傾向があ る こ と も 考慮 に 入
れて対応 し た o
E 無理 な 要求 に つ い て
B さ ん の 犯人 を 捜 し て ほ し い と い う 要求 は 現
実性 を 欠い て お り 、 ま た 支援者 に は 直接応 え る
こ と がで き な い た め、 状況 を 整理す る た め の話
し合い を 提案 し 、 継続的 な 対話 を 通 じ て 関係形
成 を 図 っ て い く こ と に し た 。
g. 支援者の 考 え を 仮説 と し て伝 え る
あ る 程度 B さ ん と の支援関係が成立 し た段 階
で、 「バ ッ グ の 移動が嫌が ら せ で は な い 可 能性
があ る 」 と い う 支援者の考 え を あ く ま で仮説 と
し て伝 え た 。 B さ んが 自 分の 考 え を 否定 さ れた
と 思 わ な い よ う に、 一般的 な可能性 と し て理解
し て も ら え る よ う に 配慮 し た。
h. 多 角 的 な 把握の た め の 話題の展 開
支援者 は学生本人の 語 り に真撃 に 耳 を 傾 けつ
つ も 、 過去 に 同 様 な 問題 を 抱 え て い な い かや 、
対人 関係や学習面 な どの 周 辺情報 に も 話題 を 広
げて い き 、 学生の イ メ ー ジ を 多角 的 に捉 え る イ
ン フ ォ ー マ ル ・ ア セ ス メ ン ト を 心J卦 け た 。 そ の
結果、 修学 に お け る 合理的配慮の ニ ー ズ を 把握
で き た。
最後 に A さ ん、 B さ ん の ス ト ー リ ー か ら 見 え て
く る こ と を 幾っか に ま と め る 。
ま ず、 重要であ る と 思 わ れ る の は 、 多 く の発達
障がい の あ る 学生 に お い て、 相談当 初 の 目 的 は合
理的配慮 の要請で は な い こ と が多 く 、 徐 々 に 状況
が整理 さ れて い く 中 で合理的配慮 の ニ ー ズが浮か
び上がっ て く る と い う こ と で あ る 。 そ れ は 、 A さ
んの よ う に 医学的診断 を 受 け て い て 障がい告知 も
さ れて い る 学生 に お い て も 同様で、 追 い 込 ま れて
い る 状況 に お い て は 自 身 の 障がい特性 と 照 ら し合
わせて必要 な 配慮 を 思 い 浮かべ る こ と 自 体が難 し
い 。 こ の こ と か ら も 彼 ら に 、 い き な り 自 己権利擁
護 ス キ ル を 期待す る こ と は、 多 く の場合現実的 で
な い こ と カf わ カミ る 。
ま た 、 A さ ん の よ う な 二次障害 に よ っ て修学上
の 困 難 を 抱 え る 学生 に は、 支援戦略 と し て合理的
配慮 を 検討す る こ と も あ る 。 A さ ん の 場合、 カ ン
ニ ン グ恐怖症 は講義 X の期末テ ス ト の 見通 し が効
か な い不安 に 強 く 影響 さ れて お り 、 そ の不安が解
消 さ れた こ と で、 別室受験の 配慮 は 必要 な く な っ
た 。 こ の よ う に、 相談の発端 と な っ た 困 り 感 に対
し て支援 を 行 う こ と で、 二次障害の症状が解消 さ
れ、 二次障害 に対す る 合理的 配慮が必要 な く な る
場合や短期 的 な 実施で よ く な る こ と は多 い。
次 に 、 B さ ん の よ う な 未診断で 自 身 の特性 に 無
自 覚 な学生の 訴 え に対 し て は 、 特 に慎重 に 対応 し
て い く 必要があ る 。 対人 ト ラ ブル は、 当事者の ど
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ち ら に 問題 の 原 因 があ る か と い う 発想か ら 見 ら れ
やす く 、 そ の ト ラ ブル の 裏に 発達障がいの特性が
隠れて い る 可能性 は見落 と さ れや す い 。 B さ ん の
授業へ の 不 満 を 障 が い 特性 の 観点 か ら 解釈す る
と 、 以下の よ う な構造が見 え て く る 。
B さ ん は 自 閉症ス ペ ク ト ラ ム の特'性 を 持 っ て い
る と 考 え ら れ、 陵昧で は っ き り 決 ま っ て い な い こ
と に対 し て ど う し て い い か分か ら ず不快な気持ち
に な る 。 し か し 、 自 分の特性 を 理解 し て い な い の
で、 暖昧な 状況 と 不快 さ だ け が認識 さ れ、 自 身 の
特性 に 基づ く 現象であ る と は気付 か な い。 そ の た
め 、 自 分の不快さ は全て そ う い っ た 暖昧 な 状況や
そ れ を 作 っ た他者に よ っ て 生 ま れて い る と い う 因
果論的思考 に な り 、 他者 に 対 し て 不満や怒 り を 向
け る こ と に な り やす い 。 こ こ で支援者が、 「他者
に 対 し て不満や怒 り を 向 け る こ と は周 囲 か ら 共感
を 得 ら れに く いJ と 伝 え て も 、 本人に は そ の こ と
を 納得す る こ と が困 難で あ る 。 こ の 難 し い 問題に
対応す る に は 、 自 分の特性 に気づかせ る よ う な ア
プ ロ ー チが必要に な る 。
こ の よ う に B さ ん の ス ト ー リ ー を 見て み て も 、
発達障がい学生 に は 、 配慮の必要性 を 浮かび上が
ら せ る た め のパ} ソ ナ ル サ ポ ー ト が多 く の場合必
要であ り 、 パ ー ソ ナ ル サ ポ ー ト と 合理的配慮 は密
接 に結 びつ い て い る こ と がわ か る 。
5 . 発 達 障 が い 学生支援 に お け る 合理 的 配慮 と
パー ソ ナルサポー ト の関係
こ れ ま で の 考察か ら 、 発達障がい学生支援 に お
け る 合理的配慮 と は 、 発達障がい学生 に と っ て 困
難 な状況 に対す る 一つ の 折 り 合い の つ け方で は あ
る が、 そ れ は予 め分か っ て い る も の で は な く 、 パ ー
ソ ナ ル サ ポ ー ト を 通 じ て 初 め て 浮か び上がっ て く
る も の で あ る こ と が分か る 。 繰 り 返 し に な る が、
他の 障がい学生の よ う に 、 学生本人が合理的 配慮
の要請の た め に 来室 し て支援が始 ま る こ と は 、 現
状で は ほ ぼ皆無で あ る と 言 っ て よ い 。 す な わ ち 、
発達障がい学生支援 に お い て合理的配慮 は支援そ
の も の の 目 的で は な く 、 手段の ひ と つ で あ る と い
え る 。 言葉 を 変 え れば、 合理的配慮単体で発達障
害学生支援が成立す る も の で は な い と 言 え る 。
一方、 発達障がい の あ る 学生への支援 に お け る
ノt ー ソ ナ ル サ ポ ー ト の 役割 は多 肢 に 渡 り 、 2 章 で
述べた 「未診断の発達障がい傾 向学生への相談対
応 」 、 「 課外活動 や 生 活 面 で の 困 難 さ に 対す る 対
応」、 「一時的 な心理的サ ポ ー ト 」、 「入学直前直後
の メ ン タ リ ン グ」 な ど、 学生生活全般 を 網羅 し て
い る 。 ま た、 合理的配慮 と パ ー ソ ナ ル サ ポ ー ト が
密接 に つ な が っ て い る こ と は 、 A さ ん、 B さ ん の
ス ト ー リ ー で示 し た と お り で あ る が、 さ ら に A さ
ん の よ う に パ ー ソ ナ ル サ ポ ー ト に よ っ て、 合理的
配慮 (周 囲 や環境 に 変更 ・ 調整) の 必要が消失す
る 場合 も あ る 。
上記の考察 を ふ ま え て、 発達障がい学生支援 に
お け る 合理的配慮 と パ ー ソ ナ ルサ ポ ー ト の 関係 を
イ メ ー ジ と し て例 え る と 、 発達障がい学生支援全
体 を 1 つ の氷山 の塊だ と す れ ば、 水面下 に 大部分
を 占 め て い る パ ー ソ ナ ルサ ポ ー ト があ り 、 水面 に
浮 き 沈み し て い る 合理的配慮があ る 姿 と 考 え る こ
と がで き る の で は な い だ ろ う か。 そ の 際、 浮かび
上がっ た合理的配慮 は周 囲 か ら 見 え やす く 、 水面
下 の パ ー ソ ナ ル サ ポ ー ト は 見 え に く い。 し か し基
盤 と し て の パ ー ソ ナ ルサ ポ ー ト が し っ か り 機能 し
て い な い状況で は 、 合理的 配慮 は機能 し な い 。
こ の よ う に パ ー ソ ナ ル サ ポ ー ト は、 特 に発達障
が い 学生支援 に お い て は 欠 かせ な い 要 素 で あ る 。
し か し、 パ ー ソ ナ ルサ ポ ー ト が充実す れば合理的
配慮が必要な く な る わ け で は な い 。 適切 な合理的
配慮 に よ っ てパ ー ソ ナ ルサ ポ ー ト の 負 担が減 る こ
と も あ り う る 。 つ ま り 、 パ ー ソ ナ ル サ ポ ー ト と 合
理的配慮 は相対的 な 関係 で あ る と 同 時 に相補的 な
関係であ る と い え る 。
6 . ま と め と 今後の課題
本稿で は 、 ま ず発達障がい の あ る 学生への支援
を 取 り 巻 く 問題 を 、 検討会報告 ( 第一次 ま と め )
に 照 ら し合わせ る こ と で、 発達障がい学生への合
理 的 配慮 を 考 え る 上で の 論点 を 整理 し た。 ま た 、
パ ー ソ ナ ル サ ポ ー ト か ら 合理的配慮 に 至 っ た典型
的 な ス ト ー リ ー を も と に 、 発達障がい の あ る 学生
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への支援 に お け る 合理的配慮 と パ ー ソ ナ ル サ ポ ー
ト の 関係 に つ い て 考察 し た 。 そ の 結果、 発達障が
い学生への合理的配慮 は、 パ ー ソ ナ ルサ ポ ー ト な
し で は成立せず、 両者 は相対的かっ相補的 な 関係
に あ る こ と が導 き 出 さ れた 。
最後 に 今後の課題 を 二点挙げる 。 一点 目 は 本稿
で論 じ る こ と がで き な か っ た 発達障がい学生の合
理的配慮 に かか る コ ス ト と 負 担 に つ い て の 問題で
あ る 。 筆者の実感で は 金銭的 コ ス ト よ り も 時間 的
コ ス ト 、 作業的負担 よ り も 心理的負 担 の ほ う がそ
れぞれ大 き い の で は な い か と 考 え て い る 。 こ の 問
題 に つ い て は、 他の 障がい の合理的配慮 に か か る
コ ス ト と も 比較 し て 検証 さ れ る 必要 が あ る だ ろ
う 。 も う 一点 は 、 発達障がい学生支援の核 の ひ と
つ で も あ る メ タ ・ サ ポ ー ト の在 り 方の 考察であ る 。
周 囲 と の 関係 で 困難 さ が現れる こ と が多 い発達障
がい学生 に と っ て ゼ ミ や グ ル ー プ ワ ー ク で そ の 集
団 に所属 す る た め に 重要 と な る の が、 学生への教
育 ・ 支援 を 直接担当 す る 教職員 に対す る メ タ ・ サ
ポ ー ト で あ り 、 そ の 在 り 方の検討 は 今後の大 き な
課題で あ る と 思 わ れ る 。
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1 . は じめに
発 達 障 が い の あ る 大学生へ の 修学 支援 の 必要
性 と 関 心 が急 速 に 高 ま っ て い る が、 現在 の と こ
ろ 、 ど の よ う な 支援が必要 か つ 有効 で あ る か に
つ い て の 合 意 が得 ら れ て い る と は 言 え な い。 富
山 大学 で は、 平成 19 年 度 か ら 、 発達障がい の あ
る 大学 生 の 修学支援 を 中核 的 に 行 う 組織体制 を
構築 し 、 平成 25 年 1 月 現在、 学生支援セ ン タ ー
の 下 部組織 で あ る 、 ア ク セ シ ビ リ テ イ ・ コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 支援室 (Hub for Accessibility and 
Communication Support: 以下 HACS) がその任
を 担 っ て い る 1 ) 0 HACS が継続的 に 支援 し て い る
発達障がい の あ る 学生 (医学的診断 は な い が支援
を 必要 と す る 学生 を 含 む ) は、 平成 25 年 1 月 現
在 38 名 で あ り 、 富 山大学の学生の約 0.4% を 占 め
て い る 。
筆 者 ら は、 HACS に お け る 支援実践 の 経験か
ら 、 発 達 障 が い の あ る 学 生へ の 支援 は 、 1 ) 個
別 支援 (personal support) と 、 2 ) 合理的配慮
(reasonable accommodation) の提供、 の 二大要
素か ら な り た っ て い る と 考 え て い る 2 ) 。 いずれの
支援活動 に お い て も 、 そ の 出発点 は学生 の ニ ー ズ
を 丁 寧 に 支援者が聴 き と る こ と か ら 始 ま る 。 言葉
を 変 え れば、 発達障がい の あ る 学生 と 支援者の 聞
に 有効 な 対話が成立す る こ と が、 支援 に と っ て の
必須事項 と な る 。
発達障がい の あ る 大学生の支援 は 、 伝統的 に は、
学生相談の範障 と し て理解 さ れ る こ と が多 く 、 多
く の大学 で は 学生相談室や保健管理セ ン タ ー がそ
の任 に 当 た っ て き た 3 ) 。 一方で、 発達障がい の あ
る 当 時者や 当事者の家族か ら 「相談 に 行 っ て も 、
話 を 聞 い て く れる だ け で、 何 も し て く れ な い の で
役 に た た な い」 と い う 感想 が寄せ ら れた り 、 カ ウ
ン セ リ ン グがかえ っ て 当 事者 を 傷つ け た り す る こ
と さ え あ る と す る 声 も 報告 さ れて い る 4 ) 。 ま た 、
専 門 家 の 一部か ら も 、 「 内 省 や洞 察 を 求 め る 伝統
的 な 精神療法の手法 は ASD の カ ウ ン セ リ ン グ に
は用 い な い のが無難であ る 」 と い っ た 指摘がな さ
れ る こ と があ る 5 ) 。 も ち ろ ん一方 で は 、 発達障が
い学生への カ ウ ン セ リ ン グの 有効性 も 主張 さ れて
い る 6 ) 。 し か し 、 こ れ ら の 言説 を 実証す る 研究結
果が示 さ れて い る わ け で は な く 、 現時点 で は 、 発
達障がい の あ る 大学生への支援 に お い て 、 どの よ
う な対話的方法が適切 で あ る か に つ い て の結論 は
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得 ら れて い な い。
本小論に お い て は 、 筆者 ら が富 山 大学 に お い て
実践 し て い る 支援 の 経験 に 基づ き 、 発 達 障 が い
の あ る 学生 と 支援者 の 対話 の ひ と つ の 典型 例 を
シ ョ ー ト ス ト ー リ ー と し て示 し 、 そ こ でや り と り
さ れて い る 語 り を い く つ かの技法的枠組み を 参照
し な が ら 丁寧 に た ど る こ と に よ り 、 あ る 程度 の モ
デル化 を 試み た い と 思 う 。
2 . 対話の提示
こ の例示 は 、 実在の 個別 の 学生の事例 を 示 し た
も の で は な く 、 筆者 ら が HACS に お い て 日 常 的
に 行 っ て い る 発達障がい の あ る 学生への複数の修
学 支援経験 に 基づい て 構 成 し た 架 空 の 会話 で あ
る 。
学生 A さ ん は、 ア ス ペ ル ガ ー 症候群 の 傾 向 を
も っ て い る と 支援者 は考 え て い る が、 現在 ま で に
医 療機 関 で確 定 的 な 診 断 は な さ れ て い な い。 入
学後 自 発的 に 本人が HACS に 来談 し 、 就学支援
を 受 け る こ と に な っ た。 所属 の 学科 の 教 員 、 家
族 と 支援室 の 情報共有 も あ る 程度確立 し て お り 、
HACS に お け る 定 期 的 な 面 談 が行 わ れ て い る 。
以 下 は 、 あ る 日 の HACS に お け る 、 A さ ん と 支
援者 (桶 谷) の対話で あ る 。 な お 、 こ の対話の 映
像 は 、 富 山 大学が作成 し た発達障がい学生支援の
た め の教材 と し て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 公開 さ れ
て い る 7 ) o
# 1  (支援者) : そ れ で は 、 前 田 の面談か ら 今 日
ま での こ と を 教 え て く だ さ い。
#2 (A さ ん) : う ~ ん、 ち ょ っ と 調子が悪 く て ・ ・ ・
#3 (支援者) : 調子が悪かっ たんですか ? じ ゃ あ、
ス ケ ジ ュ ー ル 帳 を 見 な が ら 話 し ま
し ょ う かo . ・ ・ い つ 頃か ら か な あ ?
#4 (A さ ん) : ・ ・ 水曜 日 の フ ラ ン ス 語の授業で ・ ・
急 に 当 て ら れて し ま っ て 、 発表 し た
んで、すが先生が笑 っ た ん です。 馬鹿
に さ れた よ う な気が し て ・ .
#5 (支援者) : ・ ・ ・ な る ほ ど。
#6 (A さ ん) : そ れか ら 授業 に 出 ょ う と す る と
足がす く んで ・ ・ ほ かの授業 に も 出
ら れな く な っ て し ま っ て。
#7 ( 支援者) : う ー ん、 そ う ですか。 発表 し た
と き に先生 に 馬鹿 に さ れた よ う に 感
じ て 、 そ の後 は授業 に 出 ょ う と す る
と 足がす く む んですね。 フ ラ ン ス 語
だけ じ ゃ な く て 、 ほ かの授業 に も 出
ら れて い ま せ んか ?
#8 (A さ ん) : い え 。 出 ら れ な い の は語学の授
業 だ け です。 教室の前 ま で は行 く ん
で す が、 授 業 で 当 て ら れ る か も と
思 っ た ら 、 ど う し て も 中 に 入れな く
て - 。
#9 (支援者) : ・ - 少 し 質 問 さ せ て く だ さ い。
発表の 内 容 っ て何で し た か ?
#10 (A さ ん ) : あ あ 、 発表の 内 容 は 映画 の あ
る シ ー ン の和訳で し た。
#11  (支援者) : フ ラ ン ス 語の先生が笑 っ た と き 、
先生 は あ な た に何か言い ま し た か ?
# 12 (A さ ん ) : よ く 覚 え て い ま せ ん。 発 表
の と き は 頭 の 中 が真 っ 白 だ っ た の
で ・ - 。
#13 (支援者) : そ う ですか。 じ ゃ あ 、 先生が笑 っ
た理由 は よ く わ か ら な い の か な ?
#14 (A さ ん ) : は い。 で も 、 き っ と 私 が変 な
こ と を 言 っ た ん だ、 と 思 い ま す。 と き
ど き 、 そ う い う 風に 言 わ れ る ん で ・ ・ 。
#15 ( 支援者) : そ う で す か。 じ ゃ あ 、 予 想 は
つ く け ど、 は っ き り と し た理由 は わ
か ら な い ん ですね。
# 16 (A さ ん) : ・ ・ ・ わ か り ま せん。
# 17 (支援者) : う ー ん、 理 由 が わ か ら な い と
不安です よ ね0 ・ ・ こ れ ま で に も 今
回 の よ う な こ と っ て あ っ た ?
# 18 (A さ ん) : え え 、 ・ - あ り ま し た 。
# 1 9  (支援者) : そ の と き は 、 ど う し ま し た か ?
#20 (A さ ん ) : い え 、 何 も ・ ・ ・ 気 分が落 ち
込ん で ・ ・ そ の ま ま 授業 に 出 れ な く
な っ て、 単位 を 落 と し ま し た。 本当
は 先 生 に な ん で 笑 っ た の か 聞 き た
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か っ た ん です け ど、 な ん て 聞 い て い
い かわ か ら な い し ・
#21 (支援者) : そ う だ、 っ た ん ですね0 ・ ・ 先生
に 何 で 笑 っ た の か 聞 い て み た い と
思 っ た ん ですね。 今回 は ど う で し ょ
う ?
#22 (A さ ん) : ・ ・ ・ で き れば確認 し た い です が ・ ・
ど う 聞 け ばい い か ・ ・
#23 (支援者) : そ う です ね0 ・ ・ じ ゃ あ 、 私が
今か ら 幾っ か選択肢 を 挙 げ る の で、
で き そ う な 方法があ る か ど う か考 え
て み ま し ょ う 。
こ こ で支援者 は ホ ワ イ ト ボー ド を 用 い て 、 以下
に 示 す よ う な ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い て A さ ん に 今
後の行動の選択肢 を 提案 し た 。
1 . ま ず 「先生 に ど う 話すか を 、 支援者 と 一緒
に 考 え る 」
2 . 次いで、 以下の 3 つの選択肢か ら 一つ を選ぶ
選択肢 1 : I一緒 に 考 え た こ と を も っ て、 A
さ ん が 一 人 で 直 接 先 生 に あ い に い
く 」
選択肢 2 : I支援者があ ら か じ め 状況 を 先 生
に 伝 え て お き 、 そ の 上 で、 A さ ん
が一人で先 生 に 会い に い く 」
選択肢 3 : I支援 者 か ら 伝 え た 上 で、 支援室
の ス タ ッ フ と A さ ん が 一緒 に 先 生
に会い に い く J
#24 (支援者) : ど う で し ょ う ? こ の 3 つ の 選
択肢の 中 か ら 選ぶ と し た ら 、 どれ に
な る で し ょ う か ?
#25 (A さ ん) : ・ ・ そ う ですね ・ ・ 。 2 香 な ら ば、
な ん と かで き る と 思 い ま す。
#26 (支援者) : わ か り ま し た。 じ ゃ あ 、 先 生
に ど う 話すか は後で相談す る こ と に
し て、 今か ら 先生 に 電話で状況 を 伝
え て く る の で、 し ば ら く 待 っ て い て
下 さ い。
支援者は 、 教員 に 電話 で事情 を 説明 し 、 A さ ん
に教員 が会 っ て く れる こ と を伝 え 、 そ の 時 間 と 場
所 を 調整 し た 。 ま た、 教員 と 話 し た後、 そ の報告
を 支援室 に し に き て も ら う こ と を A さ ん と 約 束
し た。
#27 (支援者) : 先生 に 会 っ て こ ら れ た と 思 い
ま すが、 い かがで し た か ?
#28 (A さ ん) : は い 、 言言 し て き ま し た 。
#29 (支援者) : 話 を し て み て ど う で し た か ?
#30 (A さ ん) : え え ・ ・ 先生 は、 私 の 発表 を 笑 っ
た ん じ ゃ な く て 、 私が訳 し た と こ ろ
の 映画 の シ ー ン を 思 い 出 し て 笑 っ て
い た ん だ、 と 云 わ れ ま し た 。
#31 (支援者) : う ー ん、 そ う だ、 っ た ん で す ね。
そ う い う こ と がわ か っ た ん で す ね。
思い切 っ て尋ね て み て 良 か っ た です
ね。
#32 (A さ ん) : は い 、 よ か っ た です。
#33 (支援者) : 今回 は先生 に確認で き て よ か っ
た の ですが、 今回 の よ う に 人 に 笑 わ
れた と 思 う こ と っ て 、 こ れ ま で も あ
り ま し た か ?
#34 (A さ ん ) : あ り ま す。 絶対 み ん な は 自 分
の こ と を 笑 っ て い る ん だ っ て 思 っ て
し ま い ま す。 で も 、 今回 は確かめ ら
れて よ か っ た です。
#35 (支援者) : そ う で す ね。 で は 、 人 に 笑 わ
れて い る よ う に 感 じ る と い う こ と に
つ い て は、 ま た 改 め て 話 し 合 い ま
し ょ う 。
#36 (A さ ん) : は い
#37 (支援者) : そ れ で は、 こ の あ と の 授 業 の
予 定 を 確認 し ま し ょ う か。
#38 (A さ ん) : え ー っ と ・ ・ ・ あ っ 、 金曜に レ ポ ー
ト の締 め切 り があ っ た ! ( あ わ て て 、
カ バ ン か ら レ ジ ュ メ を 出 す)
3 . 対話の分析 と 考察
本節 で は 、 前節 に 示 し た 支援者 と A さ ん と の
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対話 を 少 し ず つ 区 切 り な が ら 再掲 し 、 対話分析
を 試 み る 。 対話分析 の 方 法 は、 斎 藤 ・ 岸 本 の 方
法 8 ) に し た が っ た 。 な お 、 分析 の 参照 枠 と な る
理論的枠組み と し て 、 1 ) Ivy に よ っ て提唱 さ れ
た統合的 カ ウ ン セ リ ン グ理論で あ る 、 マ イ ク ロ カ
ウ ン セ リ ン グ ・ ト レ ー ニ ン グj去 9 . 10) お よ び、 2 )
Greenhalghll) 、 Charon12) 、 斎 藤 13) に よ っ て 提
唱 さ れた 、 医療 に お け る ナ ラ テ イ ブ ・ ア プ ロ ー チ
の枠組み を 採用 し 、 適宜文献 を 引用 し つ つ考察 を
進め る 。
#1 (支援者) : そ れで は、 前 田 の面談か ら 今 日
ま での こ と を 教 え て く だ さ い。
#2 (A さ ん) : う ~ ん、 ち ょ っ と 調子が悪 く て ・ ・ ・
#3 (支援者) : 調子が悪かっ た んですか ? じ ゃ あ、
ス ケ ジ ュ ー ル 帳 を 見 な が ら 話 し ま
し ょ う かo • . ・ い つ 頃か ら か な あ ?
支援者 と A さ ん は す で に 何 回 か の 面談 を 経 て
い る の で、 も ち ろ ん初対面で は な い 。 こ こ で は支
援者 と A さ ん に す で に 最低限の信頼関係 ( ラ ・ ポ ー
ル ) が形成 さ れて い る こ と を 暗黙の前提 と し て会
話が始め ら れて い る 。 も し こ れが初 回 の面接で あ
れば、 面談への導入 に は さ ら に丁寧 な ス テ ッ プが
必要で、 あ る 。 # 1 は 支援者か ら の 最 初 の 発話 で あ
り 、 こ の面接が有効 な も の と な る か ど う か に 大 き
な 影響 を 与 え る 。 # 1 は、 技法的 に は 100 に つ
い て教 え て く だ さ い」 と い う 形式 を 用 い た 「 聞 か
れた質問」 で あ る 。 「最近 は ど う ですか ? J と い っ
た 、 よ り 漠然 と し た 質問 に比べれば、 答 え ら れ る
内容 は 限定 さ れて い る 。 A さ んが話す こ と の で き
る 内容 は、 「前 回 の 面談か ら 今 日 ま で に 起 こ っ た
で き ご と 」 だ け で あ り 、 そ の枠組みか ら 逸脱す る
内容 に つ い て は話す こ と がで き な い 。 し か し 、 そ
の枠組み の範囲 内 で あ れば、 どの よ う な 表現形式
を と っ て話す こ と も で き る 。 し た が っ て 、 こ の 質
問 は答 え の 内容や形式が狭 く 限定 さ れた 「 閉 ざ さ
れ た 質 問 」 と は 異 な っ て お り 、 「 焦点 の 当 て ら れ
た 質 問」 に 分類 さ れ る 質 問 で あ る 。
発達障がい傾 向の あ る ク ラ イ エ ン ト に 、 全 く 枠
組みの な い 「 聞 かれ た 質 問 」 を す る と 、 ク ラ イ エ
ン ト は全 く 答 え ら れな い か、 「べつ に ・ ・ 」 と い っ
た 回 答が返 っ て く る こ と が し ば し ば経験 さ れ る 。
そ こ で つ い 支援者 と し て は、 答 え を 限定す る 「 閉
ざ さ れ た 質 問」 を 最初 か ら 使っ て し ま う 。 し か し
「 閉 ざ さ れた質問」 で会話 を 進め る と 、 「 は い J 1 い
い え 」 と い う 答え し か返 っ て こ な い た め に 、 常 に
支援者側 が対話 の 主導権 を と ら ざ る を 得 な く な
り 、 学生 は 自 由 に話す こ と がで き な い。
こ の よ う に、 「 ク ラ イ エ ン ト が話 し た い こ と を
自 由 に話せ る 」 と い う カ ウ ン セ リ ン グの原則 を 生
か し つ つ、 「枠組み が与 え ら れ な い と 話す こ と が
で き な い」 と い う 発達障がい の あ る 学生の特性 に
よ る 問 題 を で き る だ け緩和 す る 工 夫 が必要 に な
る 。 し か し 、 発達障がい の あ る 学生 の 「枠組みが
な い と 話せ な い 」 と い う 特性 は、 「枠組み が示 さ
れればむ し ろ 話す能力 は 高 い 」 と 言い換 え る こ と
も 可 能 で あ る 。 我 々 の 経験か ら は、 「話題 の 枠組
み を あ る 程度明確 に示 し つ つ (焦点 を 当 て つ つ ) 、
形式 と し て は 聞か れ た 質 問 を 用 い る 」 と い う 戦略
が有効で、 あ る 。
こ の よ う な 支援者か ら の 「焦点 を 当 て た 聞 かれ
た 質 問 」 に よ っ て、 A さ ん は #2 で、 「 ち ょ っ と
調 子 が悪 く て ・ . J と い う 、 断 片 的 で は あ る が、
本人 に と っ て は重要 な 語 り を 開始す る こ と がで き
た 。 こ れ に対 し て支援者 は 、 #3 に お い て、 ま ず 「調
子が悪か っ た ん で す か ? J と 、 「 く り か え し 」 の
技法 を 用 い て応答す る 。 こ の よ う に ク ラ イ エ ン ト
の 重要 な 表現に対 し て、 と り あ え ず 「 同 じ言葉 を
く り か えす」 こ と は、 カ ウ ン セ リ ン グの技法 と し
て は正統的であ る し 、 発達障がい傾 向 を も っ学生
と の対話で生 じ や す い 「言葉の す れ違い」 を 防止
す る 効果があ る 。 い っ た ん 「 く り か え し 」 技法 に
よ っ て 焦点 を あ て た 「話題」 を 、 ど う や っ て膨 ら
ま せて い く かが、 支援者 に と っ て の 次の課題 に な
る 。 こ こ で は も ち ろ ん複数の選択肢があ る 。 例 え
ば、 「調子が悪 い の で す ね。 ど ん な ふ う に 調 子が
悪 い の か具体的 に 教 え て く れ ま せ んか け と い う
よ う に 、 I r今 こ こ 』 での調子の悪 さ 」 を さ ら に 詳
し く 語っ て も ら う と い う 戦略 も 考 え ら れる 。 そ れ
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に対す る 学 生 の 応答 と し て 「 よ り 具体的 な 言葉」
が浮か び上がっ て く る な ら ば、 そ の こ と に は大 き
な 意 味があ る だ ろ う 。
し か し 今 回 の 会話 で は 、 支援者 は 別 の 方 向 に 焦
点 を あ て た 。 ま ず「 ス ケ ジ、 ユ ー ル表 を み て み ま し ょ
う J と 提案す る こ と に よ っ て、 ク ラ イ エ ン ト の 「今
こ こ で の 感覚」 と は む し ろ 距離 を と る 方向 に 話題
を 誘導 し 、 次 に 「 い つ 頃か ら か な あ ? J と 問 う こ
と に よ っ て、 「調子の 悪 さ 」 を 時 間 軸 の 中 に 位置
づけ る よ う に 焦点づけ た 。 こ の よ う な 誘導 は 、 「調
子の悪 さ 」 を ク ラ イ エ ン ト 自 身か ら 引 き 離 し て対
象化 し 、 支援者 と ク ラ イ エ ン ト が共 同 し て 「話題
を 吟味す る 」 こ と がで き る よ う な構図 を 作 り 出す
と い う 意味で、 一種の外在化 を 狙 っ て い る と 考 え
る こ と も で き る 。 「 い つ 頃 か ら で し ょ う か ? J と
い う 質 問 は、 時 間 に 焦点 を 当 て た 質 問 で あ り 、 ク
ラ イ エ ン ト と 支援者 を 今 回 の 「 困 り ご と 」 の 出発
点へ と 導 く 効果があ る 。 こ の よ う な 聴 き 方 は 、 ク
ラ イ エ ン ト が 「物語」 を 語 り 始め る こ と を 促進す
る こ と が期待で き る 。
#4 (A さ ん) : ・ ・ 水曜 日 の フ ラ ン ス 語の授業で ・ ・
急、 に 当 て ら れて し ま っ て 、 発表 し た
んで、すが先生が笑 っ た ん です。 馬鹿
に さ れた よ う な気が し て ・ - 。
#5 (支援者) : ・ ・ ・ な る ほ ど。
#6 (A さ ん) : そ れか ら 授業 に 出 ょ う と す る と
足がす く ん で ・ ・ ほ かの授業 に も 出
ら れ な く な っ て し ま っ て。
#7 (支援者) : う ー ん、 そ う ですか。 発表 し た
と き に先生 に馬鹿 に さ れた よ う に 感
じ て 、 そ の後 は授業 に 出 ょ う と す る
と 足がす く む んですね。 フ ラ ン ス 語
だ け じ ゃ な く て 、 ほ かの授業 に も 出
ら れて い ま せ んか ?
#8 (A さ ん) : い え 。 出 ら れ な い の は 語学の授
業 だ け です。 教室 の前 ま で は行 く ん
で す が、 授 業 で 当 て ら れ る か も と
思 っ た ら 、 ど う し て も 中 に 入れな く
て ・ ・ 。
支援者の 「 い つ 頃か ら 始 ま っ た の で し ょ う か ? J 
と い う 「時間 に 焦点 を あ て た 質問」 に 誘発 さ れて、
A さ ん は 、 #4、 #6 に お い て、 気分が落 ち 込む き っ
か け と な っ た 出来事に つ い て の エ ピ ソ ー ド を 語 り
始 め た。 Narrative Based Medicine (NBM : 物
語 と 対話 に 基づ く 医療) の提唱者で あ る 英国 の 医
師 Trisha Greenhalgh は、 医療 に お け る 物語 を 「特
定 の 現 実的 あ る い は想像上 の 文脈 (context) に
置 か れ、 あ る 困 り ご と (trouble) に 直 面 し て い
る 登場人物 (characters) に よ る 、 何 ら か の 目 的
を 持 っ た 行動 に つ い て の、 時 間 配列 (chronology) 
を も っ た語 り ま た は記述J と 定義 し て い る 10) 0 A 
さ ん の こ こ での語 り は 断片 的 で は あ る が、 そ の 中
に 豊 か な 物 語 の 素材 を 内包 し て い る O 支援者 は、
「 な る ほ ど (#5) J な ど の あ い づ ち を 用 い て A さ
ん の語 り を 促進 し 、 A さ ん の語 り が一段落 し た と
こ ろ で、 今 度 は 支援者が理解 し た A さ ん の 物 語
を 「要約 と 確認J の技法 を 用 い て 明確化 し て い る 。
#6 に お い て 支援者 は、 「発表 し た と き に 先生 に 馬
鹿 に さ れた よ う に 感 じ て 、 そ の 後 は授業 に 出 ょ う
と す る と 足がす く む ん ですね」 と 、 A さ ん の 断片
的 な語 り を 、 一貫性の あ る プ ロ ッ ト (筋書 き ) と
し て 明確化 し て い る 。 こ の よ う な技法 を 、 斎藤 13)
は 、 emplotting (筋書 き 化) と 名付 け て お り 、 物
語 と 対話 に 基づ く 医療 (NBM) に お い て 用 い ら
れ る 重要 な技法 と し て位置付 け て い る 。
「 フ ラ ン ス 語だ け じ ゃ な く て、 ほ か の授業 に も
出 ら れて い ま せん か ? (#7) J は、 閉 ざ さ れた 質
問 で あ る が、 A さ ん の物語の詳細 を さ ら に 明確 に
す る た め の 質問 で あ る 。 A さ ん は、 こ の 質 問 に 対
し て 「 い い え 」 と 答え て い る が、 そ れ に 引 き 続い
て 、 「教室 の 前 ま で は 行 く ん です が、 授業で 当 て
ら れ る か も と 思 っ た ら 、 ど う し て も 中 に 入 れ な く
て ・ ・ 。 J と 、 よ り 詳細 な状況が語 ら れて い る (# 8 ) 。
こ こ で、 A さ ん の 語 る 物語 を 、 支援者が どの よ
う に 理解 し 、 扱 う かが重要 な 問題 に な っ て く る O
「物語 る 」 と は、 語 り 手が経験 し た 事実の シ ー ク
エ ン ス ( ス ト ー リ ー ) を イ可 ら かの プ ロ ッ ト に よ っ
て 意味づけ る 行為 で あ る 13) 0 A さ んの 語 り は 「私
は先生 に 馬鹿 に さ れた 」 と い う プ ロ ッ ト を 主張 し
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て い る よ う に見え る 。 こ れに対 し て支援者 は 、 い っ
た ん A さ んの語っ た言葉 を で き る だ け て い ね い に
繰 り 返す こ と に よ っ て ス ト ー リ ー 化 し た 。 ス ト ー
リ ー は 時 間 経過 に そ っ た物語で あ り 、 プ ロ ッ ト は
そ れ を 意 味づ け る 「 因 果論的 な 」 物語で あ る 問。
こ こ で、 「先生 に 馬鹿 に さ れた 」 と い う プ ロ ッ
ト を 主張す る A さ ん に 対 し て、 支援者が どの よ う
に 「支援者か ら 見た A さ んの物語」 を 紡 ぐか と い
う こ と が問題に な る 。 支援者がナ ラ テ イ ブ ・ ア プ
ロ } チ を 採用 す る な ら ば、 物語の持つ 3 つ の特徴、
1 ) 物語 は多様性 を 持つ 。 2 ) 物語は拘束性 を 持
つ 、 3 ) 物語は変容 し て い く 、 を 意識 し つ つ 、 対
話 を 続 け て い く と い う こ と に な る 14) o
ま ず支援者 は、 A さ ん の 体験の語 り を 「一つ の
物語」 と し て 把握 し よ う と 努め る 。 #7 で用 い ら
れた 「要約 と 確認」 は、 物語化の た め の 強力 な技
法 で あ る 。 一方 で支援者 は 、 「一つ の 経験 に 対 し
て 物 語 は 複 数 あ り う る 」 と い う こ と を 知 っ て い
る 。 そ れ に も 拘 わ ら ず、 い っ た ん構成 さ れた物語
は 、 当事者に対 し て拘束力 を 持 ち 、 A さ ん の場合
で あ れ ば、 「私 は誰か ら も 馬鹿 に さ れ る よ う な 人
間 で あ る J と い う 強 固 な信念 ( 自 己物語) に ま で
発展 し て い く 可能性があ る と い う こ と も 支援者 は
知 っ て い る 。 そ こ で支援者 は 、 A さ ん の プ ロ ッ ト
が 自 己強化的 に進展 し て い く 危険性 を 最小 限 に 抑
え つ つ 、 多様性 に 開かれた会話 を 心がけ る こ と に
な る 。 具体的 に は 「話題 に さ れて い る 経験」 を 対
象化 し つ つ 、 支援者 と A さ んが協働 し な が ら 「話
題」 に つ い て 多方面か ら 吟味 し て い く こ と がで き
る よ う な 対話 を 展 開 さ せ る こ と で あ る 。 こ の 目 的
の た め に は 、 多彩 な 質問技法 を 用 い て対話 を 促進
す る こ と が有効であ る 。
#9 (支援者) : ・ - 少 し 質 問 さ せ て く だ さ い。
発表の 内容 っ て何で し た か ?
#10 (A さ ん ) : あ あ 、 発 表 の 内 容 は 映画 の あ
る シ ー ン の和訳で し た 。
#11  (支援者) : フ ラ ン ス 語の先生が笑 っ た と き 、
先生 は あ な た に何か言い ま し た か ?
# 12 (A さ ん ) : よ く 覚 え て い ま せ ん。 発 表
の と き は 頭 の 中 が真 っ 白 だ っ た の
で ・ 。
#13 (支援者) : そ う ですか。 じ ゃ あ 、 先生が笑 っ
た理由 は よ く わ か ら な い の か な ?
#14 (A さ ん ) : は い。 で も 、 き っ と 私 が 変 な
こ と を 言 っ た ん だ と 思 い ま す。 と き
ど き 、 そ う い う 風 に 言 わ れ る ん で ・ - 。
#9 に お い て支援者 は 、 「少 し 質 問 さ せ て く だ さ
い j と い う 前置 き を 置 い て か ら 、 質問 を 始め て い
る 。 こ の よ う な 前 置 き は 、 支援者 と A さ ん と の
対話 を 「枠づけ る 」 働 き があ る 。 発達障がい傾 向
の あ る 学生 と の対話 に お い て 、 こ の よ う な 「対話
に 先行す る 枠づけ」 の メ ッ セ ー ジ を 意識的 に 用 い
る こ と は、 ク ラ イ エ ン ト の安心感 を 増 し 、 対話 を
活性化す る こ と に役立つ 。 そ の後、 支援者 は 、 # 9 、
#11 、 #13 に お い て 「発表の 内容J I先生 の 発言 」
「先生 の 行動 に つ い て の 推 定 さ れ る 理 由 」 な ど に
焦点 を 当 て 、 A さ ん の具体的 な発話 を 促す質問 を
重ね て い く 。 こ れ ら の 質 問 で は 、 支援者の 「私 は
そ の こ と に つ い て 知 ら な い の で教 え て く だ さ い J
と い う 「無知 の 質 問 」 の 姿勢が貫かれて お り 、 決
し て A さ ん を 「 試 す 」 よ う な 質 問 で は な い。 A
さ ん は こ れ ら の 質 問 に対 し て 、 自 身 の 経験 を 想起
し 、 具体的 に 語 る 努力 を 忠実 に 重 ね て い る (#10、
# 12) 。 し か し、 #13 に お い て 支援 者 が投 げか け
た 「先生が笑 っ た 理由 は よ く わ か ら な い の か な ? J 
と い う 質 問 は 、 支援者 に よ る 一種の解釈 と し て も
機能 し て お り 、 A さ ん は控 え め で は あ る が、 こ の
解釈に 対 し て は、 「 は い 。 で も 、 き っ と 私が変 な
こ と を 言 っ た ん だ と 思 い ま す (#14) J と 反論 し
て い る 。 こ こ で A さ ん が、 支援者か ら 押 し 付 け
ら れ よ う と し て い る プ ロ ッ ト ( = 先生 に 馬鹿 に さ
れた と は 限 ら な い ) に 対 し て 、 反論 を 言葉 に で き
た と い う こ と に は 、 大 き な 意味があ っ た と 思 わ れ
る 。
#15 (支援者) : そ う で す か。 じ ゃ あ 、 予 想 は
つ く け ど、 は っ き り と し た理由 は わ
か ら な い んで、すね。
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#16 (A さ ん) : ・ ・ ・ わ か り ま せん。
#17 (支援者) : う ー ん、 理 由 が わ か ら な い と
不 安 で す よ ね0 ・ ・ こ れ ま で に も 今
回 の よ う な こ と っ て あ っ た ?
#18 (A さ ん) : え え 、 ・ - あ り ま し た 。
# 1 9  (支援者) : そ の と き は、 ど う し ま し た か ?
#20 (A さ ん ) : い え 、 何 も ・ ・ ・ 気 分 が 落 ち
込んで ・ ・ そ の ま ま 授業 に 出 ら れ な
く な っ て、 単位 を 落 と し ま し た 。 本
当 は先生 に な んで、笑 っ た の か聞 き た
か っ た ん ですけ ど、 な ん て 聞 い て い
い か わ か ら な い し ・ ・ 。
#14 ま で の 対話 の 流 れ に お い て 、 「先生が笑 っ
た 理 由 」 に 関 し て 、 A さ ん は 「私がへ ん な こ と を
言 っ た の で馬鹿 に さ れた 」 と い う 物語 を 紡い でお
り 、 支援者 は 「 そ れ は 事実か ど う か わ か ら な い 」
と い う 物語 を 紡 い で い る 。 も し こ こ で支援者が「そ
れ は A さ ん の 被害 妄 想 で あ る J と い う 物語 を 主
張す れば、 両者の物語 を す り 合 わ せ る こ と は 非常
に 難 し く な る だ ろ う 。 発達障がい の あ る 学生 に 限
定 さ れた話で は な いが、 人 間 は そ の 人特有の物の
見方 (観点) を 通 じ て 世界 を 認識 し て い る 。 お お
げ さ に 言 え ば、 各人が体験 し て い る 世界 (現実)
は、 そ れぞれが異 な っ た も の で あ る 。 そ こ に お い
て 「 ど ち ら に と っ て の現実が正 し い現実 な の か ? J 
と い う 問 い を 立 て る と 、 対話 は 著 し く 不毛 に な っ
て い く 。 #15 以 降の対話に お い て 、 支援者 は 一貫
し て、 A さ ん に と っ て の現実 を 「そ れ も 一 つ の現
実」 と し て 認め た う え で、 「 よ く 分か ら な い か ら
一緒 に 有効 な 対応 を 探 し て い こ う 」 と い う 物語 を
提案 し て い く 。 # 17 に お い て 、 「 理 由 が分か ら な
い こ と に 対す る 不安」 へ の 共感 を 示す と と も に 、
#17、 #19 に お い て は、 「過去 の 似 た よ う な 体験」
を 探索 し 、 「 そ の 時 は ど う 対処 し た か」 と い っ た
解決志向 的 な 質問 を 重 ね て 、 A さ ん の 更 な る 語 り
を 引 き 出 し て い く 。 そ の よ う な や り と り の 中 で、
#20 に お い て 「本当 は 先生 に な んで、笑 っ た の か聞
き た か っ た ん です け ど、 な ん て 聞 い て い い か わ か
ら な い し ・ ・ ・ 」 と い う A さ ん の 新 し い 語 り が
浮かび上がる 。 支援者 は そ こ か ら 新 し い行動選択
の 可能性 を 見出 し て い く 。
#21 (支援者) : そ う だ、 っ た ん です ね0 ・ ・ 先生
に 何 で 笑 っ た の か 聞 い て み た い と
思 っ た んですね。 今回 は ど う で し ょ
う ?
#22 (A さ ん) : ・ ・ ・ で き れ ば確認 し た い です が ・ ・
ど う 開 け ばい い か ・ ・ .
#23 ( 支援者) : そ う です ね0 ・ ・ じ ゃ あ 、 私が
今か ら 幾つ か選択肢 を 挙 げ る の で、
で き そ う な 方法があ る か ど う か考 え
て み ま し ょ う 。
#21 に お い て支援者 は 、 ま ず A さ ん 自 身が語っ
た 言葉 を 忠実 に 繰 り 返す こ と に よ っ て 、 A さ ん の
解決志 向 的 な 態 度 に 対す る 共感 と 尊重の態度 を 示
す。 こ こ で、 発達障がい の あ る 学生 は、 し ば し ば
「 自 分で試 し て み る J r 自 分で探索 し て み る 」 と い
う 意欲 と 能力 が高 い と い う 経験的事実 を ふ ま え て
お く こ と は重要であ ろ う 。 「 目 上の 人 (教員 ) に 『私
を 馬鹿 に し た の で は な い ですか け と 直接尋ね て
み る 」 と い う 発想 に対 し て怖気つ い て し ま う の は 、
む し ろ 定型発達者 に よ く 見 ら れ る 傾 向 で あ る 。 支
援者が 自 身 の 定型発達的世界観 に と ら わ れて い る
と 、 学生の 「探索の提案」 に対 し て 否 定的 に 反応
し て し ま う こ と があ る 。 そ れ ら の こ と を 十分 に ふ
ま え た 上で支援者 は 、 「今回 は ど う で し ょ う か (今
回 は 自 分で確 か め て み た い と 思 い ま す か ? ) J と
問 い か け る 。 す る と #22 に お い て A さ ん は 、 「 で
き れば確認 し た いが、 方法が分か ら な い」 と 答 え
る 。 定型 的発達者 な ら 、 「直接確認 な ど と て も で
き な い (先生が気 を 悪 く す る か ら ) J と 答 え る だ
ろ う 。 こ こ で も 、 そ う い っ た 「常識」 は、 む し ろ
日 本の 文化 に 特有 な 「 グ ロ ー バ ル に見れば偏 っ た
認識」 で あ る 可能性 を 十分に考慮す る 必要があ る
だ ろ う 。 #23 に お い て 支援者 は 、 「先生 に 確 認す
る 方法」 に 焦 点 を あ て、 そ の ア イ デ ア を A さ ん
と 二 人で吟味す る た め に 、 ホ ワ イ ト ボー ド を 用 い
る こ と を提案す る 。 視覚 に よ る ス キ ー マ の認識や、
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ア ル ゴ リ ズ ム 的表現の把握 に優れた発達障がい の
あ る 学生 に と っ て 、 こ の よ う な ツ ー ル の利用が効
果的であ る こ と は、 繰 り 返 し指摘 さ れて い る 15) o
#24 (支援者) : ど う で し ょ う ? こ の 3 つ の 選
択肢の 中 か ら 選ぶ と し た ら 、 どれに
な る で し ょ う か ?
#25 (A さ ん) : ・ ・ そ う です ね ・ ・ 。 2 番 な ら ば、
な ん と かで き る と 思 い ま す。
#26 (支援者) : わ か り ま し た 。 じ ゃ あ、 先 生
に ど う 話すかは後で相談す る こ と に
し て 、 今か ら 先生 に 電話で状況 を 伝
え て く る の で、 し ば ら く f寺 っ て い て
下 さ い。
ホ ワ イ ト ボー ド な どの ツ ー ル を 用 い て支援者が
選択肢 を 提示 し 、 そ れ に つ い て A さ ん と の 対話
の 中 で実行可能 な 案 を 選択す る と い う 方法 は 、 発
達障がい者 (児) の教育法 ・ 支援法 に お い て広 く
用 い ら れ る 、 あ る 意 味 定番 の 方法 で あ る 。 し か
し 、 大学 に お け る 学生相談 を 、 古典的 な 非指示的
カ ウ ン セ リ ン グ と し て の技法的枠組み か ら の み と
ら え る と 、 こ の よ う に 支援者が積極的 に動 く 方法
に抵抗 を 覚 え る の も 不 自 然 と は 言 え な い。 し か し 、
Ivy カ吋是唱 し た マ イ ク ロ カ ウ ン セ リ ン グ 8 ) で は、
こ の よ う な技法 は、 積極技法の カ テ ゴ リ ー に位置
づけ ら れ る 有力 な技法で あ る 。 支援者が こ こ で用
い て い る 技法 は 、 「論理的帰結」 と 呼ばれ る 積極
技法 (， こ う す ればあ あ な り 、 あ あ す れ ば こ う な
る で し ょ う J ) に似て お り 、 支援者 が ク ラ イ エ ン
ト と 対話 しつ つ 、 行動選択 を協働 し て行 っ て い く
こ と を 助 け る 技法で あ る と 考 え ら れ る 9 ) 。 こ の よ
う な技法 は、 医療 に お い て は、 informed consent 
や shared decision making な ど と 呼 ばれ る 共 同
意思決定作業 に 用 い ら れ る 技法 と 類似 し て い る 。
#25 に お い て A さ ん は 、 提示 さ れ た 選択 肢 の う
ち の 2 番 目 を 明確 に 選択 し た 。 こ の 選択肢 に は、
「支援者が教員 に電話 を す る 」 と い う 行動が含 ま
れ て い る 。 そ こ で #26 に お い て 、 支援者 は 直 ち
に そ れ を 行動 に 移す。 「 ク ラ イ エ ン ト の 話 は 聴 く
が、 治療者 自 身 は何 も し な い」 と い う 、 古典的 な
心理療法の原則 に教条的 に し がみつ い て い る 支援
者 で あ れ ば、 「指導教員 に 直 ち に 電話 を か け る 」
と い う 支援 者 の 行動 に は 驚 く に 違 い な い。 し か
し 、 こ こ ま で の 支援 者 と A さ ん と の 丁 寧 な 物 語
の 共有、 さ ら に は A さ ん を 取 り 巻 く 支援 ネ ッ ト
ワ ー ク と い う 文脈 を 考慮 し た 場合、 こ こ で支援者
の と っ た積極的 な 行動 は 自 然 な 流 れ に 沿 っ た も の
で あ る と 言 え る 。
Charonll) は、 ナ ラ テ イ ブ ・ メ デ ィ ス ン の 実践
に お い て、 配慮 (attention) 、 表現 (representa-
tion) 、 参入 (affiliation) の 3 つ の流 れ を 重視 し
て い る 。 「 配慮」 と は、 医療者が患 者 の 苦悩 の 語
り に 耳 を 傾 け 、 物語 を 読み取 り 理解す る こ と を 通
じ て 、 対話的 な 関係 を 形成 す る こ と で あ る 。 「表
現」 と は、 医療者 と 患者が、 物語 を 描写 し 、 表現
し 、 共有す る こ と を 通 じ て 、 新 し い物語 を 共 同創
出す る こ と で あ る 。 そ し て 「参入」 に お い て、 共
有 さ れた物語に動か さ れて 、 医療者 は患者 と と も
に 行動す る 新 し い癒 し の 関係へ参入す る 。 こ こ で
は 、 医療者 を 支援者、 患者 を 発達障がい の あ る 学
生 と 読み 替 え る と 、 医療 に お け る ナ ラ テ イ ブ ・ ア
プ ロ ー チ と 、 大学 に お け る 発達障害学生支援 に は
共通の構造があ る こ と が読み取れ る 。
#27 (支援者) : 先生 に 会 っ て こ ら れ た と 思 い
ま すが、 い かがで し た か ?
#28 (A さ ん) : は い 、 話 し て き ま し た。
#29 (支援者) : 話 を し て み て ど う で し た か ?
#30 (A さ ん) : え え ・ ・ 先生 は 、 私の発表 を 笑 っ
た ん じ ゃ な く て 、 私が訳 し た と こ ろ
の 映画 の シ ー ン を 思 い 出 し て 笑 っ て
い た ん だ、、 と 云 わ れ ま し た 。
#31 (支援者) : う ー ん、 そ う だ っ た ん で す ね 。
そ う い う こ と が わ か っ た ん で す ね。
思い切 っ て尋ね て み て 良か っ た です
ね。
#32 (A さ ん) : は い 、 よ か っ た です。
#33 (支援者) : 今回 は先生 に 確認で き て よ か っ
た の ですが、 今回 の よ う に 人 に 笑 わ
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れた と 思 う こ と っ て、 こ れ ま で も あ
り ま し た か ?
#34 (A さ ん ) : あ り ま す。 絶対 み ん な は 自 分
の こ と を 笑 っ て い る ん だ っ て 思 っ て
し ま い ま す。 で も 、 今回 は確かめ ら
れて よ か っ た です。
#35 (支援者) : そ う で す ね。 で は、 人 に 笑 わ
れて い る よ う に 感 じ る と い う こ と に
つ い て は、 ま た 改 め て 話 し 合 い ま
し ょ う 。
#36 (A さ ん) : は い
#37 (支援者) : そ れ で は 、 こ の あ と の 授 業 の
予 定 を 確認 し ま し ょ う か。
#38 (A さ ん) : え ー っ と ・ ・ ・ あ っ 、 金曜 に レ ポ ー
ト の締 め切 り があ っ た ! ( あ わ て て、
カ バ ン か ら レ ジ、 ユ メ を 出す)
#27 -- #38 は、 支援 者 の ア レ ン ジ の 上 で、 A
さ んが直接教員 と 話 を し た後 で の 、 振 り 返 り の対
話 で あ る 。 #27 と #29 に お い て、 支援者 は こ こ
で も 「 聞 かれた質問」 を 用 い て、 A さ ん の体験の
語 り を 引 き 出 そ う と す る 。 そ れ に 呼応 し て A さ
ん は、 #30 に お い て 「先生 は、 私 の 発表 を 笑 っ た
ん じ ゃ な く て、 私が訳 し た と こ ろ の 映画 の シ ー ン
を 思 い 出 し て 笑 っ て い た ん だ、 と 云 わ れ ま し た 」
と 、 「私 は先生か ら 馬鹿 に さ れ た 」 と い う 物語 を
書 き 換 え る こ と がで き た こ と を 報告 し て い る 。 ま
た #32 の 「 は い、 良 か っ た です 」 と い う A さ ん
の 表現 に は 、 お そ ら く 「 馬 鹿 に さ れ て い た の で
は な く て よ か っ た J í直接確認す る こ と が有効 な
方法 だ と い う 経験が得 ら れて よ か っ た 」 な どの 、
複 数 の 感情が込め ら れ て い る と 思 わ れ る 。 #33、
#35 に お い て支援者 は 、 今 回 の 経験 を 有意義 な も
の と し て 共有す る と と も に 、 「何か あ る と 、 自 分
が馬鹿 に さ れ て い る と 解釈 し て し ま う A さ ん の
傾 向J に つ い て の A さ ん の 洞 察 を 深め る た め の 「洞
察 の 一般化」 に つ い て の提案 を 行 っ て い る 。 A さ
ん は こ の支援者の提案 に 対 し て も 前 向 き に応答 し
て い る が、 支援者 は #35 -- #37 に お い て、 将 来
への含み を 残 し つ つ 、 ス ケ ジ、 ユ ー ル確認 と い う 具
体的 な 就学支援へ と 話題 を 戻 し 、 今 回 の 面談 を 終
わ っ て い る 。
4 . ま と め
本稿で は、 発達障がい の あ る 学生の修学支援 を
行 っ て い る HACS に お け る 我 々 の 経験か ら 構成
さ れた対話事例 を 、 統合的 カ ウ ン セ リ ン グ理論で
あ る マ イ ク ロ カ ウ ン セ リ ン グ と 、 医療 に お け る ナ
ラ テ イ ブ ・ ア プ ロ ー チ を 準拠枠 と し て分析 し 、 考
察 し た 。 発達障がい の あ る 学生 に は 甚 だ し い多 様
性があ る こ と 、 支援者 と の対 話 の 形式 や 内 容 は、
支援者 と 学生の 関係性や、 支援が行 わ れ る 環境 な
どの コ ン テ ク ス ト に 大 き く 影響 さ れ こ と を 考慮す
る と 、 有効 な 面接法の単純 な モ デル化 は不可能で
あ る し 、 現在の と こ ろ 、 実証的研究 は ほ と ん どな
い状況であ る こ と も 認め ざる を 得 な い。 し か し 今
回我々 が試み た よ う に 、 実践経験か ら 構成 さ れた
事例 を 詳細 に検討 し、 そ れ に基づい て い く つ かの
提言 を す る こ と は、 同様の状況 に あ る 実践者 に 利
用 可 能 な 知識資産 を 提供す る 有益 な 作業で あ る と
思 わ れ る 。
発達障がい の あ る 学生 の 支援 に 、 カ ウ ン セ リ ン
グ 的 な 面接が役 に た た な い の で は な い か と い う 問
い に対す る 、 我々 の 経験か ら の解答は No で あ る 。
カ ウ ン セ リ ン グ的技法 を 丁寧 に 用 い た 面接 は 、 明
ら か に 支援 に 有用 で あ る 。 し か し 、 単 に丁寧かっ
適切 に カ ウ ン セ リ ン グ技法 を 用 い る こ と に と ど ま
ら ず、 発達障がい の あ-る 学生への 支援 に 有益 な い
く つ か の 考 え 方 を 提案 し た い。
以 下 に 、 我 々 が有用 だ と 考 え る 、 発達障がい の
あ る 学生への修学支援 に お け る 面談の ポ イ ン ト を
7 項 目 に ま と め る 。
1 . 全体を 通 して、 学生のベー ス に合わせて話
を 進め る 。
2 . 面談の最初 は、 学生か ら 話 題 を 提供す る 機
会 を 与 え る 。
3 . 学生の 話 を 共感的 に聴 き な が ら 、 重要な言
葉 は繰 り 返 し て確認す る 。
4 . 問題の周辺 に あ る 体験や気持ち を 掘 り 起 こ
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し て い く た め の 質問 を し て い く 。
5 . 過去の体験 を 思 い 出す た め の 質 問 を し て 、
リ ソ ー ス を探す。
6 . 新 し い 考 え が浮かばな い と き 、 実際の行動
が イ メ ー ジ しやすい選択肢 を 与 え て 自 己決
定の機会をつ く る 。
7 . 実行後 に振 り 返 り を 行 な い 、 良か っ た点 を
確認 し、 本人の努力 を ね ぎ ら う 。
支援者が、 上記の 7 つ の ポ イ ン ト を 意識 し な が
ら 面接 を 進め る こ と は、 発達障がい の あ る 学生へ
の修学支援 に お い て有効で あ る と 私 た ち は感 じ て
い る 。 ま た 、 こ れ ら の ポ イ ン ト を 意識的 に 実践す
る た め に は、 種 々 の カ ウ ン セ リ ン グ技法、 ナ ラ テ イ
ブ ・ ア プ ロ ー チ に 関す る 知識 と 技法的訓練が役 に
た つ と 思 わ れ る 。
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Wataru Sakai， Shoko Matsui， Educational Mfairs Group(Sugitani Campus)， Kazue Takakura， 
Takashi Tatsuse， Takashi Yoshinaga， Kaoru Mizuno， Sayumi Harasawa， Tomonori Seo， 
Takashi Kusakabe， Kikuko Shimaki， Takako Sano， Chie Shikencho， Hisaka Shimada， Kenso Miyamura， 
Hisashi Funada， Shinichiro Hirokawa， Toshio Miyawaki， Isao Kitajima 
キ ー ワ ー ド : 冗長性モ デル、 学生支援担当 者連絡会、 安全配慮義務
1 . 背景
富 山大学杉谷 (医薬系) キ ャ ン パ ス は 、 医療系
2 学部 4 学科 の みか ら な る 。 従来、 暗黙理 に 、 医
師 ・ 医療職 を 目 指す に 十分な 能力 と モ チ ベ ー シ ョ
ン を も っ た学生のみが在籍 し 、 学生支援は必要な
い も の と 理解 さ れて き た (酒井 ・ 立瀬 ・ 吉永他，
2012) 。 そ の た め 、 学生支援 を 担 う 部署や教員組
織 は存在 し て い な か っ た ( 図 1 ) 。 かつ て学生支
援 は 、 医薬系学生課 (現医薬系学務 グ ル ー プ) 職
員 、 保健医学教員 な ど、 そ の必要性 を い ち は や く
認識 し た 一部の教職員 に よ っ て 個 人 的 に 行 わ れて
い た 。
元来、 学生支援 は 、 大学教育 の 一環であ り 、 教
員 お よ び学務 グ ル ー プ職員 等が行 う 業務の一部で
図 1
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あ る 。 し か し 各大学 に お い て、 入学 し て く る 学生
の価値観が多様化す る 一方、 未熟 な 学生 も 散見 さ
れ る よ う に な っ た 。 こ う し た状況下で、 個 々 の教
職 員 の 経験則 の み に 拠 る 学生対応 - 学生 指 導 で
は、 困 難が生 じ る ばか り か、 ハ ラ ス メ ン ト や 人権
侵害 に つ な がる お そ れがあ る と 認識 さ れ は じ め た
(神谷， 201 1 ) 。 加 え て、 障害や疾病 を かか え つ つ
修学 を希望す る 学生への支援 も 必要 と さ れた 。
本学杉谷キ ャ ン パ ス も ま た例外で は な く 、 保健
管理セ ン タ ー杉谷支所看護師や、 医薬系学生課 (現
医薬系学務 グ ル ー プ) 職員 な どに よ り 、 徐 々 に学
生支援の必要性が認識 さ れ る よ う に な っ た 。 ま た 、
学生支援の み を 専従的 に 行 う 職種の 配置が求 め ら
れ た 。 そ う し た 経緯か ら 、 2005 年 度 よ り 保健 管
理セ ン タ ー杉谷支所 に 常勤 の 臨床心理士が配置 さ
れた。 そ の後 2007 年度以降、 学生支援 GP な ど に
よ り ト ー タ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援室杉谷分室
コ ー デ ィ ネ ー タ ー (専 門 は特別支援教育) や、 な
ん で も 相談 コ ー デ ィ ネ ー タ ー (精神保健福祉士)
な どが、 兼任 ・ 非常勤 な が ら 学生支援セ ン タ ー に
配置 さ れ、 現在 に 至 る (図 2 ) 。
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保健管理セ ン タ ー杉谷支所 に お け る 心理相談件
数 は 、 年 々 増 加 傾 向 に あ り ( 図 3 ) 、 現体制 (常
勤 1 名 、 非常勤 l 名 ) で担 当 で き る 限界 (鈴木，
2006) に 近づ き つ つ あ る 。 こ の う ち 15% 程度 を 、
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非常勤臨床心理士 (月 ・ 金午後 の み勤務) が、 多
数 の 困 難事例 を 含め担当 し て い る 。 非常勤臨床心
理士雇用 の予算の半分は学生支援セ ン タ ー 自 殺防
止対策室 よ り 出 て い る (酒井， 2012a ; 201 1c) 。
ま た 、 ト ー タ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援室杉谷
分室お よ びな ん で も 相談 窓 口 の相談件数 も 、 いず
れ も 急激な増加傾向 に あ る O 具体的 な件数等 に つ
い て は、 各部署 に よ る 報告 を 参照 さ れた い。
3 . 支援者の連携
各支援職 は 、 学生 と の 個 別 面接 の ほ か、 必要 に
応 じ、 学部学科の教員 、 医薬系学務 グ ル ー プ職員 、
保護者、 学外医療機関 な ど と 連携 ・ 連絡 を 取 り つ
つ、 学生対応 に あ た っ て き て い る O
ま た 2006 年 ごろ よ り 、 「学生支援担当者連絡会j
(旧称 : 学生支援 ミ ー テ ィ ン グ) (図 1 ・ 図 2 ・ 図
8 ) に お い て 、 杉谷キ ャ ン パ ス で実際 に 学生支援
に かか わ る 複数職種が、 複数の 部署か ら 参加 し 話
し 合い を 行 っ て い る ( 図 2 ・ 図 8 ) 。 ま た 、 あ え
て 複数部署 間 で業務範囲 に 重 な り を も たせ る 「冗
長性モデル (斎藤， 201 1 )  J (図 4 ・ 図 5 ) に よ る
理解 と 実践 を 行 っ て い る 。 「学生支援担 当 者連絡
会」 で の 話 し合い と 、 「冗長性 モ デ ル 」 に よ る 理
解 ・ 実践 に よ り 、 後述の よ う な組織的不備 を 、 当
面 は現場 レ ベ ル で カ バー し 、 ス ム ー ズ な 連携 ・ 役
割分担 を し な が ら 学生対応 を 行 っ て き た (酒井 ・
水野 ・ 原津他， 2012) 。
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- 一 時的な 中 断があっても 当 面実施 し 、
後で回復できる 。
- 方法論が異なる ので、 完全 に他職種の
代替をする こと は できない。
図 5
4 . 理解を得る途上の困難
(酒井， 水野， 原漂他， 2012) 
~驚藤 (2011) をもとに作成
(酒井， 水野， 原簿他， 2012)
~ 粛藤 (2011) をもとに作成
一方、 下記の よ う な事案 に お い て、 キ ャ ン パ ス
内理解 を 得 る こ と が、 し ば し ば困 難で あ っ た (酒
井， 2011a ; 20l1b ; 20l2a ; 20l2b ; 20l2c ; 20l2d ; 
2013) 。
- 主 と し て 、 発達障害 (傾 向) も し く はパ ー ソ ナ
リ テ ィ 障害 を も っ学生へ の 支援 に お い て 、 「 な
ぜ 医 療 職 と し て の 就業が 困 難 と 思 わ れ る 学生
が、 医薬系 キ ャ ン パ ス に在籍 し て い る の か。 支
援 を し な け ればな ら な い こ と が納得で き な い。 」
と す る 教職員 が現れ は じ め た。
- 不安障害や発達障害傾 向 を も っ学生 は 、 し ば し
ば新奇の場所 を 苦手 と し 、 入学当 初 は 道案 内 な
どの配慮 を 必要 と す る 場合があ る 。 し か し こ の
よ う な 、 どの部署 に も 対応が想定 さ れて い な い
学生への対応 に お い て 、 部署聞の押 し 付 け や、
学生の た ら い回 し が起 こ り が ち で あ っ た 。
- 個 々 の教員 が医師 ・ 看護師 な ど の 医療職 で あ る
こ と か ら 、 「病気 な ら 休 ん で治療。 治 っ た ら 復
学。 」 と い う 理解 に な り が ち で、 難治性 の う つ
症状等 を も っ学生へ の 配慮要請 な ど に 困難 を 生
じ た 。
- 同 様 の 理 由 で、 「健康 な 人 は な ん で も 相談、 病
気 の 人 は 保健管理セ ン タ ー 。 」 と い っ た 理解 が
な さ れが ち で あ っ た が、 学生の必要性 と は合致
し て い な か っ た 。
- 不安感や一時的パニ ッ ク な どに よ り 、 学生本人
が状況や 自 分の 要望 を う ま く 説明 で き な い場合
があ る 。 そ う し た 際 に 、 学生本人 の 同 意 の も と 、
支援職か ら 教員 等へ学生 の 意 向 を 代弁す る こ と
があ る が、 そ れが し ば し ば越権 と さ れた 。
- 内 容 を 問 わ ず 「 支 援 職 よ り 医 師 の 意 向 が優
先J と い う 理解がな さ れ、 学生の 自 殺防止 (酒
井， 2012d ; 2013) や 、 カ ル ト 防 止 対 策 ( 酒
井， 2012b) 、 発 達 障 害 学 生 へ の 支 援 ( 酒 井，
201 1a) な どに 支障 を 生 じ た 。
- 自 殺 を 含め た重大 な 結果 を 招 く お そ れの あ る 学
生 に つ い て も 、 し ば し ば上記の よ う な 理由 か ら 、
情報共有や具体的対応 に 支障がみ ら れた 。
総 じ て 、 杉谷キ ャ ン パ ス に お い て は、 学生の利
益 よ り も 、 部署聞の責任所在や、 職種間の上下関
係の観点、 が優先 さ れ が ち で あ っ た。 そ の た め 、 大
学 と し て の 安全配慮義務 の 履行 や 、 修学環境 の
保全 に 支 障 を き た し て い た ( 日 本学生相 談学会，
2012) 。
5 . 理解の深 ま り
上記の よ う な課題 に つ い て 、 自 殺防止対策室会
議、 保健医療人教育室運営会議、 学生支援担当 者
連絡会 な どでの話 し合い を 経て 、 下記の 点が確認
さ れ た 。 ( 酒 井， 201 1b ; 2012a ; 2012b ; 2012c ; 
2012d ; 2013) 
5 - 1 . こ れ ま で確認さ れた事項
- 保健管理セ ン タ ー (含 : 杉谷支所) は、 応急処
置 ・ 予 防接種 を 行 う た め に 診療所登録 さ れて い
る が、 そ れ以外の業務 を 行 わ な い わ け で は な く 、
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心理相談 と 診療所業務 と の聞 に は優先関係 は な
い (図 6 ) 。
| ①医療・支慢モデル |
図 6
| 喧杉苔キャンパス(現状) I | ③完全診療所モデル |
(医療 (支援) (支揮)(医療)
璽翻
| 全国で数校のみ |
多くの大学、富山大学3キャンパス(規定上)
- 保健管理セ ン タ ー (含 : 杉谷支所) は、 心理相
談 ・ 心理的援助 を 行 う 主体部署であ る 。
- 医療職への適性がな い と 思 わ れ る 学生 に も 、 大
学教育 と い う 観点、 か ら は 、 修学の権利 が あ る (佐
藤， 201 1 )  0 
・ 「健康 な 人 は な ん で も 相談、 病気 の 人 は 保健管
理セ ン タ ー 」 と い う 把握で は、 学生の 必要性 を
う ま く 捉え ら れな い 。 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン 時 に 施行 し て い る 精神 的健康度調査 (酒井 ・
松井 ・ 四 間丁， 201 1 ) と 、 窓 口利用 と の 関 係 は 、
お よ そ 図 7 の通 り で あ る 。 疾病モ デル以外での
理解が必要。 重い 人 はすべて の支援機関 が連携
し て 支え る 。
図 7
平均 カットオフ
- 同様に 「病気 な ら 治療、 治 っ た ら 復学」 と い う
理解で は不十分。 発達障害 (傾向) や難治性の
疾患 を も っ 学生 に つ い て は、 療学援助 が必要。
う つ で 自 殺す る の で は な く 、 居場所がな く て 自
殺す る 。
. I責任の所在」 を 明確 に し よ う と す る と 、 か え っ
て学生 を 追い詰め、 自 殺や 自 傷を助長す る (松
本， 2012) 0 
・ 外部医療機関主治医 と 杉谷支所心理士の責任関
係 は、 法的 に も 不 明確。 学 内 で の 議論 は 有益で
は な い 。 状況把握や共通理解 に つ と め、 学生の
利益 ・ 安全 と い う 原則 に 立 ち 返 っ て そ の都度考
え る の が適切。
- 支援者 に よ る 提言や発信 は 、 通常業務の 一部 ( 日
本学生相談学会， 2012) 。 越権 と は な ら な い 。
- 周 聞 の学生の修学上の利益 を 大 き く 損ね る 学生
に つ い て は、 学生支援 と は別の文脈 で検討 し対
処すべ き 。
6 . 今後の課題
同 様 に 、 自 殺防止対策室会議、 保健医療人教育
室運営会議、 学生支援担当 者連絡会 な どでの 話 し
合い を 経て 、 下記の点が今後の 課題 と し て 共有 さ
れた。
6 - 1 . 杉谷キ ャ ンパス全体における学生支援上
の課題
・ 歴史的経緯か ら 、 支援職種が複数部署 に 散在 し
て い る (図 1 ・ 図 2 ・ 図 8 ) 。
- 学生支援 を 総括す る 教員 組織お よ び管理者教員
が不在 (図 1 ・ 図 2 ・ 図 8 ) 。
図 8
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- そ の 結果、 教育 ・ 評価 と 学生支援が未分化。
- こ う し た組織的不備 は 、 管理者教員 ら の個 人 的
理解 に よ り 、 か ろ う じ て 支 え ら れて い る (図 8 )
(後述) 。
6 - 2 . 保健管理セ ン タ ー杉谷支所固有の課題
- 支所長 は任期 2 年 で兼任。 理解が深 ま っ た こ ろ
交代 と な る 。
- 学生支援の文脈で話 し 合 う 場が、 支所内 に無い0
・ 心理相談の運営者教員 を 欠い て い る (図 6 ・ 図
8 ) 。
- 予算 執行 に は 学務 グ ル ー プ 長 の 後見 を 得 て い
る 。
- 学部 と の 情報共有等 に 課題 ( 図 1 ・ 図 8 ) 。 杉
谷支所危機管理 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ は 診療所 と
し て の杉谷支所 を 前提 と し て い る た め 、 要件が
厳格で、 ほ と ん ど適用 で き な い。
- 支所内外の理解 と 協力 を 得 な が ら 支 え ら れて き
て い る (図 5 ・ 図 8 ) 。
7 . 考察 と展望
上記の よ う な組織的不備 は 、 医薬系学部学科の
学部長 ・ 学科長 ・ 教務委員 長 ら の管理者教員 、 学
生支援担当 副 学長、 自 殺防止対策室長、 保健管理
セ ン タ ー 長 (五福 キ ャ ン パ ス ) 、 保健管理セ ン タ ー
杉谷支所長、 医薬系学務 グ ル ー プ長 ら の 個 人的理
解 に よ っ て 、 か ろ う じ て 支 え ら れて い る (図 8 ) 。
し か し こ れ ら の 管理者の多 く は 、 ま も な く 異動や
任期満了、 定年退職 を 迎 え る 。 し た が っ て 、 学生
支援体制 の 整備が、 杉谷キ ャ ン パ ス に お け る 喫緊
の 課題で あ る 。
と り わ け、 保健管理セ ン タ ー杉谷支所臨床心理
士 は 、 学生支援 セ ン タ ー 等 の 支援部署 に 配置すべ
き であ る ( 日 本学生相談学会， 2012) 。 な お 、 一橋大、
三重大、 山形大 な どの 旧 国立大学で、 こ う し た再
編成の動 き がみ ら れ る 。 図 9 の よ う に 支援職種は
単一部署 に 配置すべ き で あ る 。
図 9
固固
園鼠
8 . 結論
杉 谷 キ ャ ン パ ス の 学生 支援体制 に は 不 備 が あ
り 、 大学 と し て の 安全配慮義務の履行や、 学生の
修学環境保全 に、 支障 を き た し て い る 。 支援職種
は 単一部署 に 配置すべ き で あ る 。 ( 日 本学生相談
学会， 2012) 
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【論文1
1 ) 斎藤清二 : コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 困 難 を も っ
女 子 大 学 生 へ の ナ ラ テ ィ ブ ・ ベ イ ス ト ・ サ
ポ ー ト -Web を 通 じ た 語 り を 中 心 に 一. 学
園 の 臨床研究 1 1 : 9・30， 2012. 
2 ) 吉 永 崇 史， 斎 藤 清 二 西村優起美 : 発達 障
害学生 を 支援す る 組織 の マ ネ ジ メ ン ト
富 山 大 学 に お け る ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ.
CAMPUS HEALTH 49(3) :27・32， 2012.
2 ) 斎 藤 清 二 : I エ ピ デ ン ス に 基 づ く 実 践 」 の
ハ イ ジ ャ ッ ク と そ の 救 出 . こ こ ろ の 科 学，
No165/9 : 2-8， 2012. 
3 ) 斎藤清二 : 医療 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム 教育
に お け る 物語能力 の 訓 練 . 心 身 医学21 : 1014・
1021， 2012. 
Z重.. -
，同 ーー
[そ の他の 出 版物 ・ 電子教材等]
1 ) 斎藤清二， 西村優起美 竹津み ど り ， 角 間純
子， 山 田 真 帆， 吉 永 崇 史， 水 野 薫， 桶 谷文
哲， 松谷聡子， 米 島博美， 石村恵理 : オ フ と
オ ン の 調和 に よ る 発達 障 害 学 生 支援 - Web
を 併用 し た 単一事例 質 的研究 - CAMPUS 
HEALTH 49(1):302-304， 2012. 
2 ) 斎藤清二 : 大学生への コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支
援 と ナ ラ テ イ ブ ・ ア プ ロ ー チ (平成 21・23 年
度文部科学省科学研究費基盤研究 (C) 課題番
号21530720報告書) . 富 山 印刷， 2012. p1・181.
3 ) 斎藤清二 : I未来 を ひ ら く 自 己物語 11 - ナ ラ
テ ィ ブ ・ ト レ ー ニ ン グ の す す め 」 に よ せ て .
北津晃 (著) : 未 来 を ひ ら く 未来 を ひ ら く 自
己物語 E ー ナ ラ テ イ ブ ・ ト レ ー ニ ン グのすす
め. せせ ら ぎ出版， 2012， pi-iv. 
[学会， 研究会等 に お け る 学術講演]
1 ) 斎藤 清 二 : ナ ラ テ イ ブ ・ メ デ ィ ス ン と 全 人
医療. 東海 こ こ ろ の ケ ア 研究会， 2012. 1 .26， 
名 古屋市.
2 ) 斎藤清二 : ミ ク ロ と マ ク ロ を 結ぶ ナ ラ テ イ ヴ
一 発達障害支援 を フ ィ ー ル ド に - 多声対話
シ ン ポ ジ ウ ム ー 質的研究 の 来 し 方 と 未来 : ナ
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ラ テ イ ヴ を 巡 っ て ー . 2012.2. 18. 京都市.
3 ) 斎藤清二 : ナ ラ エ ピ 医療学への招待. 第 9 回
IBCLC の た め の 母 乳 育 児 カ ン フ ァ レ ン ス .
2012.2.26. 名古屋市.
4 ) 斎 藤 清 二 : ナ ラ テ イ ブ の リ パ イ パ ル と そ
の 後. 第 1 回 「 代 替 医 療 と 語 り 」 研 究 会，
2012.5 . 1 1 . 東京都.
5 ) 斎藤清二 : 青年期心身症事例 の 夢 に み ら れ る
dismembered body image に つ い て . 日 本ユ
ン グ心理学会設立大会. 2012.6. 10， 東京都.
6 ) 斎藤清二 : リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と い う 物語 ­
医療 に お け る ナ ラ テ イ ブ ・ ア プ ロ ー チ と 物語
能力 一 第 5 回京都がん リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研
究会. 2012.6.30. 京都市.
7 ) 斎藤清二 : 事例 に 見 る 各大学の メ ン タ ル ヘ ル
ス の 課題 一 指定討論. 平 成 24 年 度全 国 大学
保健管理協 会 第 50 回 東 海 ・ 北 陸地 方 部 会研
究集会. 2012.7.21 ， 福井市.
8 ) 斎 藤 清 二 : 医療 に お け る ナ ラ テ イ ブ ・ ア プ
ロ ー チ と 物語能力. 第 3 回 ヘ ル ス ケ ア ・ コ ー
チ ン グ研究会. 2012.9.9. 富 山市.
9 ) 斎 藤 清 二 : 医 療 に お け る ナ ラ テ イ ブ と エ
ビ デ ン ス . 日 本助 産 師 会 東 海 北 陸 研 修 会，
2012.9. 13. 魚津市.
10) 斎藤清二 : 医療 に お け る 対話 と 物語能力. 日
本医療 メ デ イ エ ー タ ー 協 会北 陸支部研修会，
2012.9.29. 金沢市.
11 ) 斎藤清二， 八島不二彦， 今井優子， 宮脇利男，
西川 友之， 立浪 勝， 松井祥子， 瀬尾 友徳，
竹j畢み ど り ， 酒井 渉， 彦坂伸一， 野原美幸，
二上千恵子， 原i畢 さ ゆ み . 富 山大学 に お け る
自 殺防止対策 シ ス テ ム ( 2 ) - 自 殺 関連行動
へ の 介入事例 の 質 的 分析 ー . 第 50 回 全 国 大
学保健管理研究集会. 2012. 10. 18， 神戸市.
[ そ の 他の講演等1
1 ) 斎藤清二 : こ こ ろ の 問題 を 抱 え る 学生への 支
援一発達障害 と 自 殺関連行動 を 中心 に一. 福
井 大 学 看 護 学 科 FD セ ミ ナ ー . 2012.2.2. 福
井市.
2 ) 斎 藤 清 二 : 富 山 大学 に お け る 自 殺予 防対 策
シ ス テ ム の 理念 と 運営. 豊橋技術科学大学
FD . SD. 2012.2.3. 豊橋市.
3 ) 斎 藤 清 二 : 学 生 の 自 殺 防 止 対 策 に つ い て.
平 成 24 年 度 第 l 回 富 山 大 学 新 任 教 員 研 修 会
2012.6. 14. 富 山市.
4 ) 斎 藤 清 二 : 看護 に お け る エ ピ デ ン ス と ナ ラ
テ ィ ブ を 巡 っ て . 2012 年 度 全 国 看 護 セ ミ
ナ ー . 2012.9.8. 大阪市.
5 ) 斎藤清二 : ナ ラ テ ィ ブ ・ ア プ ロ ー チ に よ る 発
達 障害大学生支援， 石 川 県看護教育研修会，
2012.8.24. 金沢市.
6 ) 斎藤清二 : 職場の メ ン タ ルヘ ル ス 最近 の 話題
- う つ 病概念の 変遷 と 自 殺 防止 2012 年
度 五 福 地 区 安 全 衛 生 講 習 会. 2012.9. 18. 富
山市.
7 ) 斎藤清二 : 発達障害大学生支援 シ ス テ ム の構
築 と 実践 ~ 富 山 大 学 の 試 み か ら � 茨城大
学 ・ 大学教育 シ ン ポ ジ ウ ム 2012. 2012.9.24. 
水戸市.
8 ) 斎 藤 清 二 : 医療現場 で の 信頼 関 係 を 育 む ナ
ラ テ イ ブ ・ ア プ ロ ー チ. 第 19 回 医 師研修セ
ミ ナ ー Essentia1 Medica1 Skill Seminar. 
2012. 10.21 ， 倉敷市.
9 ) 斎藤清二 : 医療 に お け る ナ ラ テ イ ブ (物語)
と エ ピ デ ン ス (根拠) . 平成 24 年 度村上高等
学校同 窓会総会. 2012. 10.27. 村上市.
10) 斎 藤 清 二 : 看 護 に お け る エ ピ デ ン ス と ナ ラ
テ ィ ブ を 巡 っ て. 2012 年 度 全 国 看 護 セ ミ
ナ ー . 2012. 1 1 . 10. 松江市.
11 ) 斎藤清二 : ナ ラ テ イ ブ ・ ア プ ロ ー チ に よ る 発
達 障害大学生支援. 平成 24 年 度石 川 県看護
教員養成講習 会. 2012. 1 1 .29. 河北市.
12) 斎 藤 清 二 : 職 場 の メ ン タ ル ヘ ル ス 最 近 の 話
題. 2012 年 度 北 陸 地 区 人 事 担 当 職 講 習 会，
2012. 12. 13. 富 山市.
13) 斎 藤 清 二 : 対話 と し て の 医療 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン . I 明 日 の 良 き 医療 人 を 育成す る 川 崎
塾 」 第 2 回 ワ ー ク シ ョ ッ プ. 2012. 12. 12. 倉
敷市.
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西 村 優紀美
[著書1
1 ) 斎藤清二、 西村優紀美、 吉永崇史、 桶 谷文哲、
水野薫 (2012) 発達障害の あ る 高校生への 大学
進学 ガ イ ド ー ナ ラ テ イ ブ ・ ア プ ロ ー チ に よ る
実践 と 研究 遠見書房.
2 ) 西村優紀美 (2012) 障害学生支援 : 障害 と 向 き
合 う - 自 閉症ス ペ ク ト ラ ム 障害学生への 支援
1n 谷川 裕稔、 長尾佳代子、 壁 谷 一 広 、 中 闘
篤典、 堤裕之編 : 学士力 を 支 え る 学習支援の
方法論. ナ カ ニ シ ヤ 出 版， 216・223.
3 ) 西村優 紀 美 (2012) 発 達 障 害 の 大 学 生 へ の 支
援 一 学生相 談 の 経験か ら . 教育 と 医 学， 60・
6(708 号) ， 20・27.
[学会、 研究会等 に お け る 学術講演]
1 ) 西村優紀美 : 発達障害の あ る 学生 に 対す る 支
援 に つ い て ~発達障害の あ る 学生 と ど う 向 き
合 う か. 北陸先端科学技術大学院大学 メ ン タ
ル ヘ ル ス 特別講演. 2012.2.29. 石川 .
2 ) 西村優紀美 : 発達障害の あ る 大学生 に 対す る
支援 ・ 指 導 に つ い て . 大 阪大学基礎工学部
FD 講習会. 2-12.3.5. 石川 .
3 ) 西村優紀美 : 発達障害の あ る 学生の教育実習
に つ い て 一 発達障害学生支援の立場か ら . 全
国 私立大学教職課程研究連 絡 会 議 第 32 回 研
究大会. 2012.5.20. 福 岡.
4 ) 西村優紀美 : 発 達 障 害 を 持 つ 学 生へ の 全学
的 支援 2012. 立教大学学 生 部相 談所所 員 会
議主催講演会. 2012.6.2l . 東京.
5 ) 西村優紀美 : 発達障害の ア セ ス メ ン ト に お け
る ロ ー ル シ ャ ツ ハ ・ テ ス ト の可能性. 包括 シ
ス テ ム に よ る 日 本 ロ ー ル ・ シ ャ ツ ハ 学 会 第
18 回大会. 2012.6.24. 石 川 .
6 ) 西村優紀美 : 発達障害の あ る 学生の理解 と 修
学支援 一 理系学部 に あ り がち な 困 難 さ と 対処
法. 岡 山理科大学 FD 研修会. 2012.7.5. 岡 山.
7 ) 西村優紀美 : 発達障害の あ る 学生への大学で
の支援. 新潟県発達障害親の会 「新潟 い な ほ
の 会」 主催講演会. 2012.7.22. 新潟.
8 ) 西村優紀美 : 発達障害の基礎的 な 知識. 平成
24 年 度 野 々 市市教職 員 研修講座特別 支援教
育支援員研修会. 2012.7.24. 石川.
9 ) 西村優紀美 : 障害 に対す る 基礎知識 と 障害学
生 に対す る 教育支援の実践例. 福井工業高等
専 門学校 FD 研修会. 福井.
10) 西村優紀美 : 発達障害の あ る 若者 に対す る よ
り よ い就労支援 を 目 指 し て - 若年就労支援機
関調査 と 高等教育機関調査. 日 本発達障害学
会 第 47 回研究大 会 自 主 シ ン ポ ジ ウ ム 指 定討
論. 2012.8. l l . 神奈川 .
1 1 ) 西村優紀美 : い じ め ・ 非行等問題行動の 理解
と 対応. 石川 県初任者研修講座「生徒理解 N J .
2012.9. 10. 石川 .
12) 西村優紀美 : 発達障害大学生への 支援 - 高校
か ら 大学への移行過程 を ど う さ さ え る か 一 発
達障害の あ る 高校生への大学進学 ガ イ ド . 一
般社 団 法 人 日 本 L D 学 会 第 21 回 大会大会企
画 シ ン ポ ジ ウ ム 話題提供. 2012. 10.7. 宮城.
13) 西村優紀美、 小貫|昔、 村 田淳 : 発達障害 の あ
る 大学生 に対す る 小 グ ル ー プ活動の試み. 一
般社 団 法 人 日 本 L D 学 会 第 21 回 大会 自 主 シ
ン ポ ジ ウ ム 企画 ・ 発表. 2012. 10.8. 宮城.
14) 西村優紀美 : 発達障害の あ る 生徒へ の 対応 .
宮城県特別支援教育総合セ ン タ ー 主催発達障
害教育研修会. 2012. 10.18. 宮城.
15) 西村優紀美 : 発達障害学生への 支援 一 理解 と
実際. 第 50 回全国学生相談研修会分科会 「発
達障害J 講師. 2012. 1 l . 18-20. 東京.
16) 西 村優紀美 : 多 様 な 学 生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の取 り 方 に つ い て. 名桜大学 F D 研修
会. 2012. l l .29. 沖縄.
17) 西村優紀美 : I困 り J Iつ ま づ き 」 支援体制 の
展 開 II : 高 校 か ら 大学へ の シ ー ム レ ス 支援
ー と ぎ れ な い 包括 的 支援 の 取 り 組 み. 地域
科学研究会高等教育情報セ ン タ ー セ ミ ナ ー.
2012. 12. l . 東京.
18) 西村優紀美 : 人 間 関係づ く り の ワ ー ク シ ヨ ツ
プ. 富 山 県立新川 み ど り 野高校職 員 研修会.
2012.12. 1 l . 富 山 .
19) 西村優紀美 : 発達障害の あ る 児童生徒への心
理教育 的 ア プ ロ ー チ . 平 成 24 年 度北 星 学 園
大学公開講座. 2012. 12.15 . 北海道.
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竹 津 みど り
【論文1
1 ) 竹津み ど り 2012 在宅要介護高齢者 の ホ ー
ム ・ ヘ ル パ ー へ の 依存 ( 第 2 報) : 介護 満 足
度 お よ び幸福感 と の 関 連 学 園 の 臨床研究，
11， 47・51 .
【学会発表1
1 ) 竹津み ど り 2012 在宅要介護高齢者 に お け
る 他者依存の増加への適応過程 日 本 ヒ ュ ー
マ ン ・ ケ ア 心理学会第 14 回大会 ， 53.
2 ) 竹 津 み ど り ・ 寺 島 瞳 ・ 宮 前 淳 子 ・ 宇 井 美代
子 ・ 松井 め ぐみ 2012 デー ト DV の 実態 の
検討 ( 6 )  : 行為 の 理 由 と 関 係へ の 影響 日
本心理学会第 76 回大会 ， lPMC05.
3 ) 松 井 め ぐ み ・ 宮 前 淳 子 ・ 寺 島 瞳 ・ 宇 井 美代
子 ・ 竹 津 み ど り 2012 デ ー ト DV の 実 態
の 検討 ( 7 )  交 際 期 間 と 加 害 行 為 ・ 被 害
行 為 と の 関 連 日 本 心 理学 会 第 76 回 大 会 ，
1PMC06. 
4 ) 宇 井 美代子 ・ 宮前 淳子 ・ 寺 島 瞳 ・ 松井 め ぐ
み ・ 竹津み ど り 2012 マ ン ガ雑誌 に お け る
デー ト DV描写の分析 日 本心理学会第 76 回
大会 ， 2PMB24.
[講演 そ の 他1
1 ) 竹津 み ど り デー ト DV を 知 っ て い ま す か ?
~ よ り 良 い 関 係 の た め に 富 山大学男女共同
参画 デー ト DV 講演会 2012 .1 . 18.
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杉谷キ ャ ンパ ス
所 長 (併 ・ 前) 舟 田 久 Hisashi Funada 
所 長 ( 併 ) 北 島 勲 Isao Kitajima 
准 教 授 松井 祥子 Shoko Matsui 
臨 床 心 理 士 酒井 渉 Wataru Sakai 
臨床心理士 (非常勤) 佐野 隆子 Takako Sano 
看 護 師 高倉 一恵 Kazue Takakura 
看 護 師 ( 非 常 勤 ) 島木貴久子 Kikuko Shimaki 
看 護 師 ( 非 常 勤 ・ 前 ) 島 田 尚佳 Hisaka Shimada 
看 護 師 ( 非 常 勤 ) 野口 寿美 Hitomi Noguchi 
【著 書1
1 ) 井上 大 ， 全 陽 ， 松井祥子 ， 早稲 田優子 ， 松
井 修 : 肺病変. IIgG4 関連疾患 ア ト ラ ス J .
梅原久範 ・ 岡崎和一監修， 69・73， 前 田書庖 ，
金沢 ， 2012.
2 ) 松井祥子 : IgG4 関 連呼吸器疾患 . I 間 質性肺
炎 を 究 め る J . 滝浮 始編集 ， 280・284， メ ジ
カ ル ビ ュ ー 社 ， 東京 ， 2012.
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治療 を 施行 し た 肺腺癌 の 1 例. 第 66 回 日 本肺
癌学会北陸支部会， 2012， 7， 7， 富 山 .
27) 松井祥子， 蛇津 品 ， 酒 井文和， 山 本 洋，
寺 崎 泰 弘 栗 原 泰 之， 早稲 田 優 子， 河 端 美
則， 小倉高志， 東京び ま ん性肺疾患研究会 :
IgG4 関 連疾患 の 呼吸器病 変 に お け る 臨床 画
像病理学的検討 . 第 21 回 日 本 シ ェ ー グ レ ン 症
候群学会学術集会， 2012， 9， 7， 京都.
28) 酒 井 渉， 水 野 薫， 原 i畢 さ ゆ み， 立 瀬 剛 志，
吉永崇史， 富 山大学医薬系学務 グ ル ー プ， 松
井祥子， 高倉一恵， 四 間丁千枝， 島 木貴久子，
島 田 尚住， 佐 野 隆子， 北 島 勲 : 修学 サ ポ ー
ト グ ル ー プの有効性 に つ い て の検討 一 学生支
援 モ デ ル と の 関 連 か ら 一 . 第 50 回 全 国保健
管理研究集会， 2012， 10， 18， 神戸.
29) 松井祥子， 高倉一恵， 島 木貴久子， 酒井 渉，
舟田 久. ム ン プス 抗体価の動向 . 第 50 回全
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国保健管理研究集会. 2012， 10， 18. 神戸.
30) 八 島 不 二 彦， 今井優子， 粛 藤 清 二， 宮 脇 利
男 ， 西 川 友 之， 立 浪 勝， 松井祥子， 瀬 尾 友
徳川 竹津 み ど り ， 酒井 渉， 彦坂伸 一， 野 原
美幸， 二上千恵子， 原淳 さ ゆ み : 富 山大学 に
お け る 自 殺防止対策 シ ス テ ム ( 1 ) 一 体制構
築 と 活動実績 第 50 回 全 国保健管理研究
集. 2012， 10 ，  18. 神戸.
31 ) 粛藤清二， 八島不二彦， 今井優子， 宮脇利 男 ，
西 川 友 之， 立 浪 勝， 松 井 祥 子， 瀬 尾 友 徳，
竹津み ど り ， 酒井 渉， 彦坂伸一， 野原美幸，
二上千恵子， 原j畢 さ ゆ み : 富 山 大学 に お け る
自 殺防止対策 シ ス テ ム ( 2 ) 一 自 殺関連行動
へ の 介入事例 の 質 的 分析 第 50 回 全 国 保
健管理研究集， 2012， 10， 18， 神戸.
32) 津 田岳志， 徳井宏太郎， 岡津成祐， 神原健太，
今西信悟， 山 田 徹， 篠 田 晃一郎， 三輪敏郎，
林 龍二， 戸遺一之， 松井祥子， 宮 園 卓宣，
田畑和宏， 福 岡順也， 岩 田安弘 : 高齢女性 に
発症 し た播種性非結核性好酸菌症の l 例. 第
69 回 呼 吸 器 合 同 北 陸 地 方 会， 2012， 1 1 ，  3-4， 
福井.
33) 稲葉 淳， 津田岳志， 徳井宏太郎， 岡津成祐，
神 原健太， 今西信悟， 山 田 徹， 三 輪敏郎，
林 龍二， 戸遺一之 松井祥子， 津 田 成朗 :
大量胸水 を 来 た し た牌膿蕩の l 例. 第 69 回 呼
吸器合同 北陸地方会. 2012， 1 1 ，  3-4， 福井.
34) 今井祐子， 津田岳志， 徳井宏太郎， 岡 津成祐，
神原健太， 今西信倍， 山 田 徹， 篠 田 晃一郎，
三輪敏郎， 林 龍二， 戸遺一之， 松井祥子，
田 中伴典， 福 岡順也 : 多発性浸潤影 を 呈 し た
MTX 関 連 diffuse large B cell lymphoma の
1 例. 第 69 回 呼吸器合 同 北 陸 地 方 会. 2012， 
1 1 ， 3・4， 福井.
35) 林 龍二， 津 田岳志， 徳井宏太郎， 岡津成祐，
神 原健太， 今西信悟， 鈴木健介， 山 田 徹，
三輪敏郎， 戸遺一之， 松井祥子， 土岐善紀，
菓子井達彦， 福 岡順也， 野村邦紀 : 当 院 に お
け る 間 質性肺炎合併肺癌 の 臨 床 的 検討. 第
53 回 日 本肺癌学会総会， 2012， 1 1， 8・9， 岡 山.
36) 篠 田 晃一郎， 奥村麻衣子， 山 口智 史， 津田玲奈，
朴木博幸， 松井祥子， 多喜博文， 戸遺一之 :
シ ク ロ ス ポ リ ン A， ア ザチ オ プ リ ン の 2 剤 併
用 療 法 が著効 し て い る 抗 Jo・1 抗体陽性皮膚
筋 炎合併 間 質性肺 炎 の 一例. 第 27 回 日 本臨
床 リ ウ マ チ学会. 2012， 1 1 ，  23-24， 神戸.
[ そ の 他1
1 ) 松井祥子， 高倉一恵， 島 木貴久子， 佐野隆子，
酒井渉， 舟 田 久 : 医学生 に お け る ア レ ル ギー
疾 患 の 擢 患状 況. Campus Health， 49: 347・
349， 2012. 
2 ) 酒 井 渉， 松 井 祥 子， 佐 野 隆子， 高 倉 一 恵，
島 木貴 久子， 舟 田 久 : 大学生 の 精神 的健康
度 に 関 す る 研究 - KI0 と GHQ30 の 併存妥 当
性 に つ い て 一 . Campus Health 49: 216・217，
2012. 
3 ) 松井祥子 : IgG4 関 連疾 患 の 呼吸器病 変 に つ
い て . 厚生労働科学研究補助金 難治性疾患
克服研究事業 新規疾患 ，IgG4 関 連他臓器 リ
ン パ 増 殖性疾患 (IgG4+MOLPS) の 確立 の た
め の研究 H22・23 年 度 総合研究報告書 94・
96. 2012. 
4 ) 早稲 田 優 子， 藤村 政樹， 松井祥子 : IgG4 関
連呼吸器疾患の検討 . 第 46 回北陸呼吸器 シ ン
ポ ジ ウ ム (FITs) ， 2012.2.3， 金沢 .
5 ) 松井祥子 ， 早稲 田優子 ， 山 本 洋 ， 久保恵 嗣 ，
源誠二郎 ， 井上 大 ， 利根久雄 ， 能登原憲司 ，
半 田 知 宏 ， 三 嶋 理 晃 : IgG4 関 連 呼吸器疾患
後方視調査の経過報告 . 厚生労働科学研究 難
治性疾患克服研究事業 研究奨励分野
IIgG4 関連全身硬化性疾患の診断法の確立 と
治療方法の 開発 に 関す る 研究 ( 岡 崎班) J í新
規 疾 患 ，IgG4 関 連 多 臓 器 リ ン パ 増 殖性 疾 患
(IgG4+MOLPS) の 確 立 の た め の 研 究 ( 梅 原
班) J 第 6 回合同班会議 ， 2012， 2 ，  18， 京都 .
6 ) 松井祥子， 志 田 し の ぶ， 宮本真由 美， 鍵谷聡
志， 小池 勤， 一松啓介， 野崎哲夫， 藤 内靖喜，
石井陽子， 笹原正清 : 経過観察 中 に 多 彩 な 病
変 を 呈 し た IgG4 関連疾患 の l 例 . 第 6 回 IgG4
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研究会 ， 2012， 3， 3， 金沢 .
7 ) 篠 田 晃一郎， 津田玲奈， 奥村麻衣子， 山 口智
史， 朴木博幸， 松井祥子， 多喜博文， 戸遺一
之 : 全身性 リ ン パ筋腫張 を 契機 に 診断 さ れた
IgG4 関 連疾患の 一例. 第 33 回 富 山 免疫 ア レ
ル ギー研究会， 2012， 5， 24， 富 山 .
8 ) 石 田 正幸， 松井祥子， 伏 木宏彰， 藤坂実千
朗， 山 田 徹， 三 輪 敏郎， 林 龍 二， 戸 遺
一之 : IgG4 関連疾患 に お け る 副 鼻腔 CT 所見
の検討. 第 33 回富 山 免疫 ア レ ル ギー 研究会，
2012， 5， 24， 富 山 .
9 ) 松井祥子 : I職場の安全衛生 に つ い てJ . 富 山
大学附属病院研修， 2012， 4， 2， 富 山 .
10) 佐野隆子 : I子 ど も の発達 と 思春期 の 課題J.
金 沢 市 立 大 徳 中 学 校 PTA 講 演 会， 2012， 6 ，  
21 ， 金沢.
1 1 ) 松井祥子 : 関 節 リ ウ マ チ の 肺病変 に つ い て .
RA ク リ ニ カ ル カ ン フ ァ レ ン ス セ ミ ナ ー ，
2012， 6， 29， 砺波 .
12) 松井祥子 : I た ば こ の 害」 に つ い て. 早 月 中
学校， 2012， 7， 6， 滑川 .
13) 松井祥子 : AED に つ い て . 安全衛生講習会，
2012， 7， 12， 富 山 .
14) 松 井 祥 子 : 呼 吸 器 難病 相 談 会 . 2012， 7 ，  31 ，  
富 山 .
15) 久 保恵 嗣 ， 松井祥子 : IgG4 関 連疾 患 呼 吸器
領域分科会. 厚生労働科学研究 難治性疾患
克服事業研究事業 IIgG4 関 連疾患 に 関 す る
調査研究」 第 1 回 班会議， 2012， 8， 18， 京都.
16) 松 井 祥 子 : IgG4 関 連肺疾患 . 日 本 呼吸器学
会 第 52 回 臨床呼吸機能講習会， 2012， 8 ，  22， 
金沢.
17) 松井祥子 : サ ル コ イ ド ー シ ス に つ い て . 富 山
県難病相談 ・ 支援 セ ン タ ー ・ サ ル コ イ ド ー シ
ス 講演会 ， 2012， 10， 27， 富 山 .
18) 松井祥子 : IgG4 関 連疾患 と そ の 呼吸器病変
に つ い て . 第 21 回埼玉謬原病肺研究会 . 2012，
10， 24， 埼玉 .
19) 佐野隆子 : I思春期 の う つ ， 暴力 と 親の ス ト
レ ス J . 金沢市 立 大 徳 中 学校 PTA 講 演 会，
2012， 1 1 ，  29， 金沢.
20) 松 井 祥 子 : IgG4 関 連疾 患 の 呼吸器病 変 . 第
44 回奈良県呼吸器疾患研究会 . 2012， 12， 8， 奈
良 .
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高岡キ ャ ンパ ス
支 所 長 ( 併 任 )
内 科 医 ( 准 教 授 )
看 護 師
臨 床 心 理 士 (非常勤)
精神保健福祉士 (非常勤)
立浪 勝 Masaru Tachinami 
中 川 圭子 Keiko Nakagawa 
宮 田 留 美 Rumi Miyata 
柴野 泰子 Yasuko Shibano 
橋本 順子 J unko Hashimoto 
中 川 圭 子
[原著1
1 )  Sasahara E ，  Nakagawa K， Hirai T， Ta­
kashima S， Ohara K， Fukuda N， Nozawa 
T， Tanaka K， Inoue H. Clinical and trans­
esophageal echocardiographic variables 
for prediction of thromboembolic events 
in patients with nonvalvular atrial fibril­
lation at low-intermediate risk. J Cardiol. 
2012;60:484・8.
2 )  Takashima S， Nakagawa K， Hirai T， Dougu 
N， Taguchi Y， Sasahara E， Ohara K， Fuku­
da N， Inoue H， Tanaka K. Transesophageal 
echocardiographic findings are indepen­
dent and relevant predictors of ischemic 
stroke in patients with nonvalvular atrial 
fibrillation. J Clin Neurol. 2012 ;8: 170・6.
[学会報告1
1 )  Keiko Nakagawa， Tadakazu Hirai， Kazu・
masa Ohara， Nobuyuki Fukuda， Satoshi 
N u m a ，  Shutaro  Tak a s h i m a ，  Takashi  
Nozawa， Hiroshi Inoue. Impact of  Per­
sistent Smoking on Long-term Outcomes 
Including Bleeding Events in Patients with 
Nonvalvular Atrial Fibrillation. American 
Heart Association 2012 Scientific Sessions， 
2012， 1 1 ， 3・7， Los Angeles. 
2 ) 中 川 圭子， 平井忠和， 大 原 一 将， 福 田 信之，
沼 哲之， 高嶋修太郎， 能津 孝， 田 中耕太郎，
井上 博 : 非弁膜症性心房細動例 に お け る
予後因子 と し て の 喫煙歴 の重要性 . 第 60 回 日
本心臓病学会学術集会， 2012，9， 14- 16， 金沢.
3 ) 沼 哲 之， 平 井 忠 和， 大 原 一 将， 中 川 圭
子， 井上 博， 高嶋修太郎， 田 中耕太郎 :
CHA2DS2VASc ス コ ア で 低 リ ス ク と 評価 さ
れ て も 慢性腎臓病 で は 塞栓症 リ ス ク があ る .
第 60 回 日 本心臓病学会学術集会， 2012，9， 14-
16， 金沢.
4 ) 大 原 ー 将， 平井忠和， 沼 哲 之， 福 田 信之，
中 川 圭子， 能津 孝， 井上 博 : 心房細動
患者の 酸化ス ト レ ス レ ベ ル は血栓塞栓症発症
リ ス ク と 関 連す る . 第 60 回 日 本心臓病学会
学術集会， 2012，9， 14・16， 金沢.
5 ) 大 原 ー 将， 平井忠和， 沼 哲 之， 片 岡 直也，
山 口 由 明， 岩本譲 太郎， 西 田 邦 洋， 中 川 圭
子， 水 牧 功 一， 能 津 孝， 井 上 博 : 血 清
thioredoxin レ ベ ル は 心房細動患 者 の 易 血栓
性 を 反映す る . 第 60 回 日 本心臓病学会学術
集会， 2012，9， 14・ 16， 金沢.
6 ) 西 田 邦 洋， 片 岡 直 也， 坂本 有， 山 口 由 明 ，
沼 哲 之， 水牧功一， 大原 ー将， 中 川 圭子，
平井忠和， 井上 博 : 非弁膜症性心房細動
へ の ダ ピ ガ ト ラ ン 投与 に お い て 低体重 と 心
不 全 は 独 立 し て 有 害 事象 に よ る 投薬 中 止 を
予測す る . 第 60 回 日 本心臓病学会学術集会，
2012，9， 14・ 16， 金沢.
7 ) 加納百合子， 浅野井英次， 中 川 圭子， 高川順也，
椎名 道子， 中井章子， 吉崎め ぐみ， 大永佳子，
西野崇乃， 水戸伊希子， 星野智美， 藤 岡 ひ ろ
み， 風巻麻美， 西野一美， 杉谷清美， 中村大
輔 : 先 進 的 ICT モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム を
用 い た 多 職種支援 チ ー ム に よ る 心不全患者の
遠 隔管理. 第 60 回 日 本心臓病学会学術集会，
2012，9，14・16， 金沢.
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宮 田 留 美
[学会、 研究会 に お け る 発表]
1 ) 宮 田留 美 : 新入生全員 面接 の有用性 に つ い て
の 検討 � UPI と 面接記録お よ びセ ン タ ー 利
用 状況か ら � 第 50 回 全 国 大学保健管理研
究集会. 2012， 10， 18， 神戸
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